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「ヌサンタラのイタリア人（１）」（２０２０年０７月２４日） 

ＶＯＣが地域支配を開始する何百年も前から、ヨーロッパ人はヌサンタラを訪れて見

聞記を書き残した。歴史を通して見るなら、やはり支配者民族の見聞記がマジョリティ

を占めるのが当然であり、オランダ人・イギリス人・ポルトガル人の数が圧倒的だ。そ

の中にイタリア人が混じっている。 

フランス東洋学界の重鎮デニス・ロンバール氏の著作 Nusa Jawa Silang Budaya によ

れば、西暦紀元前からヌサンタラとローマ帝国の間に交通があったようだ。カエサル・

ティべリウス・クラウディウスの時代は元より、もっと古いカエサル・アウグストゥス

の時代から始まっていた可能性が氏の視野に入っている。ヌサンタラから出発した使節

はセイロン島経由でローマに達したようだ。 

大プリニウスが紀元一世紀に著わした博物誌には Mons Maleusの話が掲載されてい

る。「その地では、寒い時期に６カ月間、影は北に伸び、暑い時期の６カ月間は南に伸

びる」というのがモンスマレウスについての説明だ。 

マレウスという語はタミール語で山を意味する Malaiに由来し、それはタミール人の

ヌサンタラに関する限られた知識の中で、赤道に近い唯一の山、西スマトラ海岸のイン

ドラプラ Indrapura山1を指していた。 

 

クラウディオス・プトレマイオスの作品「地学」には黄金半島 Chryse Chersonesos

がムラユ半島を指して示され、更にギリシャ文字で記された Iabadiou という名称も見

つかるが、これはサンスクリット語の Jawadwipa が翻字によってそうなったものと見ら

れている。 

 

1 西スマトラ州とジャンビ州の州境にある Kelinci山の別名 
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イタリア人のヌサンタラ見聞記の事始めは偉大なるマルコ・ポーロによる。かれはヨ

ーロッパ人がアジアへの道程を探りはじめた初期の時代に属すひとりだ。ヴェネツィア

の商人だったかれは元王朝に仕え、故郷と中国間を往復してアジア域内の旅行記を残し

た。ただし、出版されたのはマルコ・ポーロが１３２４年に没してから二百数十年後の

１５５０年代で、やはりヴェネツィア人のジョヴァンニ・バティスタ・ラムジオが行っ

た。 

マルコ・ポーロの見聞記には、実態にそぐわないものも混じっているとはいえ、現実

に即して詳細に記述されたものも見られる。その長い道程で通過したたくさんの国々に

ついての見聞をかれは記した。かれが中国からヨーロッパに戻るために海路を利用した

とき、船はスマトラ島のサムドラパサイ Samudra Pasai2に寄港している。ジャワ島に足

を踏み入れたことはなかったにせよ、ジャワという土地に関する伝聞も書いている。 

 

続いてヌサンタラを見聞したイタリア人の記述は、

フランシスコ修道会の修道士オドリコ・ダ・ポルデノ

ーネ Odorico da Pordenoneの手になる。かれはロー

マ法王の命によって１３１８年にアジアに旅立った。

当時カトリック教団はアジアの各地に拠点を既に置い

ていたから先駆的な動きということではないが、それ

ぞれの土地で少数の布教者たちが生命を賭けた布教宣

教を行っていた時代だ。 

オドリコはパドゥア Paduaの町を発って黒海に向か

い、更にペルシャへ進んでからカルカッタ～マドラスを経てセイロンに達した。そこか

ら海路ニコバル諸島を通り、スマトラ島に到着した後ジャワ島に行き、続いてカリマン

 

2 アチェ州南東部の Lhoksmawe郊外にあった王国で、遺跡としては墓石のみが残存している。 
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タン島のバンジャルマシンを訪れた。更にチャンパ3に進んでから中国に入り、１３２

４年に北京に到着している。１３２７年にかれは北京を去り、イタリアへの帰途に着い

た。西方へは内陸部のルートを取り、１３３０年ごろに帰国したようだ。かれは１３３

１年に故郷で没した。 

オドリコの見聞記も、ヴェネツィアのジョヴァンニ・バティスタ・ラムジオが１５７

０年代に出版した。もちろん元になった記録や報告書はオドリコが存命中に提出したも

のであり、パリやローマの文書館に収められている。出版されることによって、社会に

とっての共通知識が育まれて行くのである。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのイタリア人（２）」（２０２０年０７月２７日） 

オドリコのジャワ島見聞記の中には、かれが訪れたとある国の王は七つの王国を従え

た大王であり、そこの島々ではクローブ・ナツメグ・コショウや他のスパイスが豊富に

産出されている、と述べられている。その王は広大で豪華な宮殿に暮らし、階段や屋内

装飾は黄金と銀で飾られていて、屋根も黄金で葺かれている。そしてモンゴルの王はこ

の国を何度も征伐しようとしたが成功せず毎回撃退されたという話も。それらの話か

ら、オドリコが訪れたのはマジャパヒッ王国だったのではないかと推測されている。 

オドリコの見聞記にたくさんの地名が登場するが、オドリコが本当にそれらの土地を

自身で訪れたのかどうかについては疑問であるとの声が強い。そうではあっても、出版

されたこの書物が当時の地理学者たちの重要な資料とされたことは疑いがない。 

 

3 現在のベトナム中南部にあった貿易で栄えた王国。 
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オドリコが残した記録がイタリア語・フランス語・ドイツ語・英語で書物になった。

最初の出版物はペサロで出され、１８６６年にユールが Cathay and the way Thither

というタイトルの英語版を作った。２００６年にはシンガポールの書籍店で Travels 

of Friar Odoricというタイトルの古書が見つかっている。 

 

その次に登場するのは、ヴェネツィア商人ニコロ・コンティ Nicolo Conti の物語だ。

ニコロ・コンティは１４１９年にダマスカスに移ってアラブの言語と文化を習得してか

ら東方への旅に立った。アジア西部地方の通商交易はアラブ人が勢力を誇り、アラブ文

化が浸透していたから、そのエリアを渡るのに必要なツールをかれはまず身に着けたわ

けだ。当時２４歳前後のかれが西から東へと旅していたころ、中国から鄭和が西方への

航海を行っており、鄭和の航海に従った馬歓 Ma Huan が１４３３年に著わした瀛涯勝覧4

や費信 Fei Xinが１４３６年に出した星槎勝覧5に記されている情報との突合せが可能に

なっている。 

ニコロ・コンティはダマスカスから砂漠を越えてバグダッドに至り、ペルシャを横断

してインドに達した。インドからスマトラ北岸のペディール Pedir6に渡り、かれはそこ

で一年間暮らした。かれはペディールで黄金の精錬法やスパイスに関する知識を吸収し

た。そこからマラヤ半島に渡って諸国各地を訪れ、最後にミャンマーへ行ってからジャ

ワ島に下った。 

ジャワで９カ月を過ごした後、かれは海路ベトナムに向かい、そこから陸路でイタリ

アへ戻った。ニコロ・コンティの大旅行記を世に著わしたのは、その当人ではなかっ

た。かれが１４３７年にイタリアへ帰国する直前のシナイ山で、スペイン人貴族で旅行

家のペロ・タフル Pero Tafur がかれの体験談を聞いて書き留めた。 

 

4 えいがいしょうらん 

5 せいさしょうらん 

6 アチェ州の Sigli と Bieruenの間の海岸沿いの町 
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もうひとりはローマ法王庁の国務枢機卿ポッジ

オ・ブラッチョリーニ Giovanni Francesco Poggio 

Bracciolini で、ポッジオはニコロの話に強い興味を

示し、ニコロから事細かに話を聞き、それを De 

varietate fortunae と題する書物にまとめた。タフ

ルが書いた物語よりも、ポッジオがまとめた内容の

方がはるかに地理学的価値を持っていたようだ。当

時ヨーロッパにあまり知られていなかったアジア南

部の状況にこの書物が光を当てることになった。ポ

ッジオはそれを意図してニコロの話をその方向にまとめたのかもしれない。この書物は

１４９２年にクリストフォロ・ダ・ボラーテ Cristoforo da Bollate が公にした。 

ニコロ・コンティはジャワについて、ジャワはふたつの島から成っていると語ったこ

とから、１６世紀に作られた地図には大ジャワ Iava Maiorと小ジャワ Iava Minorが描

かれている。それらの島の住民はたいへん残虐で、他の地の原住民とはくらべものにな

らず、またネズミやネコなどの汚らしい動物を食べている。借金をした者が借金を返済

できなくなると、金を貸した者の奴隷になる。住民の娯楽のメインは闘鶏で、闘鶏用の

鶏飼育を職業にしている者がいる。などというのがニコロのジャワ評だ。 

アジア南部の情報に飢えていた当時のヨーロッパで、ポッジオの書籍は引く手あまた

となった。言うまでもなく、そのイタリア語版が英語・ポルトガル語・スペイン語など

に続々と翻訳された。[ 続く ] 
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「ヌサンタラのイタリア人（終）」（２０２０年０７月２８日） 

だが、中世にアジアを旅したイタリア人がかれらのみだったとは考えにくいことだ。

もっとたくさんのイタリア人が旅行記を書き残した可能性は大きいのだが、それらの手

記は各地方の古い文書館や図書館にひっそりとしまい込まれているのかもしれない。古

いインドネシアの情報がもしもそんな中に見つかったなら、インドネシアの歴史学をも

っと発展させる重要資料になるだろう。 

言うまでもなく、そこに書かれた情報がバイアスのかかっているものである可能性も

ある。反対に、われわれが既に共有している上述のひとびとの見聞記がバイアスから免

れているという保証もないのだ。資料が増加することによって、バイアスは平準化され

ていくことになる。そのためにも、もっと多くの資料が発見されることが期待されてい

るのである。 

 

もっと最近、とは言っても百数十年前のことなのだが、イタリア人人類学者が蘭領東

インドのニアス島で調査を行った。１８８６年４月２２日から９月１５日までの１４６

日間、フィレンツェ出身の人類学者で動物学者でもあるエリオ・モディリアニ Elio 

Modiglianiがニアス島に暮らして調査研究を行ったのである。 

当時のニアスでは首狩りなどの伝統的慣習がまだ

行われていたが、今では文明化されたためにその慣

習は姿を消してしまった。モディリアニは人間の頭

骨２６個を含むニアス原生種の動植物標本多数をイ

タリアに持ち帰った。それらの資料はジェノヴァの

自然史博物館 Giacomo Doriaとフィレンツェの人類

学民族学博物館 Antropologia ed Etnologia に今で

も保存されている。 
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モディリアニはその時の体験記を Viaggio a Nias と題

する著作にして１８９０年に出版した。イタリア語で書

かれたその書籍には、ニアスのひとびとが歩んだ文明史

が詳細且つ包括的に記されていて、内容は手工芸品・伝

説・伝統歌謡・戦争技術・伝統医療など広範囲に及んで

いる。さらにかれはニアス語＝イタリア語の辞書まで作

成した。 

 

モディリアニの著書「ニアスへの旅」の原書の一冊がシトリ

Sitoli山の博物館に長期間保管されていたのを、２００４年の

津波と２００５年の地震のあと、罹災復興とリハビリのために

派遣された国際機関作業者ヴァンニ・プッチオーニが知った。

かれにそれを教えたのはカプシン修道会のヨハネス牧師だっ

た。 

かれはモディリアニの業績を跡付けることを決意して調査を開始し、Tanah Para 

Pendekar - Petualangan Elio Modigliani di Nias Selatan Tahun 1886 と題する３７

６ページの大作をものした。インドネシア語のこの書はジャカルタで製作され、イタリ

ア文化センターが発行者になった。 

 

当時首狩りの風習をたっぷり残していた南ニアスに入り込み、調査を果たして無事に

文明社会に戻って来ることのできたモディリアニの前代未踏の業績は人類が持った多様

性に対する人類の知的好奇心のたまものだったと言えるにちがいあるまい。 

プッチオーニによれば、ニアスから戻って来たモディリアニはその後スマトラ北部の

バタッ Batak族や母系制社会のエンガノ島の調査を行い、ニアスを再訪することはなか
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ったそうだ。モディリアニは１８９２年と１８９４年に Tra i libri Batacchi（自由

なバタッ族の間で）と Lisolla delle donne（女たちの島）と題する著作を出してい

る。[ 完 ] 
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「ヌサンタラのポルトガル人（１）」（２０２０年０７月２９日） 

テジョ川(Rio Tejo 英語名はテイガス川 Tagus River)

に向かって立っているアフォンス・ドゥ・アルブケルケ

Afonso de Albuquerque の像はリスボン市内ベーレム

Belemのアルブケルケ庭園にある。１５世紀後半からア

ジアに向けて続々と出帆して行った船隊の旅立ちの出発

点をアルブケルケの像は永遠に見つめ続けているのだ。 

ポルトガル船隊は大西洋を縦断し、喜望峰を回ってイ

ンド洋を渡った。何カ月もかかる航海の末に、かれらはインドのゴア Goaに達し、更に

マラッカ Malaka、そしてマルク Malukuのスパイス諸島にたどり着いた。 

アルブケルケ庭園から北西に５百メートルほど離れたサンジェロニモ礼拝堂 Capela 

San Jeronimoで旅立つすべての船と乗組員にカトリック司教と国王が祝福を与えた。

１５０２年に建てられたその礼拝堂は今、考古学博物館と海洋博物館になっている。国

王マヌエル１世がヴァスコ・ダ・ガマ Vasco da Gama の東方航海に合わせて建てたもの

だそうだ。 

海洋博物館 Museu de Marinha がオープンしたのは１８６３年で、国王ルイス１世の

時代であり、ポルトガルの大航海時代の歴史がそこにたっぷりと集められている。この

博物館にもアフォンス・ドゥ・アルブケルケの肖像画が飾られ、「１５０９－１５１５

インド総督、オルムズ・ゴア・マラッカを基軸にしてインドにおけるポルトガル王国の

基盤を築いた。 

海洋政策を王国の発展センターに据えた先駆者。」という説明が添えられている。そ

してポルトガル船隊がアジアから運んできたさまざまな物産もこの博物館に展示されて

いる。 
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あるデータによれば、１５００年から１６３５年までの間にアジアに向けて出帆した

船の数は９１２隻で、目的地に到着できた船はそのうちの７６８隻、目的地での用向き

を終えて故国に帰還しようと出帆した船は５５０隻で、祖国の土を踏むことができた船

は４７０隻だったそうだ。 

ポルトガルがアジアに向けて進出した動機は、単一ではない。ポルトガル人はそれを

三つにまとめて説明した。feitoria通商、fortaleza 征服、igreja宗教がそれだそう

だ。つまり物産や富による支配、軍事力による支配、宗教による支配がその意味すると

ころだろう。国威発揚が戦争と支配によって行われていた人類史の一ページなのであ

る。 

 

アフォンス・ドゥ・アルブケルケは第二代インド総督としてゴアに赴き、スパイス交

易で当時最大の中継港だったマラッカを攻略するために自ら大型軍船１５隻を率いて１

５１１年７月初めにマラッカへの侵攻を開始し、翌８月１０日にマラッカ王国を陥落さ

せてしまった。続いてその年の１２月に三隻から成るマルクへの船隊がアントニオ・ド

ゥ・アブリウ Antonio de Abreu の指揮下にマラッカを出帆する。フランシスコ・セハ

ウン Francisco Serrao が中の一隻を指揮し、フェルノウン・ドゥ・マガリャエンス

Fernao de Magalhaes（マゼラン）はこの遠征隊の一員として船隊の中にいた。 

船隊はマラッカを出てスマトラ島⇒ジャワ島⇒バリ島⇒ロンボッ島⇒スンバワ島⇒フ

ローレス島の海岸線をたどり、北上してバンダ島に達したのが１５１２年半ば。この遠

征隊は更なる航海の任に堪えないと判断したアブリウはマラッカへの帰還を決断する。

目的地とされたテルナーテ訪問は次の機会に譲ることにした。ところが皮肉なことが起

こったのである。 

フランシスコ・セハウンの船がアンボン湾まで漂流したあげく、そこで沈没したの

だ。セハウンと乗組員を救出したのはアンボン島のヒトゥ Hitu王国の民衆だった。セ
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ハウン一行はヒトゥの賓客として遇せられ、更に一行の希望を聞き入れたヒトゥ王国が

かれらをテルナーテに運んでくれた。 

テルナーテのスルタンは一行を受け入れた。テルナーテが行っていた周辺諸国との間

での地域覇権を争う戦争でポルトガル人の助力が大きな効果をあげた結果、テルナーテ

の優位が域内に確立されるようになり、セハウンはスルタンの公私にわたる助言者とな

って絶大な信頼を得、スルタン宮廷内での最大の実力者にのし上がる。このテルナーテ

とポルトガルの合作が、テルナーテ王国最大の敵、ティドーレ Tidore 王国にスペイン

との合作を誘うことになり、四勢力が入り乱れての北部マルクの動乱へと発展してい

く。[続く] 

 

 

「ヌサンタラのポルトガル人（２）」（２０２０年０７月３０日） 

マゼランは南米南端を回って太平洋を西向きに進めばテルナーテにアクセスできるヒ

ントをセハウンがマラッカ宛に送った手紙からつかみ、マゼランの世界周航という偉業

の種が蒔かれることになった。 

マゼランはポルトガル王が拒否したそのアイデアをスペイン王国に持ちかけて最終的

に承諾させ、スペインの事業としてポルトガル人が総指揮官になるという異様な形式下

にその壮途に就いた。マゼランが連れて行った多数のポルトガル人はスペイン人に入れ

替えられたため、かれの航海はさまざまな障害に出会うことになる。 

結局フィリピンまでたどり着いたマゼラン船隊は、地元セブ島の王が行っていた戦争

に助力を与えることになり、マゼラン自身はその戦争の中で生命を落とした。残された

船隊はほうほうの態で西への航海を続行し、何とかテルナーテまでやってきた。しかし

ポルトガルが握っているテルナーテ王国のセハウンと渡りを付けられる唯一の人間マゼ
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ランはもういない。おまけに、その数カ月前にセハウン自身も、かれが東ジャワのグル

シッ Gresikで船の修理を行ったときに娶ったジャワ人の妻とふたりの混血の子供を残

して、世を去っていたのである。 

そんな状況の中でスペイン船隊を拾ったのがティドーレ王国だった。こうしてティド

ーレとスペインの関係が築かれ、後にスペインがフィリピンを支配下に置くまで、スペ

イン軍はメキシコのアカプルコから遠路はるばるティドーレ支援（スパイスの土産は言

うまでもあるまい）のために何度も派遣されてきている。 

ティドーレ王国がマゼラン船隊を拾わなければ、マゼランによるスペイン船隊の世界

初周航が実現しなかった可能性は小さくないように私には感じられる。マゼランの大成

功を支えた要因のひとつに、この北マルクの地域内動乱が貢献していたことがもっと語

られてよいのではあるまいか？マゼラン船隊の惨憺たるありさまは、 

「マゼラン世界周航五百年（５）」（２０１８年１１月０２日） 

http://indojoho.ciao.jp/2018/1102_1.htm 

「マゼラン世界周航五百年（６）」（２０１８年１１月０５日） 

http://indojoho.ciao.jp/2018/1105_1.htm 

に詳述されているので、ご参照ください。 

 

１５１１年から１５２６年までの１５年間、ヌサンタラの各地はポルトガル人にとっ

ての重要な中継港になった。ポルトガル船は定期的にスマトラ、ジャワ、バンダ、マル

クを目指して航海した。その間、インドネシアの各地にはポルトガル人が滞在し、かれ

らがそこで暮らしながら通商と布教を行うことでプリブミの生活にヨーロッパ文化の影

響が混じりこむようになっていく。 



ヌサンタラのポルトガル人 

14 

ヨーロッパ勢力として初のポルトガル人が東インド諸島と呼ばれていたこの海域にや

ってきたころ、この諸島では林立する諸王国間の覇権争奪があくことなく繰り返されて

いた。その状況がヨーロッパ勢力の牙をその地に打ち込ませることに大いなる助力を与

えたことは言うまでもあるまい。 

ポルトガルがマラッカを奪取してマラッカ海峡を自分の池に変えたとき、東インド諸

島一帯の地域交易を支配していたイスラム商人はマラッカ海峡をボイコットしてスンダ

海峡からインド洋に出、スマトラ島西岸部を北上してベンガルやインドシナ地域に向か

う航路を新設した。そのおかげで、バンテンとアチェという新興勢力が育まれることに

なった。[続く] 

 

 

「ヌサンタラのポルトガル人（３）」（２０２０年０７月３１日） 

ジャワ島では、ヒンドゥブッダ文化のスンダ王国が東に興ったイスラム王国7からの

侵略を受けて苦境に立たされており、ポルトガルマラッカと軍事同盟を結ぶことは相互

にメリットのある話だった。軍事同盟を結ぶことが通商関係を深化させるのは当然過ぎ

る話だろう。 

ましてや昔のマラッカの賑わいの一部が、通商路が変化したことでバンテンに移った

のなら、ポルトガル人がバンテンでの交易に参加し、あわよくばそこを支配下に組み込

むことで得られる富を最大化させようと皮算用するのも無理はあるまい。 

ジャワのイスラム勢力が指をくわえてそれを見ているわけがない。ドゥマッ Demakと

チルボン Cirebonのイスラム連合軍が大軍を海路バンテンに向けて進発させ、バンテン

 

7 Demak王国。 
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港とその後背地をスンダ王国からもぎ取ったのは、当時の政治軍事情勢に対して最大の

効果を発揮する戦略だったにちがいあるまい。 

 

あるいはスマトラ島では、ラムリ王国の辺境の地でしかなかったアチェがその支配下

から脱して新興中継港に躍り出た。昔はラムリが中継港の位置を占めていたのだが、イ

スラム通商ルートがマラッカ海峡ボイコットによってスマトラ島西岸に移って来たこと

から、そのルート沿いにあるアチェに棚ボタ効果が降って来たのだ。 

国力を強めたアチェは南に向かって支配権の拡大に取り掛かる。現在のアチェダルッ

サラム特別州であるスマトラ島北端部を伐り従えたアチェは続いてバタッ Batak族の北

スマトラ州とミナンカバウ Minangkabau族の西スマトラ州へと南下して行く。それに対

抗するために、バタッもミナンもマラッカのポルトガル人に軍事支援を求めた。 

北マルクと同じようなことがヌサンタラの各地で展開されたことになる。問題はポル

トガルがヨーロッパのマイナーな国でしかなかったことだ。至る所からポルトガル人に

軍事支援の話が持ちかけられたにもかかわらず、かれらはそれらの要請に逐一応じられ

るだけの余力を持っていなかった。つまりは、スンダ王国も滅亡し、バタッやミナンカ

バウもその後、それぞれの領土を蚕食された上に通商支配権をアチェに握られてしまう

時期を余儀なくされたのである。 

ともあれ、地元プリブミの世界でそのような状況が起こっている一方で、マラッカか

らやってくる宣教師や兵士、あるいは商人などの集団は各地に取りついて一時期を過ご

し、地元民の暮らしの中に混じりこんだ。アチェとポルトガルマラッカが敵対関係にあ

り、戦闘が頻繁に起こったものの、ゴアからポルトガル使節がアチェを訪れたこともあ

れば、ポルトガル商人がアチェの町に住み着いて物産買付を行っていたこともある。敵

民族は見つけ次第皆殺しという現代感覚とは異なる空気が昔は流れていたようだ。国家
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主義民族主義下の民族団結が成立するための社会条件がきっとまだ確立されていなかっ

た時代なのだろう。 

 

異文化間の接点で相互の言葉が影響し合うのは自然なことだ。既に上で挙げたポルト

ガル語 igreja（教会）はグレジャ gerejaとなってインドネシア語に入り込んでいる。

教会へ行く日である日曜日は domingoというポルトガル語が Mingguというインドネシ

ア語を生んだ。 

１９７０年代に駐インドネシアポルトガル大使を務めたアントニオ・ピント・ダ・フ

ランサ氏が在任期間中に調査してまとめた「インドネシアにおけるポルトガルの影響」

と題する書物には、歴史の中でポルトガル人がインドネシアに持ち込み、残したものが

いろいろ取りまとめられている。 

トマト・キャッサバ・セロリ・レタス・唐辛子・パイナップル・パパヤ・サツマイモ

などはポルトガル人がブラジルからヌサンタラに持ち込んだものだ。[続く] 

 

 

「ヌサンタラのポルトガル人（４）」（２０２０年０８月０１日） 

言語もそうだ。１６世紀にはヌサンタラの各地でポルトガル語がリングアフランカの

ひとつになった。いや、もっと広く東南アジアでの、と述べても過言ではあるまい。オ

ランダ人がヌサンタラにやってきた初期のころ、各港で有利な交易を行うためにかれら

はポルトガル語を学ばなければならなかった。バタヴィアは最初から人種のるつぼとし

て建設された町であり、１８世紀ごろまでバタヴィアでのリングアフランカはムラユ語

とポルトガル語が使われていた。オランダ語はオランダ人が関わっている場でしか使わ

れなかったようだ。 
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だからたくさんのポルトガル語彙がヌサンタラ居住民の語彙の中に浸透した。氏は８

０個近くのインドネシア語を確実にポルトガル語源だと見なしている。その一方で、面

白いことに、インドネシア語の Belandaというオランダの国名がポルトガル語 Holanda

に由来しており、またインドネシア語 Inggris というイギリスの国名も Inglezという

ポルトガル語に由来しているという定説をかれは確信が持てないとしている。 

理由が書かれていないので同氏の見解が分からないのだが、日本語のオランダもイギ

リスもポルトガル語源が定説であるという話を聞いたら、かれはどう反応するだろう

か？インドネシアではオランダの国名が

Holanda→Olanda→Wolanda→Bolanda→Belanda と変化した 

とされており、最初の Holandaはポルトガル語だというのが定説になっている。 

同じポルトガル語彙がインドネシア語になり、また日本語にもなったと見られるもの

がいくつかある。 

ポルトガル語 ⇒  インドネシア語 ：  日本語 

bolo ⇒  bolu ：  ボーロ 

caldeira ⇒  kaldera ：  カルデラ   

sabao ⇒  sabun ：  シャボン 

tabaco ⇒  tembakau ：  タバコ   

veludo ⇒  beludru ：  ビロード     

 

インドネシア語の大砲 meriamがポルトガル語源であるのは有名な話であり、その語

がマリアのアラブ語マリアムを強く連想させるために、大砲を撃つときにポルトガル人

がマリアの言葉が入った何らかの句を叫んでいたのではないかということが推測されて
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いた。フランサ氏もこのインドネシア語は戦争時にポルトガル人が行った雄叫び por 

Santa Mariaに由来しているのではないか、と推測している。 

 

何世紀も昔にポルトガル人が足跡を印した地方を巡って祖先が残した遺産が地元文化

にどれほど生き残っているかについて調査したフランサ氏のこの論文からわれわれは、

ポルトガル人がそれぞれの地方にどれほど深く関わったかということを知ることができ

そうだ。 

それはたとえば、それぞれの種族語／地方語の中に残っているポルトガル語源の単語

の多さにも出現する。氏が挙げている語彙数は次のようなものだ。 

ブタウィ  ２ 

中部ジャワ  ４ 

アンボン市内  ７７ 

アンボン市外  ３６ 

スラウェシ  ２７ 

フローレス  ２２３ 

ブタウィの中にカンプントゥグ8は含まれていない。トゥグでは最初からポルトガル

語がコミュニティの日常言語になっていたのだから、それを収録すれば辞書が一冊でき

あがる。 

ただし現代のトゥグは種族色の消滅したインドネシア社会に変質しており、非ポルト

ガル系住民の大海にポルトガル系子孫の海流が混じっているようなありさまになってい

る。かれらはインドネシア人としてのアイデンティティを強く持ってインドネシア社会

 

8 タンジュンプリオク港の南東に位置する古い集落。クロンチョン発祥の地といわれている。 
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の一部になりきっているため、かれらの祖先たちが使っていた言葉を使える人間は現在

ほぼいなくなっているのが実態のようだ。[続く] 

 

 

「ヌサンタラのポルトガル人（５）」（２０２０年０８月０２日） 

またスラウェシについても、歴史を見るかぎりその地へやってきたのはポルトガル人

だけでなくポルトガルの文化を濃く受容したテルナーテのプリブミが大勢混じっていた

わけで、おまけにポルトガル人がヌサンタラから引き揚げた後もテルナーテ人とマカッ

サルとの交流が消滅したわけでもなく、そういう長い時間のレンジと核から広がった周

辺部分の動きを視野に含めるなら、マカッサルやマナドとポルトガル人の関わりを語彙

の数で評価することは困難になる。 

 

ならば、ポルトガル系の姓を名乗る人間がインドネシア人として各地に暮らしている

ことを、そのかかわりを示す別の要素と受け止めるのはどうだろうか。氏の調査報告に

よれば、その様相は次のようになっている。 

南スマトラ  １ 

バンテン  １ 

アンボン及びスラウェシ  ２７ 

フローレス  ４９ 

 

ちなみに政府教育文化省の北ジャカルタ市トゥグにおけるポルトガル文化に関する説

明（２０１８年）を読むと、インドネシア共和国成立直後のトゥグ村には１５０戸およ
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そ１千２百人が居住し、２５の姓で構成されていた。しかし今現存しているのは６姓

で、アンドリース Andries、コルネリス Cornelis、ミヒュールス Michiels、キーコ

Quiko、ポルトガルとドイツ混流のブロウネ Broune、ポルトガルとアンボン混流のアブ

ラハムス Abrahamsがその内容だ。 

フランサ氏が他地方で使ったと同じ手法でこの実態に対処するとき、この中にポルト

ガル系の姓だと識別できるものが果たしてどれだけあるだろうか？ 

＜ バンテン ＞ 

フランサ氏は、イスラム化したバンテンにポルトガル人が多数居住していたと書いて

いる。ポルトガル人はバンテンのスルタンと契約を結び、商館開設の許可を得た。後に

なってスルタンは要塞を建てるようポルトガル人に要請したという話もあるが、真偽は

不明だ。要塞建設場所は後にオランダが要塞を建てた所だったそうだ。ポルトガル人は

毎年やってきて、少なくとも数十人が次の来航までそこに留まった。 

フェルノウン・メンデス・ピント Fernao Mendes Pinto の書き残した記録によれば、

１５４６年１月に東ジャワのパスルアン Pasuruan に進軍するバンテン軍にポルトガル

人も４０人加わるように、との命令をスルタンが出した。これは義兄弟にあたるドゥマ

ッのスルタンがイスラム化していないパスルアンを征服するために行う出兵だったそう

だ。しかしその戦争は失敗し、パスルアンは陥落せず、反対に同盟軍に加わったスラバ

ヤスルタンの王子がドゥマッスルタンの生命を奪い、イスラム軍は解散することにな

る。現代インドネシアでその事件は仕組まれた陰謀だったと解釈されているが、ピント

はそこまでの推理を行っていない。 

１５９６年にハウトマン率いるオランダ船隊がバンテンにやってきて、スルタンと契

約を結んだ。ポルトガル商館の命運は尽きることになる。[続く] 
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「ヌサンタラのポルトガル人（６）」（２０２０年０８月０３日） 

＜ ジュパラ ＞ 

マタラム王国スルタンの支配下にあった中部ジャワ州ジュパラでは、１６００年から

１６４０年まで多数のポルトガル人が滞在して栄えていた。その間ドミニコ会が布教と

宗教行事を行い、また１６３２年にはポルトガル要塞が建設されて軍隊が駐屯した。こ

の要塞はクリン郡ウジュンワトゥ村の海岸にあり9、東縁３３．５メートル、西縁３７

メートル、南縁２８，５メートル、北縁２０．３メートルの不等辺四辺形で、城壁は既

に朽ちていて南だけが高さ２．１メートル、他の面は７０センチほどしか残っていな

い。残っている部分は依然として強固なままであり、砲座が海をにらんでいる。 

１６３８年に東ヌサトゥンガラの

ソロル Solorへの赴任途上にあった

フラーテル・マヌエル・ドゥ・サン

タマリアの乗っていた船がジュパラ

港で沈没した。時のマタラム王スル

タン・アグンはフラーテル・マヌエ

ルがジュパラの町に教会を建てて宗教活動を行うことを許した。フラーテル・マヌエル

はスルタン・アグンに対し、バタヴィアでオランダ人に迫害されたカトリック教徒が逃

れてきたらそれを受け入れ、あるいはかれらの行きたいところへの通行の自由を保証し

てほしいと求め、スルタン・アグンはそれも承認している。ところが１６４１年にオラ

ンダがポルトガルマラッカを陥落させて領土を奪いポルトガル人を追いはらったこと

で、スルタン・アグンにとってのポルトガルの価値は消滅してしまった。ジュパラもポ

ルトガル人にとって安泰な土地でなくなっていく。 

 

9 Ujungwatu, Donorojo, Jepara  6.403457S 110.918041E 
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＜ パナルカン ＞ 

ジャワ島東端の港町パナル

カン Panarukan にもポルトガ

ル人のコロニーができた。１

５６０年にドミニコ会がそこ

での活動を開始している。ゴ

アのインド総督はこの地にお

けるミサのために、毎年ワイ

ンを１トン送って来ていた。１５８０年、地元為政者がポルトガル人に居住と交易活動

のための土地を与えている。だがここも最終的にイスラム勢力に屈したために、ポルト

ガル人は居場所を失ってしまうことになる。 

 

＜ バンジャルマシン ＞ 

テルナーテとマラッカ間の航路発見は最初フローレス諸島の東端から北上するルート

だったが、テルナーテから北上してカリマンタンを通過する航路が発見されるにおよん

で、この近道を取る方が好まれるようになった。ポルトガル船はカリマンタン島の北を

回ってブルネイを中継港にし、あるいは南を回ってバンジャルマシン Banjarmasinを中

継港にした。 

バンジャルマシンにはポルトガル人コミュニティが作られた。イエズス会の牧師は地

元スルタンから内陸部に入る許可を得て、６年かけてダヤッ Dayak族への布教に励んだ

結果、３千人をカトリックに受洗させたという記録が残されている。 
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＜ マナド ＞ 

スラウェシ島北端の地マナド Manadoには、テルナーテのフランシスコ会からたくさ

んの布教者がやってきた。かれらは地元諸種族の首長と部下たちをカトリック教徒にし

ている。テルナーテとミナハサ間の交通は、こうして密度を増した。 

昔、ヨーロッパ人がスラウェシ島の名称としたセレベス Celebesはポルトガル語源だ

ったという説がある。二コラ・デリオン Nicholas Desliens の１５４１年製作の世界地

図に描かれているスラウェシ島北端の名称が Ponta dos Celebres となっており、それ

が後にこの島全体の名称にされたというものだ。北スラウェシの海は難船事故が多い所

として有名だったために、世界地図にそのように記載されたと考えられている。 

ミハナサのケマ村から遠くない小島のひとつに、ポルトガル人の墓地があるという話

もある。ミナハサにはポルトガル系の姓を持つ者も目立つし、地方語の中にもポルトガ

ル語源と思われる語彙が見受けられる。[続く] 

 

 

「ヌサンタラのポルトガル人（７）」（２０２０年０８月０４日） 

＜ マカッサル ＞ 

スラウェシ島ではマカッサルとブギス Bugis 族の国々がポルトガル人の優先目的地に

なった。最初の訪問が行われたのは１５２５年だ。ポルトガルが前進基地を置いたテル

ナーテとマカッサルの交通が盛んになり、１５３６年にはブギス族の兄弟が洗礼を受け

るためにテルナーテにやってきた。ふたりに洗礼を与えたのはテルナーテ行政長官（カ

ピトゥン）アントニオ・ガウヴォン Antonio Galvao で、ふたりにアントニオ・ガウヴ

ォンとミゲウ・ガウヴォンの名を与えている。 
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マラッカは１５４４年にアントニオ・ドゥ・パイヴァをマカッサルに派遣して白檀の

木を探させたとき、マカッサルの北にあるスパ Supa王国の王をパイヴァはカトリック

教徒にした。プリブミの王侯たちから平民までを対象にして布教活動は熱心に行われ、

カトリック教徒は増加した。 

 

マカッサルは徐々に力を付けて域内の有力勢力にのし上がり、周辺諸国への商活動に

加えてカトリック布教のセンターになる。それに対抗するかのようにイスラム布教も強

まり、ゴワ Gowaの王は１６世紀初めにイスラム化した。とはいえ、この地域での宗教

の自由は守られていたため、それぞれの信徒は自由な環境下に共存していた。ポルトガ

ル人ももちろんその風の中にいた。 

ポルトガル人はマカッサルに商館を持った上に、マカッサルの王がパナクカン

Panakukangに要塞を作るように勧めた。この王はポルトガル語を話し、また読み書き

さえできたが、１６３８年にかれの王子がその後を継いだ。この王子は父親に輪をかけ

たようなポルトガルびいきで、ヨーロッパの歴史や現代事情を熟知し、ヨーロッパで作

られる世界地図のコレクションが趣味だった。 

 

１６４１年にポルトガルマラッカが陥落したとき、一大恐慌が各地のポルトガルコミ

ュニティを襲った。マラッカから逃れたポルトガル人とムラユ人カトリック教徒の大集

団が手を携えてマカッサルまでやってきた。その中にはマラッカ教会の司教と教団も混

じっていて、かれらはマラッカの教会で使われていたさまざまな聖具を携えて来た。 

１６５１年にマカッサルにいたカトリック教徒は３千人に達したそうだ。マラッカか

ら来た教団、マカオのフランシスコ会、イエズス会の地域指導部、マラッカ風の組織に

なったドミニコ会のそれぞれの教徒の合計がそれだ。 
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マカッサルのカトリックコミュニティでの最有力者は王の姉妹のひとりと結婚したポ

ルトガル商人フランシスコ・ヴィエイラ・フィゲイレドだ。かれの妻になった王の姉妹

は以前からカトリック教徒になっており、ドナ・ジャシンタ・ダ・コスタの名をもらっ

ていた。その妻が没したためにフィゲイレドは王のカトリック教徒になっている別の姉

妹ドナ・カタリナ・ドゥ・ノロンヤを後妻にした。 

 

オランダは１６６０年、マカッサルに支配の手を伸ばし、ポルトガル要塞を奪取して

マカッサル王に条約を受け入れさせた。すべてのポルトガル人をマカッサルから追放さ

せることがその中の一項に記されていた。マカッサル王は不承不承それを呑んだため、

ポルトガル人はマカッサルを去ることになる。 

２千人のポルトガル人と多数のムラユ人カトリック教徒は新たな居住地を求めてマカ

オに、シャムに、そしてフローレス島のララントゥカ Larantukaへと旅立った。ララン

トゥカへ向かった一行のリーダーになったのはフランシスコ・ヴィエイラ・フィゲイレ

ドで、ドミニコ会聖職者のひとりルカス・ダ・クルズ Lucas da Cruzが宗教面の指揮を

執り、いくつかの聖具を運んで行った。フローレス島東部の数カ所にある教会には、そ

のときに運ばれた聖具とおぼしいものが今でも置かれている。[続く] 

 

 

「ヌサンタラのポルトガル人（８）」（２０２０年０８月０５日） 

＜ テルナーテ ＞ 

フランシスコ・セハウンがテルナーテの土を踏んだのは１５１２年で、１５２１年に

マゼラン船隊がテルナーテ海域に姿を見せる前にかれは没した。最初北マルクの諸島で

はテルナーテとティドーレが二大勢力を構え、他の域内諸国は合従連衡の中で揺れてい
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た。ポルトガル人の登場はテルナーテとティドーレの双方に、通商上のみならず域内覇

権争奪の戦いの面でも大きな期待を抱かせた。テルナーテにやってきたセハウンにティ

ドーレも誘いをかけたようだ。結局セハウンはテルナーテ側に付いた。 

当時のテルナーテもティドーレも、王は既にイスラム化していたが、ティドーレのス

ルタンの方が信教の自由に寛大な姿勢を執り、テルナーテのスルタンはその点で狭量だ

ったようだ。カトリック布教の面から見れば、セハウンはティドーレに移った方が良か

ったかもしれない。 

マゼラン船隊の出現でポルトガルの威勢は減退した。威勢ばかりか、現実の力関係に

も影響が及んだ。スペイン＋ティドーレ連合はまだ潜在性でしかなかったが、現実化す

る日が来るのは目に見えていた。その結果テルナーテスルタンが勧めていた要塞建設

に、ポルトガル人はいそいそと取り掛かった。 

 

テルナーテのスルタンタバリジ Sultan Tabariji はポルトガル人カピトゥンのヴィセ

ンテ・ダ・フォンセカ Vicente da Fonsecaとそりが合わず、ことごとにいがみ合った

結果、ポルトガルの敵と決めつけられて１５３６年にインドのゴアに強制連行された。

フォンセカは空席になった王座にタバリジの異母兄弟であるスルタンハイルン Sultan 

Khairunを就かせた。 

スルタンタバリジはゴアでカトリックに改宗し、ドン・マヌエル Dom Manuel の名を

与えられた。かれは更に洗礼の代父になった貴族ジョルダン・ドゥ・フレイタス

Jordao de Freitasにアンボンの地を進呈したので、帰郷してよいとの許しを与えられ

た。しかしかれは帰郷途上にマラッカで病没した。 

かれが残した遺言書の中にテルナーテの王位をポルトガル国王に譲ることが記されて

あったものの、ゴアのインド総督はその遺言を拒否し、ジョルダン・ドゥ・フレイタス

を牢に入れ、テルナーテの王位にはスルタンハイルンが就くことを再確認している。 



ヌサンタラの欧州人 

27 西祥郎著 

 

＜ アンボン ＞ 

テルナーテを含むマルク全体のカトリック布教のために、多数のポルトガル人布教者

がやってきてあちこちに住んだ。しかし組織立った布教活動が行われるようになるの

は、フランシスコ・ハヴィエル Francisco Javier（ザビエル）の到着する１５４６年

を待たなければならなかった。 

ザビエルはセラム Seram やヌサラウッ Nusa Laut の島々まで精力的に巡遊し、テルナ

ーテの王妃や民衆をカトリック信徒にしたが、スルタンハイルンを帰依させることはで

きなかった。ハイルンはザビエルにこう語ったそうだ。「神父、わたしがカトリックに

ならなかったことを気に病むことはない。われわれの神は同じものなのだから、われわ

れは必ず天国で再会するであろう。」 

翌年マラッカに戻ったザビエルはマルクのイエズス会の礎石を作り上げた。１５５７

年にアンボンでは９つのカトリック教団が活動し、テルナーテは別にしてアンボンで２

万人、モロで２万人の信徒を擁する状況になっていた。 

１５６２年、アンボンに初代カピトゥンが置かれてアントニオ・パイス Antonio 

Paisが初代の長官になった。１５６９年、ヒトゥに交易所が設けられ、アンボン湾の

向かい側にハティウィ Hatiwi要塞が建設された。[続く] 

 

 

「ヌサンタラのポルトガル人（９）」（２０２０年０８月０６日） 

１５７２年にアンボンのカピトゥン、サンショ・ドゥ・ヴァスコンセロス Sancho de 

Vasconcelosがアンボン市内に要塞を作り、要塞の中には教会が三つ建てられた。１５
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７５年、アンボンカピトゥンの甥がテルナーテのスルタンハイルンを殺害したため、ハ

イルンの皇太子がテルナーテ人を率いてアンボンの要塞を攻撃し、要塞は破壊された。

殺害犯人はゴアまで逃げたが、リスボンのポルトガル国王がテルナーテで裁きを受けさ

せるよう命じたため、手鎖を付けて海路テルナーテへ連行された。しかし護送途中のジ

ュパラで闘争が起こり、犯人はそこで殺された。 

この事件はどうやら、テルナーテから悪辣なポルトガル人が追放されたことに関連し

ており、その悪辣な一派は１５７８年にテルナーテの敵であるティドーレに入り込んで

要塞を作り始めた。もちろんティドーレのスルタンと渡りをつけて行われたのは間違い

がない。 

しかしそのごたごたは長続きすることなく終わってしまった。１６０１年、オランダ

はヒトゥのハティウィ要塞を奪取した。１６０５年にはアンボンとティドーレの要塞も

陥落して、ポルトガルのマルク防衛軍はオランダＶＯＣ軍に降伏してしまう。 

オランダ人からポルトガル人への降伏勧告の中には宗教の自由を保証する一項が入っ

ていたものの、実態は大違いであり、アンボンの支配権を手に入れたオランダは重要政

策のひとつとしてアンボン人のプロテスタントへの改宗を強力に推進した。その結果、

ポルトガル人の布教によってカトリック教徒になったひとびとの子孫で、今日いまだに

カトリックであるという人間は存在しなくなった。 

アンボンの町から去る意志をまったく持たずに最後まで残っていた３２家族のポルト

ガル人はその強制に耐えかねて終に町を去ることを決意したが、かれらはアンボン島か

ら出ず、ソヤ王がかれらに与えた山中の土地を目指して去って行ったという話が残され

ている。 

しかしかれらは何代も世代を重ねる間にその地の地元社会の中に溶け込んで、最終的

にはすべての家族がプロテスタントに改宗して今日に至っているそうだ。 
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＜ ヌサトゥンガラ ＞ 

ヌサトゥンガラへのポルトガル人の初来航がテルナーテを目ざすアントニオ・ドゥ・

アブリウ船隊の寄港だったことは上で述べた。それ以来ポルトガル船は頻繁にこの島嶼

部に寄港して、水や新鮮な食糧の供給源として利用し、加えて白檀の調達も行った。東

ヌサトゥンガラを構成する四大島のひとつフローレス島は花を意味するポルトガル語に

由来しているというのが定説になっている。元々はポルトガル人が島の東部を cabo de 

floresと呼んだことに端を発しており、１６３６年にオランダ人（ＶＯＣ）が島全体

の名称として Floresと呼ぶことを決めた。 

しかしわれらがレミ・シラド氏は例によって、「Floresをみんなが花に結び付けて

いるのだが、その語源が floresce, florescer, floresta のどれであったのかをいった

い誰が立証できるというのか？その最後の語彙でなかったことを誰が証明できるの

か？」と世の常識なるものへの安住をいましめる言を放っている。 

 

１５２２年にはカトリック布教者がティモールやソロルに何年も滞在して大きい成果

をあげている。１５６１年にマラッカ司教はドミニコ会宣教師４人を派遣して、恒久的

宣教組織を現地に作らせた。 

１５６６年、アントニオ・ダ・クルズ神父はマカオからの寄金を元に、ソロルで要塞

の建設を開始した。イスラム界はジャワで既に強い勢力を築きあげ、またスラウェシで

は強力な布教活動を行っている状況から鑑みて、かれらがソロルに矛先を向けて来たと

きの安全保障に、というのがその要塞建設の目的だった。 

要塞の中には教会が四つ作られ、要塞の防壁沿いに地元民が集まって来て居住した。

この要塞の軍事力はすべてが傭兵で賄われた。要塞防衛軍司令官も傭兵であったが、さ

すがに司令官の人選だけはマラッカの承認を得なければならなかった。 
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１５７７年にヌサトゥンガラのカトリック教徒は５万人に達している。アントニオ・

ダ・クルズ神父はララントゥカの町の外に神学校を設けた。１５９６年には５０人の生

徒がそこで学んでいる。その同じ１５９６年にはエンデ Endeで要塞が建設された。要

塞の中には教会が三つ作られている。[続く] 

 

 

「ヌサンタラのポルトガル人（１０）」（２０２０年０８月０７

日） 

ポルトガル人の居留が始まると、シッカ Sikka とララントゥカの王族は学習のために

マラッカへ送られ、カトリックに入信すればドンの称号の付いたポルトガル貴族の姓を

与えられた。その子孫は現代までその姓を名乗り続けている。 

１６１３年にオランダはムスリム勢力と連合してソロル要塞を陥落させたため、ポル

トガル人はララントゥカに逃れた。１６２９年にオランダの占領軍司令官が脱走してラ

ラントゥカに入り、カトリックに改宗してポルトガル側に付いた。それからほどなく、

オランダ軍はソロルから撤退した。ソロルには商業価値のある物産が何もないことが明

白になったため、ソロルの占領は無意味だと判断されたからだ。 

１６３０年にソロルのポルトガル要塞は回復され、１２人の宣教師が新たに到着し

た。しかしエンデではポルトガル防衛軍の暴動が発生したため、宣教組織は崩壊した。

エンデで起こったその暴動というのは、傾城の美女がからんだできごとだったように伝

えられている。 

 

フローレスでよく知られた伝説によれば、要塞防衛軍司令官がフローレスの美少女に

心を奪われた。しかしこの娘は神父のひとりを恋慕していた。嫉妬心から、司令官はそ
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の神父が娘に言い寄っているのだと地元民と軍内に言いふらした結果、教団と神学校生

徒に対する虐殺へと発展した。事件の展開に恐れをなした娘とその家族は別の地方へと

逃れたが、娘は生きる気力を失って死んでしまった。この娘の墓は多数のフローレス島

住民にとって、参詣するべき場所になっている。しかもどうやら、異なる部族が異なる

場所をその娘の墓としているようだ。 

 

１６３６年、ソロルの宣教組織はソロルでの活動を永久放棄することを決め、全員が

ララントゥカに移住した。１６６０年、ララントゥカにたくさんのポルトガル人家族が

やってきた。フランシスコ・ヴィエイラ・フィゲイレドの率いる、マカッサルを追われ

たポルトガル人たちだ。かれらは先にマラッカから逃れてここに来ていたひとびとと合

流し、ララントゥカ、コガ Konga、更にアドナラ Adonara島のヴレ Vule に居住地を広

げて行った。地元民はそれらを Kampong Malaio（カンプンムラユ）と今でも呼んでい

る。 

１６７９年の記録では、その地方で活動している宣教師は１５人になっている。既に

長期にわたってこの地方に対する組織的なミッショナリー活動推進は途絶えてしまい、

政治的軍事的な後ろ盾を持たない個人の動きだけになっていた。 

ある場所では、二十年間たったひとりの神父が宗教活動を行っていただけで、かれが

没した後は二十年間神父不在の場所になり、そしてまたやっとひとりの神父がやってく

る、という状況だったそうだ。 

そのような時期にやってきた神父はたいていひとりの軍人がガードとして随行した。

階級は軍曹レベルだった。軍人は神父の身辺の安全警備を任務にして、神父に付かず離

れずの保護を与え続けた。軍人は聖職者でないから妻を持つ。地元の女性を妻にして、

最終的にその子孫が地元民として今日まで続いている家系が、この地方には少なくな

い。言うまでもなく、かれらはポルトガル系の姓名を名乗っている。 
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１８５６年、オランダとポルトガルが条約を結んだ。それによれば、ポルトガルがラ

ラントゥカ一帯の領有権を含む一切の権利を放棄する条件として、その地方に築き上げ

られた人間を含むカトリック文化の維持保存、つまり地元民の信教の自由を侵さないこ

とにオランダ側が責任を負うという合意だ。 

その内容はポルトガル側が地元民に徹底的な情報公開を行った。ディリ Diliのカピ

トゥンロペスがシッカ王に書簡を送って、事の成り行きに関する詳細な説明を与えてい

るのがその一例だ。[続く] 

 

 

「ヌサンタラのポルトガル人（１１）」（２０２０年０８月０８

日） 

フローレス島東端に位置するララントゥカの東側に連なるアドナラ島。マラッカがオ

ランダに征服されたためにマカッサルに落ちのびたポルトガル人やムラユ人らが、オラ

ンダが更にマカッサルを支配下に置いたために再びララントゥカへと落ちのびて行った

ことは先に触れた。 

既にポルトガルのコロニーになっていたララントゥカが突発的な人口増を受け入れき

れなかったのは明白で、かれらは周辺諸地域を開拓してコロニーを増やして行った。そ

のひとつがアドナラ島のウレ Wure村だ。だからこの村はアドナラ島原住民の村と違っ

ている。 

住民の中には、ダ・コスタ、フェルナンデス、ドゥ・ロサリなどポルトガルの姓を持

つ人たちがいる。たいていはポルトガル人がマラッカで地元民女性に産ませた子供の子

孫であり、かれらはポルトガル人とムラユ人の遺伝子を受け継いでいる。いや、もっと

複雑であるのかもしれない。 



ヌサンタラの欧州人 

33 西祥郎著 

かれらとフローレス人を自称する地元アドナラの人々との外見的な違いはほとんど見

つけることができない。黒っぽい肌の色、黒い直毛や縮れ毛の頭髪。かれらがポルトガ

ル人と呼んでいるマラッカ住民だった先祖が既に、アフリカやインドやムラユとの混血

者であった可能性はきわめて高い。オランダ人はかれらを純血ポルトガル人と区別して

ブラックポルトガル Zwart Portugezen と呼んだ。 

ポルトガル人が政治的宗教的な目的を遂げるために航海で訪れた先の各地でメスティ

－ソ作りに精を出したことは、セックスもしくは生殖がそれらの目的達成のための効果

的な手段であるとかれらが見なしていたことを赤裸々に示すものとえることができる。 

自分と家庭を作った女、そして自分の子供たち。かれらにポルトガルの国益へのオリ

エンテーションを注入することで、それらの土地におけるポルトガルへの傾倒が促進さ

れて行く。これはまるでＳＦ並みの構想ではあるまいか。 

 

「わたしらはこの島の住民ですが、アドナラの地元民じゃありません。わたしらはア

ドナラ語を使わず、ムラユ語で生活してます。わたしらの先祖はマラッカのポルトガル

人で、１７世紀にここへ移って来たのです。だからアドナラやフローレスの慣習である

ブリス belisをわれわれは行いません。わたしらの婚姻プロセスはもっと簡素で、西洋

人のやり方のほうに近いですよ。」東フローレス県西アドナラ郡ウレ村の村長ヨセフ・

フェルナンデス氏はそう述べた。 

ブリスとは結納のことで、婚姻儀式の前に果たされなければならないことがらだ。東

ヌサトゥンガラでは一般的に、女性の側が男性の側にブリスの内容を決めて要求する。

果たせなければ婚姻はお流れになる。アロル島ではモコと呼ばれる銅鼓、マウメレでは

巨大な象牙、スンバではマモリ／マムリと呼ばれる装身具などがブリスとして使われ

る。 
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ウレ村の長老のひとりが物語ったかれらの祖先の縁起譚はゴンザレス王に関わる伝説

だった。１７世紀はじめごろ、ポルトガルのコロニーだったマラッカがオランダ人の侵

攻で陥落し、ゴンザレス王とそれに従う１千人の民衆がオランダ人の捕虜になるまいと

してシンガポールに逃れた。その１千人は軍人・宗教者・商人をはじめさまざまな階層

と職業から成っていた。 

１０隻の帆船とコラコラと呼ばれる櫂漕ぎ木製ロングボート５隻でシンガポールまで

達したものの、オランダ人の追跡が続いたために再びマカッサル、そしてアンボンへと

逃れた。しかしそれらの地も安泰でなく、最終的にフローレス島までやってきた。そし

てひとびとは１６０３年にアドナラ島西海岸部にあるウレに定住した。 

ウレを見出したゴンザレス王とひとびとはその地を気に入り、そこに自分たちの生活

基盤を建設した。村を作り、教会を建て、生きて行くための活動に便宜をはかった。何

世代も経過したあとの今日、この村の住民はウレ族と呼ばれてアドナラ人と区別されて

いる。現在のウレ族はたいていが漁民であり、また一部はコプラ・コーヒー・カシュー

ナッツ農民になっている。 

 

この話は史的事実と合致しない部分がある。ポルトガルマラッカの陥落はもっと後な

のであり、１７世紀はじめにゴンザレス王がマラッカを逃げ出す必要はまるでない。更

にポルトガルマラッカの最高執政官はカピトゥンであり、マラッカカピトゥン名簿の中

にゴンザレスという名前の人物は見当たらない。ましてやカピトゥンを王と表現する神

経がマラッカ生活者たちの間にあったのかどうか？ 

住民の姿を目にするかぎり、ウレ族がフローレス人と違っている印象は特にない。違

いが顕著に見受けられるのは、宗教上の慣習だ。ポルトガル人が行ったセマナサンタの

儀式はララントゥカで継続的に行われている一方、ウレでも同じ儀式が独自に行われて
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いる。ウレの教会や礼拝所の名称も、カペルセニョール、カペルクルスコスタ、グレジ

ャサンドミンゴのようにポルトガル語が使われている。 

だがウレ族の日常生活からポルトガル風生活習慣の香りは希薄になっている。ウレ村

長の話によれば、１９世紀に大幅に減退したのだそうだ。ポルトガル系の子孫だと自認

するひとも、今では７百人ほどしかいない。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのポルトガル人（終）」（２０２０年０８月０９日） 

フランサ氏は中部フローレスのマウメレ Maumere を訪れて、現存するシッカ王に面会

した。インドネシア共和国には、独立以前に各地を支配していた王たちが大勢存在す

る。かれらはいまだに王統の系譜を守り続け、第何代目の王という形で先祖伝来の一族

の資産である王宮に暮らしている。だが、共和国独立時に領土領民をインドネシア共和

国に提供したかれらに、住民に対する支配権はない。かれらはただ、誇るべき王家とい

う家系を維持するために王位に就いているのである。 

シッカ王ドン・センティス・アレイス・ダ・シルバ Dom Sentis Aleixu da Silva は

先祖がカトリックに入信して以来ポルトガル人にもらったさまざまな衣装とシンボルを

身に着けてフランサ氏と対面した。それらは何百年もの間、相伝されて来たものなの

だ。 

１６０７年の年号が記された黄金の兜、大粒の黄金球を繋ぎ合わせたネックレス、支

配者の象徴である黄金の指揮杖。王家一族の宮殿であるその屋敷には、象牙で作られた

子供姿のキリストの像が置かれている。 
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シッカで祝われるクリスマスは、ポルトガル文化そのものだ。朝からポルトガル語の

芝居が上演される。フランサ氏がもらったその脚本は、全編がポルトガル語になってい

るのは疑いようがないのだが、正しいポルトガル語表記から外れている綴りの単語や、

あるいは文全体がブロークンなものになっていて、意味がつかめないものなどが入り混

じっている。 

数百年間、何世代にもわたって継承されて来た芝居のセリフに文化的な癒着が起こっ

たことは想像にあまりある。長期に渡ってポルトガル人がやってこなければ、言語が崩

れても修正されることがない。だがそんな枝葉のことよりもっと重要なのは、シッカの

民衆がポルトガル文化をうち捨てることなく、伝統として維持し続けていることだ、と

フランサ氏はこの事実を受け止めている。 

芝居の内容は、ひとりの娘がどのような男を夫に選ぶべきかということを風刺的に描

いたものだ。娘を妻にと申し込んでくる男たちが入れ替わり立ち代わり登場する。画

家・貴族・船乗り・酔いどれ・金細工師・ギャンブラー・王子・・・娘は最後にやって

きた商人を夫に選ぶ。「楽しい人生を送るために、わたしはお金を持っているひとの妻

になるのよ。」が幕閉めのセリフだった。 

 

シッカ王の王位継承が行われるとき、民衆はひとつの長い決まり文句を口にする。

Viva Altissima Senjhor Don Alexius Alexoe Ximones da Silva El Rei sei boa 

saudi El quam Deus nosa Senjhor de longa wida permanosa El Rei reinjho da 

Sikka. Da blaixo de Lisboa. 

フランサ氏はこれを、リスボンのポルトガル王がシッカ王に宛てて書いた手紙の一節

ではないかと推測している。一生の間に何度も起こるわけでない王位継承儀式の際に口

にするために、民衆はその文句を覚え込むようだ。 
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ララントゥカやアドナラでも、フランサ氏はたくさんのポルトガル文化の遺産を見出

している。１６～１７世紀にかけての１５０年間にひとつの勢力としてアジアにやって

きたポルトガル人が、アジアにとって初めての西洋文明をもたらした。そんな形で始ま

った西と東の融合が、数百年かけてひとつの遺産を作り出した。 

しかもポルトガル人をヌサンタラから駆逐したオランダ人が、ポルトガル人が植え付

けたものを徹底的に消滅させようと努めたにもかかわらず、それらの疾風怒濤の数世紀

を越えた今日、われわれの目に映っている姿はこのようなものなのであり、それは文化

を仲介にした人間同士のつながりが産み落とした遺産であるとフランサ氏は論説を締め

くくった。 

[ 完 ] 
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「ヌサンタラのフランス人（１）」（２０２０年０８月１０日） 

フランスという国が海外覇権競争に出て行くことにあまり熱心でなく、また貪欲でも

なかったのは、その国が持った体質だったようだ。フランスの国家支配者は陸続きの土

地で覇権を打ち建てればそれで十分だったように見える。 

確かにパリの地理的位置はリスボンやアムステルダム、あるいはロンドンに比べて港

からあまりにも遠く、海洋関連活動を指揮するのに困難であるのは確かだ。だがそれを

言うのであれば、マドリードの姿勢は絶賛されるべきものになる。もちろん国としてど

う関わるのかという点に立脚した場合、地理的位置などは山なす諸条件のひとつでしか

ないと言うこともできるだろう。 

フランス民族がそういう体質を持ったのは、食うに困らない農業国であったこと、国

政決定者の恣意が統治行政に方向性を容易に持たせないような統治システムになってい

たことなどの要因をフランス人が説明している。 

かと言って、マクロ的様相がどうであれ、だからフランス人が海に出ることを厭う人

種だったなどというものの見方はパンドラの函に押し込んで鍵をかけ、海の底深く沈め

るべきだ。スペイン王が仕立てたポルトガル人マゼランのスパイス島を目指す地球一周

大航海で、その船隊に乗り組んだ２７０人の船乗りの中にフランス人が１９人いたそう

だ。ひょっとしたら、自分が連れて来たポルトガル人船乗りがスペイン人に変えられた

ため、マゼランはスペイン人を減らそうとしてフランス人を加えたのかもしれないのだ

が。 

 

フランス人がフランス船でスパイス諸島を目指した最初の航海は１５２６年のことだ

った。かれらの方がオランダ人よりはるかに先行している。ヴェラザヌ Verrazaneが指
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揮する２隻のフランス船が１５２６年６月１５日、ノルマンディ海岸のオンフルール

Honfleur港を出帆した。 

ヴェラザヌはフィレンツェ出身のイタリア人であり、イタリアではヴェラザノ

Verrazanoと称したが、フランスのリヨンに移住して名前をフランス風の発音にしてい

る。ヴェラザヌ兄弟はフランスのルオン Rouen 港から１５２４年１月１日に帆を上げて

西に向かい、アメリカ大陸北東岸を発見した。ハドソン湾に至り、マンハッタン島そし

てロードアイランドなどに足跡を印している。ロード Rhodesという島の名称はかれら

が付けたもので、ギリシャのロドス島に似ていたのがその由来だと説明されている。ま

たニューヨーク市の橋のひとつにヴェラザノという名前が使われている。 

さて、スパイス諸島を目指したヴェラザヌ船隊は１５２０年にマゼラン船隊が発見し

たマゼラン海峡を通って太平洋に出てから、太平洋を横断してスパイス諸島へ行こうと

もくろんだのだが、マゼラン海峡を探し回ったあげくそれを見つけることができなかっ

た。仕方なく船首を東に向ける方針に変えたところ、相当くたびれていた乗組員たちは

この航海が失敗に終わるかもしれないと考えて、これ以上進みたくないと隊長に反抗し

た。少なくとも一隻は帰国させろという話になり、ピエール・クネイ Pierre Caunay船

長の船だけが単独航海することになった。 

船はインド洋に乗り入れてマダガスカルの海岸線をはるかに望みながら東航し、１５

２７年の夏にスマトラ島の海岸線を見出した。船が到着したのはアチェの西海岸であ

り、原住民は非友好的だった。乗組員らが上陸すると戦闘に発展して、船長をはじめ多

数の乗組員が死んだ。残った者たちはスパイス諸島への航海をあきらめてインド洋を西

へ引き返すことにした。 

モルディブ諸島を経てマダガスカル島に達し、かれらがマダガスカルの土を踏んだ最

初のフランス人になった。休養と食物を満喫してから１５２７年末にかれらが帆を上げ

て再度帰国の途に踏み出したあと、船は浅瀬に座礁して退き引きならぬ状態になってし
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まう。生き残った１２人は船を壊して筏を作り、海流に任せてそこから脱出しようとし

た。そして流れ着いたのがモザンビークの砂浜だったのである。着の身着のままのボロ

ボロの衣服にほんな僅かな、まともには食えそうもない食糧を持った１２人が再び陸地

を踏んだのは１５２８年７月１８日のことだった。かれらがポルトガルの現地守備隊に

捕らえらたのは、避けようもない結末だったにちがいあるまい。それ以後、かれらの消

息は闇に包まれた。 

[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（２）」（２０２０年０８月１１日） 

一旦フランスに戻ったヴェラザヌは、新たにフランス船ラマリーデュボンセクール号

を雇ってピエール・クネイの後を追わせた。船長はジョン・ブルイリ・ドゥ・フュメ

Jean Breuihly de Fumay、そしてポルトガル人水先案内人も乗船させた。ボンセクール

号は大西洋を縦断し、喜望峰を回ってザンジバル島まで進んだ。そしてインドに接近し

つつあったとき、海上でポルトガル軍船に拿捕された。乗組員と船中の資産資材は一切

合切が姿を消した。 

惨憺たる失敗に終わった捜索行に、フランスを代表する大型船主のひとりジョン・ア

ンゴ Jean Angoが熱意を燃やした。かれは自分の負担で第二次捜索船を送り出した。 
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同じ１５２６年にジエップ Dieppe港を出たセバスチ

アン・カボット Sebastien Cabotとパルモンチ―ル

Parmentier 兄弟の船は好運だった。かれらはフロリダ

→西インド諸島→ブラジル→マダガスカルを巡航してか

らスマトラに到達した。かれらが上陸したのはミナンカ

バウ王国の支配下にある商港ティク Tiku だった。 

かれらの報告によれば、「地元民は柔和で諍いを嫌う

が商売には厳しい態度を取る」のだったそうだ。ポルト

ガル人が海外のあちこちで行っている行動を観察したカ

ボットは次のような意見を書き残している。 

ポルトガル人はまったく友好的な態度を示さない。各地でその地の主のように振舞っ

ているかれらは通商面での利益獲得よりも宗教面での勝利者になろうと意気込んでい

る。原住民の半分がキリスト教徒になったとしても、ポルトガル人は原住民に神学の深

い知識を与えようとしない。そんなことをして地元民の愚かさを消失させては、ポルト

ガル民族にとってのメリットがなくなってしまうからだ。・・・ 

１６世紀末に海外植民地に住むヨーロッパ人の人口は２０万人を超えていたが、あれ

ほどアジアの各地に基地を置いてヨーロッパ文明の優位を誇示していたポルトガル人の

アジア居住者人口は１万人を超えたことがなかった。フランス人でさえ、１６６５年に

はカナダに３千人超の植民をしていたというのに。 

 

ジョン・アンゴと言えば、ルオン出身の海運王でフランソワ一世にジエップ子爵の爵

位を授けられたその当時の著名人のひとりだった。かれは海外雄飛の強い望みを抱き、

新世界の探査発見や植民、イベリア諸国のスパイス独占貿易の打破などを行うために持

ち船を駆使し、優れた航海者や海図製作者などと交わり、あるいは育成した。 
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１５２９年、かれは自分の船ラポンシ La Pensee とラザクル La Sacre をジョン Jean

とラウル Raoulのパルモンチール兄弟に使わせて香料諸島に向かわせた。三年前にヴェ

ラザヌがレンタルした２隻よりずっと大型の船だ。 

２隻は１５２９年４月２日にジエップ港を出帆した。マダガスカル到着はその年の７

月２６日、スマトラ到着は１０月２日だった。当時の航海としては記録的な速さのもの

だった。当時、各船は水や食料補給と乗組員の休養のためにあちこちの港に寄り、ゆっ

くりそこで滞在するのが普通だったからだ。それを無視して突っ走ったために、乗組員

がバタバタと病気で倒れた。 

２隻はティクに着いて交易し、かなりのコショウを仕入れた。原住民との親善は最初

うまく進んだように見えた。贈り物を交換し、地元統治者がかれらを晩餐に招いた。だ

がそこで、奇妙な原住民の風習に巻き込まれた。シリピナンを噛み、大麻を吸って酔っ

ぱらったのだ。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（３）」（２０２０年０８月１２日） 

翌朝目覚めてよくよく観察してみれば、ティクはまるで貧しい漁村のような町でしか

ない。家々は竹造りに海藻をまとわりつかせたような外装で屋根はヤシの葉葺き。家の

中はがらんどうで木製の函があるばかり。煉瓦造りの棚に金属製の粗末な椀が並べられ

ているだけ。ここでもっと多種のスパイスを大量に買いたいと言っても、地元統治者も

港湾長も色よい返事をしてくれない。もっと大きな商港へ行かなければ無理だったこと

をフランス人は知った。 
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かれらが観察した原住民の姿はこのようなものだ。原住民は概して背が高く、やせ型

だ。顔つきはひとを不安にさせる。話し方はきつく、声音は聞き苦しい。誰もが裸足

で、履物をはいている者はひとりもいない。たいていのひとが赤・茶色・紺青の質素な

木綿のシャツとカインを着ており、村長だけはサルンを肩に垂らし、重い黄金の腕輪を

し、黄金の象嵌が入ったクリスを身に着けている。頭は布を巻くか、わら編みの帽子を

かぶる。かれらの姿は薄汚く、穢れているように見える。村長の服だけは別にして、庶

民の衣服は洗濯されていないようにしか見えない。 

原住民の食事はフランス人にとってそんなに旨い物ではない。毎日毎日、飯と魚だ。

祝祭のときだけ、鶏肉が多少使われる。フランス人なら飽きてしまうだろう。 

ひとびとが携えている武器はクリス以外に槍や弓矢、あるいは吹き矢だ。吹き矢は先

に毒を塗った小さい矢を射る。かれらは攻撃用の武器と防御用の盾で戦う。盾には象や

野牛の厚い皮が使われ、更に蛇や魚の皮で補強したり装飾したりしている。 

ムラユの女は、ヨーロッパで言われている通り、美しい。しかしスマトラに売春の風

習はない。女たちは厳しく貞節を強いられていて、婚外で性行為を行うと男は死刑、女

は体罰を与えられた上で奴隷にされる。そのような厳しい規律順守のために、原住民同

士の間では正直で従順な交際が行われているものの、かれらは外国人に対してこの上な

く狡猾で悪辣な人間になれる。 

女たちは農作業を含む種々の仕事を行うよう義務付けられている。では、男たちの仕

事は何か？男たちはみんな、なすべき仕事を持っていない。せいぜい闘鶏ばくちを行う

くらいがかれらの仕事だろう。この地方は動物の宝庫だ。トラ・サイ・カバ・象・ワ

ニ、そしてさまざまな色と形の鳥。 
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ティクの住民は排他的でなく、やってきたフランス人を友好的に遇したものの、取引

においては歩み寄りの姿勢を少しも示さなかった。フランス人は結局、期待したほどの

仕入れができないままティクを後にして、インドラプラ Indrapuraに向かった。 

しかし１５２９年１２月３日にジョンが病死し、５日後にラウルもその後を追った。

伝染病は船内に広がって、乗組員の半数が病死してしまう。結局この航海で得られたも

のはコショウ３０樽がそのほとんどすべてをなし、そんなわずかな収穫を携えて１５３

０年７月に、２隻は無事にジエップに帰還した。ジョン・アンゴにとって大損の航海だ

った。 

乗組員のひとりはコメントした。「ムラユ人は態度をコロコロ変える。おべっか、愚

弄、狡猾、嘘、意地悪・傲慢・欲張り。商売相手としてスコットランド人よりもはるか

に嫌気のさす連中だ。」 

[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（４）」（２０２０年０８月１３日） 

１６０１年５月１８日、フランソワ・ピラル・ドゥ・ラヴァル Francois Pyrard de 

Lavalの指揮するコルバン Corbin号とフランソワ・ドゥ・ヴィトゥレ Francois de 

Vitreが船長のクロワソン Croissant号がサンマロ Saint-Maloを出港した。行く先は

東インドだ。 

これはサンマロとヴィトゥレの商人と貴顕たちが企画した通商遠征団であり、遠征団

の指揮は町の名士や貴族らが執った。スパイス流通をポルトガル・スペイン・オラン

ダ・イギリスのほしいままにさせてなるものか、という気概がサンマロに流れたよう

だ。 
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その年１２月２７日に２隻は喜望峰を目にして陸地に接近した。そこを出た後、１６

０２年２月４日にマダガスカル島の海岸に至ったが、７日に暴風雨に襲われてコルバン

号が姿を消した。５月２３日にコモロ諸島に到着。７月２日、遭難したコルバン号が目

に映った。船は岩礁に乗り上げて動けず、波が甲板を洗っている。人間の姿はなかっ

た。 

７月８日、セイロン島を遠望しながら進み、７月１４日にニコバル島、そして７月１

７日に待望のスマトラの島影が見えて来た。船は、陸地に近い島の脇で投錨する。その

島は現在のアチェ州サバンのあるウエー島 Pulau Weh だった。 

７月２３日に小船が一隻、接近してきたので、クロワソン号も短艇をおろして接触す

る。アチェの港の役人が取調べに来たのだ。港にはイギリス船４隻、ベンガルから来た

ポルトガル船１隻、オランダ船１隻が入っている、と言う。「当方の水先案内人はここ

の港に入ったことがない」と言うと、「ならばパイロットを連れて来て、入港できるよ

うにしてやる」と約束した。フランス人は８レアルコインをかれらに与えた。 

夜になって、かれらはまたやってきた。パイロットを連れて来たと言うが、だれも船

に上がって来ようとしない。人質を欲しがっているようなので、船中に監禁している犯

罪者ふたりを役人の船に下ろした。するとやっとパイロットが上がって来た。 

夜明けの一時間ほど前にクロワソン号は帆を張って、アチェの港に向かった。夕方６

時ごろ、船は港内の水深１０メートルほどの場所に錨を降ろした。しばらくすると、王

の使いと名乗る男が身元を尋ねるためにやってきた。 

 

７月２６日、遠征団長であるサンマロの貴族のラ・バルドリエール la Bardeliereが

上陸して王に面会した。王への贈り物はクリスタル製食器と銀製のポットとプレート。
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フランス人をはじめて見た王は丁重に客を遇し、どのような航路を取ってここまで来た

のかを質問した。 

王はこの客人にアチェの衣装をプレゼントした。木綿の上着に金糸と絹糸で刺繍のほ

どこされたもので、客はその場でそれを着て見せた。王はさらにアチェで使われている

黄金のコインを５０個、客にプレゼントした。王はまた、自分の監督下にあるこの地の

商品は何であれ、自由に交易して良いと許可を与えた。団長は象に乗って港に戻って来

た。 

その日から、水夫の数人が陸上で寝泊まりするようになった。かれらは鶏を買った

り、アラッ arakを買って飲んだ。アラッはサトウキビ・米・ヤシを陶器の装置で蒸留

して作る飲み物で、かなり強い酒だった。 

７月２８日、団長は王の長男である皇太子に招かれた。皇太子への贈り物はクリスタ

ルのグラスと紅色の布ナプキンで、そのお返しに短剣クリスを頂戴した。クリスには黄

金と宝石で花の絵が象嵌されていた。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（５）」（２０２０年０８月１４日） 

７月２９日、王がフランス人遠征団に家を一軒用意してくれた。船から陸に上がりた

い者はだれでも自由にその家を使ってよいとのことだ。それから数日して、船から交易

用の積荷が陸上に下ろされた。 

ここに住んでいるトルコ人は普段からコショウを農民から買って、港にやってきた商

船に販売する仲介業を行っている。かれらがフランス人に熱心に売り込みをかけてき

た。かれらのやり口は、下のコショウを濡らしてその上に乾いたコショウを置き、重さ

を水増しするスタイルであり、フランス人はその手に引っかからなかったから、トルコ
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人は最終的にあきらめて、喉から手を出してほしがっているイギリス人に矛先を変え

た。フランス人に対しては、トルコ人は売るのをやめて買う側にまわり、毎日やってき

ては鏡などの工業製品を買って行った。 

９月１７日、オランダ船が２隻入港してきた。１隻は喜望峰で見た船、もう１隻はサ

ンロロン Saint-Laurent で見た船だ。その２隻はセイロンでシナモンと種々の宝石を仕

入れて来ていた。 

１０月６日、アチェ王の部下である港湾長がやってきて、団長にコショウを売った。

１０月１８日から数日間、グジャラート Gujarat とナガパティナム Nagapattinam から

の船が何隻も入港し、木綿布・サトウキビ・インディゴやさまざまな宝石貴石を売りに

来た。 

１０月２２日、ペディール Pedir王国から象に乗ってポルトガル人が陸路をやって来

た。かれらが海路を避けたのはイギリス船を怖れてのことだ。かれらはコルバン号の乗

員２５人が２隻のボートで海上を進んでいるのを見たという情報をもたらしてくれた。 

毎日大雨が降り、川が氾濫して道を歩くことができない。外を移動するには、大木を

くりぬいたカヌアと呼ばれる舟を使わなければどうしようもない。これは毎年同じ時期

に同じような現象が起こる年中行事になっていて、だから地元民は高床の家を作って暮

らしている。 

１０月２８日、ペディールへ行く許可をもらうために、王に贈り物をした。ペディー

ルはここから１２０キロ離れており、王の息子のひとりがそこを統治している。その統

治者がわれわれの団長に黒水牛の肉四分の一頭分とマンゴの果実をたくさん送って来

た。黒水牛の肉は他の肉よりも上等な物とされているようだ。 

ペディール訪問団が編成されて、王への表敬訪問を行い、かの地でニ週間ほど滞在し

て来るように命じられた。一行はペディール王の歓待を受けて、一緒にアラッを飲ん

だ。王はかれらに女が欲しくないかと尋ねたそうだ。王は男色相手を何人も抱えている
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らしい。歓待の居心地の良さに呑まれた一行は予定日が来ても帰る気が起こらず、翌日

になって嫌々ながらやっと重い尻を上げた。王は黒水牛一頭、砂糖、さまざまな果実を

かれらへの土産に与えた。この若王はほとんど毎日、山地や森に象や虎を狩りに行くそ

うだ。 

 

船長はまた、原住民の暮らしの様子を次のように記録している。およそ５カ月間の滞

在でフランス人が実見したスマトラ島北部の原住民はそんな様子をしていたのである。

１７世紀はじめのアチェ人の生活を、われわれはそこから垣間見ることができるだろ

う。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（６）」（２０２０年０８月１５日） 

原住民の体格は概して背が高く、中には素晴らしい体躯の者もいる。もちろん全員と

いうわけではない。かれらの肌はギニア人のように真っ黒でなく、鼻がぺちゃんこでも

ない。かれらの肌の色は黄色や茶色であり、大嘘つきのペテン師だ。 

男たちはたいてい、布を腰に巻き付けて性器を隠しているが、他の部分はむき出しに

している。王族や商人は綿や絹の布を巻き付けて膝まで覆い、幅の広い帽子のようなも

のをかぶっている。上衣も袖の幅広なものを着るが、前面は開いたままだ。女性はたい

てい綿布で腰から膝まで覆い、別の布を一枚使って胸から腰までを覆っている。しかし

胸を隠さない女性もいるし、布を肩から羽織って胸の一部を隠しているだけの女性もい

る。髪を短くしているから、頭には何もかぶらない。 
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ここの王は年齢が６３歳で、在位１８年になる。かれは以前、ただの漁師だったが、

勇気があったので前の王の側近に侍ることになった。そしてしばらくしてから前の王を

殺して王位に就いた。だから今の王は自分が同じ目に会わないよう、側近をひとりも置

かない。王の警護に当たっているのは女の警備兵部隊だ。剣と火縄銃がかの女らの武器

で、その腕前は男と遜色がない。王の身の回りから業務一切の世話をするのはすべて女

性であり、男はひとりもいない。王の世話は一週間に２シフトで交代している。 

王の正妻はふたりいて、子供を四人産んだ。男子二人、女子二人だ。長男は王位継承

者であり、父王がいないときは代理を務めるが、父王がいるときは何の権限も持ってい

ない。次男はペディールを治めている。 

王は全国から娘を手に入れて妾にした。その数は三百人以上にのぼる。ただ、この王

は妾を蓄えないで、伽をさせたら部下に下げ渡した。いくばくかの金をつけてやるが、

財産になるほどのものではない。自分の支配下に金持ちがいるのを王は許せないのだ。

だからどんな些細な手落ちでも、それを罪と言い立てて金持ちから財産を没収する。手

落ちが見つからなければ罪をでっちあげて言い立て、「腕を切り落とす」「ウエー島や

ゴメス島に流罪にする」といった判決を下して財産を没収する。 

 

王は闘鶏が好きで、王族や部下はみんな闘鶏用ニワトリを飼っている。闘鶏が行われ

るとき、王は勝ったニワトリに多額のほうびを与える。王族はステータスを示すために

親指と小指の爪を長く伸ばしている。そうやって肉体労働などしない自分のステータス

を誇示しているのだ。かれらが座る時は床に胡坐をかいて座る。かれらのあいさつは額

の前で手を合わせる形だから、われわれは脱帽したことがない。 

 

原住民の男は経済力があれば７人まで妻を持つことができる。結婚の祝祭を行うとき

に新郎は金を持ってきて新婦の親に渡す。結婚したら妻は厳重に監視されて、他の男と
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会うことは許されない。新郎が新婦に愛想を尽かしたら、一週間以内に実家へ返して破

談にすることができる。 

外国人がこの地方に住む場合、同じ方法で妻を持てる。外国人が居留をやめて引き払

うとき、妻を実家に帰すのは問題がない。そのために騒ぎが起こることはないのであ

る。妻たちは毎晩、夜になると木の撥で叩く太鼓のリズムに合わせて踊り、歌う。その

ときに一番上手にできて夫が気に入った妻が、その夜は夫とふしどを共にする。 

夫たちは家庭内で使う者をすべて買う。妻・使用人・奴隷。そしていつでも家から追

い出すことができる。他に妾を持っている場合、妾は別の男に売る。家庭内で使う使用

人には男もいるが、男の使用人はみんな去勢されている。そうしてはじめて、財産や妻

の世話をかれらに任せることができる。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（７）」（２０２０年０８月１６日） 

娘たちは結婚前に、相手がだれであろうと好きな男に身を任せてよい。そのときに金

を取る。その婚前性交は娘を妻にと望む相手との結婚の障害にならない。 

女たちは頭に何もかぶらず、頭髪を後で結ぶ。中には短髪の者もいて、男と見分けが

つかない。そのときは胸を見ることになる。かの女たちは結婚したら、夫以外の男に絶

対近寄ろうとしない。死刑もしくは鼻や耳を切り落とされるのが怖いのだ。不倫を犯し

た男女は、象に乗って操る者の命令一下、象に踏みつぶされるのである。 

路上で女性に出会ったとき、われわれは婦人への敬意を示すことを控えなければなら

ない。それを知らないでその女に近寄ったり、一緒に歩いたりすると、女はその者を罵

り、唾を吐きかけてくる。 
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王の妻を見つめてはならず、王妃が乗っている場合はその象さえ見てはならない。そ

んなことをすれば、その男は目玉を繰りぬかれ、性器まで切り落とされてしまう。 

女たちは耳朶に穴をあけて、指四本分の物をそこに通す。また耳の軟骨にも小さい穴

をあけて、そこに花を挿す。かの女たちは銅・ピューター・銀の腕輪を着けている。薬

指に指輪をしている女もいる。 

 

食事は質素だ。主食は水だけ使って炊いた飯で、バナナとヤシが主要果実。それはバ

ナナとヤシが一年中採れるからであり、他の果実は季節性があって同じように扱えな

い。そして水牛の肉を食べる。中でも黒水牛は力が湧くと考えられているようで、特に

好まれているが、われわれ外国人には全然おいしくない。飲み物は一般的に水だ。かれ

らはアラッを作り、それを飲んで酔っ払う。食器はいつもきれいに洗ってある。 

男たちは小便するとき、女のように地面にしゃがんで行う。われわれが違う方法で小

便するのを見たかれらは、まるで悪事が行なわれているのを目にしたかのように怒声を

あげた。まずいことが起こると困るので、われわれもかれらの方法に従うことにした。

かれらは排泄が終わると左手で性器を扱い、左手を洗っている。大便のときも同じよう

にしていた。 

かれらは川で水浴を行う。川の水は澄んでいて、きれいだ。かれらが傷を負ったり、

身体の一部が切られたときも、川の水で痛みを鎮めている。裁判の判決のせいで、身体

の一部が切られるのは、ここでは日常茶飯事なのだ。切られたあと、その部分を一時間

ほど川の水に浸す。そうしてから、薬効のある葉で傷口を覆う。そんなやり方で、傷は

ほんの数日で癒える。 

かれらは毎日、朝夕水浴する。川には常に、何人もの老若男女が素っ裸で水の中にい

る。かれらにとっては当たり前のことで、気おくれや恥ずかしさなどはまったく見られ

ない。楽しそうに水中で遊び、笑い声を立てている。気温が高いときは水から出て、小
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さい柑橘類を半割りにしたもので体中をこすり、肌をフレッシュ且つきれいにしてい

る。時間に余裕のある女性たちは、長い時間を川水の中で過ごしている。 

川の水はとても澄んでいる。多分、山から下って来た水は砂漠を通り、さまざまな

木々の生い茂った森林を通ってここまでやってくる間に、森林の中にあるさまざまな樹

種の影響を受けるのだろう。木々の中には乳香 kemenyan、樟脳 kamper、白檀 cendana

などの香木もたくさん混じっている。それがここの水の品質を素晴らしいものにしてい

るのではないだろうか。われわれは帰りの航海にここの水をたっぷり船に積んで使って

いたが、５カ月間の航海で変質は起こらなかった。よその水は木の容器に入れておくと

１２日目に腐り始める。 

女性たちは身体が良い香りになるように、アロエベラ lidah buaya、白檀 cendana、

コブミカン jerukpurut などの芳香性の植物をすりつぶして水に浸し、それで身体のあ

ちこちをこする。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（８）」（２０２０年０８月１７日） 

社会生活では、慣習であれ支配者が出したものであれ、だれもが決まりを厳格に守っ

ている。法を犯した者には裁判が行われて、判決が下される。盗みは、些細な物を盗ん

でも、初犯であれば手を切り落とされる。再犯になれば、両足と残った手を切り落とさ

れる。不倫を行えば、男は性器を切り落とされ、女は鼻を切られたり目をくりぬかれ

る。殺人者はその者が行ったのと同じ方法で殺されるか、あるいは象を使った死刑執行

がなされる。象使いの命令で象は死刑囚を鼻で巻き上げ、口に持って行って歯ではさん

でから、空中に放り出す。そして地上に落ちたその身体を踏みつけるのである。あるい

は、殺人犯がトラの餌食にされることもある。 
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王は法を超越しており、裁判などなしに仕置きを与える。使用人が犯した些細な失敗

事に怒った王は、すぐに手を切れ、足を切れ、と命じる。われわれが滞在中に起こった

できごとがある。贈り物にもらった犬の世話をさせていた使用人のひとりが犬を連れて

歩いていたとき、犬と水牛が喧嘩をしてその犬は殺されてしまった。その報告を聞いた

王は即座にその使用人の手首を切り落とさせた。王の命令は絶対であり、だれにも反論

は許されない。またその命令はすぐに実行されなければならない。 

王の部下のひとりは港湾長で、軍司令官と同じ地位にあり、王国の統治行政の細部を

かれらが取り仕切っている。今の港湾長は至って貪欲で、かれに何かを頼もうとした

ら、かれへの代償がなしには絶対に実現しない。 

 

ここの地は東インドの他の土地と同じように、ふたつの宗教が併存している。ひとつ

はおよそ３０年前から始まったムハンマッの教えで、もうひとつは古い昔からの偶像崇

拝だ。 

ムハンマッの教義信奉者は、天地を創造した神はひとつしかないと信じている。この

地上に出現した偉大なる預言者はモーゼ、イエス、ムハンマッの三人だけであり、モー

ゼは神の啓示を伝え、イエスは奇跡によって神の手となり、ムハンマッは神の啓示を解

釈した。 

ユダヤ人がイエスを磔刑にしたのは、イエスが偉大な預言者だったからだ。かれらが

待っているこの世の終末における最後の審判では、モーゼの信奉者はモーゼと共に、イ

エスの信奉者はイエスと共に去って行くことが信じられている。かれらはアルクルアン

の命を実行し、モスクには大衆の礼拝を指揮する宗教指導者がいて、夜明けから日没ま

で何度も「アッラー」という言葉を口にする。朝は長い時間宗教歌を唄い、夕方も同じ

ようにしている。モスクに入る前はだれもが手・顔・足を洗う。モスクに入る１２歩内

に水溜めがなければ、陶器の巨大な容器に溜められた水を使う。そこからモスクの入口
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までは踏み石が置かれていて、洗った足を汚さないでモスクに入るようにしてある。か

れらの生活には休日というものがない。ただ金曜日はわれわれの日曜日のような特別の

日だ。 

 

人が死ぬと、女の一団が故人の家にやってきて泣く。それは商売なのだ。女たちは悲

嘆に満ちた表情で、大声で慟哭するから、われわれは悲しみの深さを思いやることにな

るが、泣くのを休んでときどき一緒に何かを食べたりしており、そのときは笑いながら

ふざけあっている。 

仲間の死を悼む者は数日間、シリを噛んだりアラッを飲むことをやめるという社会通

念があるものの、たいていの者は自宅にいるときや町中を歩くときに、その通念に違反

する。悲しみに捻じられた腹を回復させて消化を良くするというのが言い訳だ。この社

会通念は、仲間たちが故人に向ける尊敬の気持ちを社会に表明することで調和を作り出

すための習慣だ。それに従っていれば多少の違反は構わないが、従わない場合はその者

が故人への恨みや憎しみを抱いていると世間から見られる。 

 

偶像崇拝者は、朝家から出たときに最初に目にした動物がその日の運勢を決めると考

えている。かれらは雄と雌の牛をとても神聖な生物と見なしているため、牛の屠殺は行

わない。かれらは牛の排泄物が落ちている場所すら、神聖視する。かれらはパゴデ

pagodeと呼ばれる祭祀堂を持ち、そこに香料を捧げ、かれらが食べる前の肉を供え

る。食事で残った食べ物は鳥に与える。 

かれらはキリスト教徒が使った水飲み容器を穢れた物として二度と使わない。あると

きわれわれのひとりが原住民の陶器の器で水を飲んだところ、原住民はそれをすぐに地

面に投げ捨てた。かれら自身もその種の器で肉を煮るときは、一回使ったら捨てるのだ

が。 
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[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（９）」（２０２０年０８月１８日） 

かれらの宗教儀式を率いる者はブラッマネ brahmane と呼ばれる。ブラッマネが亡く

なると、その妻たちは夫の火葬の火の中に自らを投じる。それをする妻は忠実な妻であ

り、しない妻は不忠実な者というレッテルが貼られる。原住民たちの話によれば、その

慣習は妻が夫を毒殺したという嫌疑を免れたいがために、自ら進んで行うものであるそ

うだ。ブラッマネは飯と野菜しか食べない。 

かれらは何かを決意するとパゴデに向かって誓いを述べる。人間の霊魂が他人の身体

に移動することを信じていて、その理屈を語るのだが、まるで奇妙なロジックが使われ

る。 

父親と娘が、母親と息子が、兄弟と姉妹が、男女の交わりを行うことは少しも禁じら

れていない。それはたいへん大きな罪であるとわれわれが言うと、かれらはこんな説明

をした。ひとはだれでも木を育てたなら、できた実を賞味したいと思うのは自然なこと

だ。妻に産ませた子供が恩を返そうとするようなことは、滅多に起こらないのだから。 

 

東インドにはだれもが理解している美しい言葉がある。ムラユ語というその言語は、

ヨーロッパにおけるラテン語のようなものだ。 

かれらの住居は、大人の背くらいの高さの柱の上にヤシやグラガの葉で作られ、屋根

もそれで葺かれているから、たいへん燃えやすい。われわれが滞在中に起こった火事で

は、６時間経たないうちに３百軒を超える家屋が灰になった。 
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火を出した家の主は、当然自宅も灰になったのだが、裁判で腕を切り落とされた。王

は民が石造りの家を建てることを絶対に許さない。謀反者の防御陣地に使われる可能性

があるからだ。 

内陸部に住んでいる者は食人種族だ。かれらは人肉を食べるとき、とても残忍な方法

を使う。かれらは人間を捕まえると四肢を切り落として放置するから、被害者は長時間

苦しみながら死んで行く。人肉を食べる時はコショウが使われる。白人よりも黒人の肉

のほうが好まれているようだ。 

町では、住民のための市場が昼間、数時間だけ開かれる。そこで野菜・果実・魚・緑

の酸っぱい実や葉、ナス、ムンクドゥ、ドリアン、パイナップル、マンゴ、ナンカ、マ

ンゴスチン、ランブタン、バナナ、ヤシ、その他ここに書ききれないくらいさまざまな

果実類を買うことができる。 

通り沿いにはトルコ風の服を着た商人たちの店がたくさんある。かれらはナガパティ

ナム・グジャラート・コモリン岬・カリカット・セイロン・シアム・ベンガルなど広範

は地域からやってきたひとびとであり、半年間ここに滞在して持って来たグジャラート

製綿布や絹の敷物、植物製手工品、綿糸、焼き物、スパイス、伝統医薬品、宝石などを

販売する。 

かれらは頭にターバンを巻き、トルコ風の衣服を着ている。ここでの６カ月間の暮ら

しのために妻を伴って来た者もあるし、現地妻を買う者もいる。６カ月後に帰国すると

き、次にやってきた者と交代する。かれらだけがここで販売するために他の土地にコシ

ョウを仕入れに行く。そのとびぬけた商売熱心さのために、かれらは東インドのあちこ

ちへ旅することに臆さない。パサルのはずれには、大砲を作っている鍛冶屋があった。

中国で発明されたものだとかれらは吹聴していた。 
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われわれはアチェに５カ月間滞在し、自由な交易を許されてさまざまなスパイスや東

インドの珍しい品物を入手した。われわれが錨を上げたのは１６０２年１１月２０日の

ことだ。われわれは８人の東インド人を同行させた。かれらはその後、ずっとサンマロ

に住んでいる。 

残念なことに、遠征団長の貴族ラ・バルドリエールが１２月１日に死去した。１６０

３年３月３日、サンテレヌ Sainte-Helene島に到着。そこまでの三カ月間にたくさんの

乗組員が病気にかかり、多くが死亡した。生き残った者たちも疲労困憊していた。食糧

は底をつき、島で捕まえた犬やネズミを食べた。 

一週間後、われわれはベニスからやって来たオランダ船三隻に会い、積荷の一部を進

呈するから乗船させてくれ、と頼んだ。するとオランダ人は積荷を全部取り上げた。つ

まり積荷を全部与えて乗船させてもらったことになる。そのしばらくあと、クロワソン

号は浸水し始め、われわれの眼前で沈没して行った。われわれがオランダ船に乗ってい

たのはおよそ三週間で、７月１３日にプリマス Plymouthに到着し、全員がそこで下り

た。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（１０）」（２０２０年０８月１９日） 

ヴィトレの訪問から２０年後にアチェを訪れた別のフランス人は、また異なる体験を

した。その２０年間にアチェが大きな変貌を遂げたのは疑いがない。アチェがどのよう

に変わったのか、東インド遠征団の団長が書き残した記録を読み返してみることにしよ

う。 
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ルオンの商人たちがシャルル・ドゥ・モンモロンシ Charles de Montmorency 提督の

庇護下に東インド会社みたいなものを作ることを希望した。そしてできた団体にモンモ

ロンシ船隊という名前が与えられた。東インド会社を名乗るにはまだまだ早かったよう

だ。 

モンモロンシ船隊の立役者のひとりはオギスタン・ドゥ・ボーリウ Augustin de 

Beaulieuだ。かれは１６１７年に三隻から成るフランス船隊の一船の船長としてバン

テンを訪れた。 

そのときの航海では、バンテン港でオランダＶＯＣがかれの船を含めて二隻を略奪し

た上に燃やしたため、帰りは５千８百袋のコショウを満載した最後の一隻に乗って１６

１８年８月６日にジエップに戻って来た経験を持っている。 

ボーリウはモンモロンシ船隊の名のもとに、２７３人が乗り組んだ三隻の船を率いて

１６１９年１０月２日、オンフルール港からスパイス諸島を目指す航海の途についた。 

 

その時期、バンテンに商館を開いていたオランダＶＯＣはバンテンの属領であるスン

ダクラパを武力征服してイギリスと組んだ統治者を追い払い、ＶＯＣの領地に変えた。

そこは後にバタヴィアという大都市に発展する。 

一方、ポルトガル人はマラヤ半島のマラッカを東南アジアの拠点にし、域内通商に割

り込んできたＶＯＣと各地で争っている。更にスマトラ島北端にあるアチェ王国は１６

０７年に即位したスルタン・イスカンダル・ムダがアチェの最盛期を形成しようとして

強硬路線を邁進していた。スマトラ島北半分はおおむね、アチェの支配下に落ちてい

る。その頃、アチェの王都は７～８千軒を上回る数の住居が町を埋めていた。 
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１６２０年１２月１日にモンモロンシ船隊の三隻の船団がティクの港に入った時、そ

の地の統治者はアチェ王の許しがないとフランス人にコショウは売れないという返事を

した。ボーリウはアチェに向かわざるを得なかった。 

アチェ到着は１６２１年１月２３日。アチェの港には既に数隻のイギリス船とオラン

ダ船が、交易許可が下りるのを何日も待って停泊している。かれらは互いに礼砲を交わ

し合った。すると何人も役人を乗せたアチェの船がやってきた。かれらは王の使者であ

ることを示す王のクリス（黄金の鞘に入っている）を示して王の使者であることを名乗

り、歓迎の辞を述べてから入港税を要求した。 

ボーリウは８０レアルと鏡を一枚、王に献上し、ランカヨラクサマナ Rangkayo 

Laksamanaに別の鏡を一枚プレゼントした。ランカヨラクサマナは王の腹心であり、大

きい影響力を持っている。 

翌日、ボーリウが船から上陸すると、足に鎖をかけられているポルトガル人が数人や

ってきて、「オランダ人とイギリス人があんたを毒殺しようとしているのをわれわれは

知っている。気を付けろよ。」と忠告してくれた。かれらはアチェ王の命令で鎖をかけ

られているのだ。 

２月３日、ボーリウは港湾長に贈り物を献じた。火縄銃２丁、見栄えの良い商品ひと

つ、鏡一枚、バラ水２瓶。港湾長はボーリウに、ティクに倉庫を作りたいなら、わたし

が力になる、と約束した。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（１１）」（２０２０年０８月２０日） 

２月８日、ボーリウはスルタン・イスカンダル・ムダに謁見することになった。かれは前もって

スルタンに献呈するために、フランス国王からもらっていた王章の付いた白紙用せんに国王か
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らの手紙を書きこんだ。また贈り物としてドイツ製サーベル、長銃、槍などから成る騎馬兵の戦

闘装備のレプリカを用意した。レプリカは彫刻入りで、金箔で飾られて 

いる。他には鏡やバラ水などだ。 

 

やってきた港湾長と税関長は、スマトラ島最高の権力を持つアチェ王への贈り物としては物

足りない、と不満を述べた。フランス国王からの贈り物はこれで全部だ、とボーリウは反駁した。 

港湾長は謁見の場に参上するプロセスについてボーリウに説明した。王はボーリウを迎える

ために四人のランカヨと２頭の象を派遣する。かれらは王宮に向かうボーリウの行列に付き添

う。 

先頭を６人のラッパと６人の太鼓、そして６人の道化が賑やかに進み、その後ろに１４～５人

の男たちが王への贈り物をひとつずつ持って歩き、ランカヨとボーリウたちがそのあとに続く。

手紙を捧げ持つ者は象に乗り、ランカヨはアラブ馬にまたがり、そしてボーリウは象に乗る。そ

の後を徒歩でフランス人警護兵１４～５人が従い、最後尾を港湾長と税関の役人たちが徒歩で

進む。宿舎から王宮までおよそ４キロの距離を行列行進するのだ。 

 

その日、行列が王宮前のアルナルン Alun-alun に着くと、ボーリウは象から降りて大門をくぐ

った。フランス人警備兵はそこで待つよう命じられた。だれも中に入ってはならない。王宮に入

ったボーリウとかれの腹心一名は、大門を通ってから、更にふたつの門をくぐった。そのあと、

大きなバレ balaiに案内され、そこで靴を脱ぐように言われた。 

ふたりの王宮の者が両側からボーリウの手を持って宮殿の中を進み、王の部屋の前まで来

た。銀箔を貼られた扉は閉まっている。しばらく待っていると宦官がひとり中から出てきて、今

日スルタンは体調がよくないが、せっかくここまで来たのだから中に入ってよい、と言う。王は中

にいて、ちょっと離れた位置にトルコ絨毯が一枚敷かれており、そこに座るように言われたから、
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ボーリウは地元の慣習に従ってあぐらで座った。 

王の使用人が出て行くと、ボーリウは地元の慣習にならって両手を額の前で合わせて少し

頭を下げ、王にあいさつした。帽子は取らない。王は床から１メートルほど高くなった玉座に座

っている。港湾長が王に代わって話し出した。 

たくさんのプレゼントをしてくれたわが兄弟であるフランスの王に対して、スルタンは感謝の

気持ちであらせられる。もし１０バハル bahar の黄金コインを贈り物にもらったなら、あれらのた

いへん素晴らしい武具に比べてどんなに喜ばしいことか。 

ボーリウは港湾長の弁舌が長くなりそうなので、王に向かって言った。わたしの主人であるフ

ランス国王の許しのもとに、わたしはスルタン陛下の手に口づけして、他の外国人が得ている

のと同様の、陛下の支配地における通商の許可をお願いするものでございます。 

港湾長の通訳を聞いてから王は述べた。 

「わたしはそなたの来航を喜んで歓迎する。わが国はそなたに門戸を開く。通商の許可につ

いては、オランダとイギリスはそのような許可のおかげでコショウをとても廉価に手に入れた。

ところがしばらく前からかれらは、以前からかれらを受け入れていたバンテン国王と敵対関係

に入った。感謝の気持ちを持たないかれらの振舞いに対してアチェ国王は、問題の根を断つた

めにすべてのコショウの木を根絶やしにするよう命じた。今、コショウの売買は国王の命に従

わなければならなくなっている。そのためにコショウ価格はバハル当たり６４レアルに値上がり

している。だが、問題はそんなことではないのだ。東インドの資源を盗み奪って利益を漁り、東

インドの通商をその手に握って支配しようとしているかれらの行いを思えば、高い値段で売れ

ばよいということにはならないのだ。」 

[ 続く ] 
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「ヌサンタラのフランス人（１２）」（２０２０年０８月２１日） 

ボーリウは王の話に対して、次のように答えた。「陛下のお話を聞けば、フランス人

はだれもが不思議に思うことでしょう。もともとかれらは通商以外に生きるすべを持た

ない者たちでしたから。ところが今やかれらは、何という図々しさか、あらゆるものを

我が物にしようとしています。フランス国王はかれらをスペイン国王の横暴から保護し

てきた歴史があり、かれらはフランス人を尊敬して当たり前であるにもかかわらず、今

では知らぬ顔をし、見下し、愚か者扱いをしています。われわれフランス人がこの国を

訪れるのは通商だけが目的であり、だれかを支配しようとか、どの土地に肩入れしよう

などという目的はさらになく、商業上での売買だけが目的なのです。わたしはかれら両

民族と一切関係を持たず、話もしないようにしなければなりません。」 

それを聞くと王は黄金の器に置かれたカプルシリ kapur sirihをボーリウに勧め、銀

の盆に載せられたアチェの衣装をボーリウにプレゼントした。ボーリウは即座にそれを

着用し、フランスの盛装の上に着たアチェの衣装のまま、王の部屋を退出した。 

 

だがそんなことで話がとんとん拍子に進むような土地でないのは明らかだ。フランス

人はティクやアチェで自由に交易して良いという王のお墨付きをもらいたいのだが、王

宮側を代表してフランス人に相対しているランカヨや税関長との話し合いは三回四回と

持たれたものの、希望をスルタンに取り次ぐと約束してそのたびに贈り物を要求し、言

ってくる価格は値上がりする一方であり、もしも弱気になって合意などした暁には、下

に濡らしたコショウを置いて上に乾いたものを積む手口はまだいい方で、下には石を詰

めて上にコショウを置いた樽を大量に持たされるのは目に見えている。かれらの仲介で

取引するのであれば希望する価格を、さもなければ王のお墨付きを、とボーリウは粘っ

た。 
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２月１８日、午後に港湾長がやってきて、王のお招きであると言ってボーリウを宮殿

に誘った。王は宮殿内の四角い部屋にいて、ボーリウは前回王に謁見したときに置かれ

ていたトルコ絨毯にまた座らされた。 

王がボーリウにヨーロッパのキリスト教の王たちの勢力図について質問し、ボーリウ

が答えていると、三十人ほどの女たちがそれぞれ黄金の大きい容器を持って現れ、王と

ボーリウの前に置いた。容器を覆っている布を開けると、中には多数の小さい黄金の器

にさまざまな料理が置かれている。この招きは王の夕食の相伴だったのだ。 

実に様々な料理と飲み物が供されて、何ひとつ不足のない王者の食事にボーリウは感

心してしまった。もちろん、ヨーロッパ人には訳の分からない、不思議でおどろおどろ

しい飲み物を飲まされたりもしたのだが。 

そうこうしていると２０人足らずの女たちが出てきて壁の前に並び、歌を唄い始め

た。港湾長の説明によれば、それはスルタンがこれまでに勝利したさまざまないくさを

ほめたたえる歌であるそうだ。すると小さい扉からふたりの女、あるいは娘と言えそう

な容姿端麗で優美な女性が入って来て、舞い始めた。かの女たちが身に着けている衣装

はとても変わっていて、ボーリウはいまだかつてそのような姿の女性を想像したことす

らなかったから驚いた。ふたりが身に着けているのはすべて黄金で作られた衣装だった

のだから。 

ふたりはまず王に両手を合わせてあいさつすると、ひざまずいたまま身体を立ててく

ねらせはじめる。そして立ち上がってから音楽に合わせてたいへん美しく舞うのであ

る。舞は半時間近くまで続き、ふたりは舞い終わるとまた王にあいさつをしてから下が

って行った。 

ボーリウはあの黄金の衣装が２０キロはあるだろうと見積もり、それを着て半時間も

舞い続ければ相当な重労働だろうとかの女たちを気遣ったが、ふたりはそんなそぶりを

少しも見せなかった。[ 続く ] 
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「ヌサンタラのフランス人（１３）」（２０２０年０８月２２日） 

芸術についての造詣を人並以上に持っているボーリウも、衣装のことは別にしてその

舞を素晴らしいものだと感じた。フランスの舞踊批評家がここにいたとしても、かれら

はそれを決して野蛮人の踊りとは考えないだろうという確信を抱いた。 

夜のとばりが降り始めたのでボーリウは王にいとまを願って王宮を退出した。帰りの

道すがら、「スルタンは外国人を招いて晩餐を共に楽しむことは普通に行っているが、

その席で妻を踊らせたのはこれがはじめてのことだ。」と港湾長がボーリウに語った。

王の妻がいれば目をつぶらなければならず、その姿を眺めたりすれば災難が降りかかっ

て来るような風土で、王が自分にはその禁を解いた謎をボーリウは、アチェ王の偉大さ

をヨーロッパ文化の最高峰のひとつであるフランスに伝えるように仕向けているのだと

解釈した。 

実際、アチェ王が蓄えている黄金の量はすさまじいものだ。スルタン・イスカンダ

ル・ムダは即位してから既に百バハルを超える黄金を手に入れている。大量の宝石や銀

あるいは高価な品物などはそのほかだ。それが祖先から伝えられたものに加えられてい

るのだ。ボーリウはその総量を１千８百万リーブルと見積もった。ヨーロッパの国主の

中にそれほどの財宝を築いた者はいない。 

アチェという国は興ってからいまだかつて他国に蹂躙されたことがない。つまり先祖

代々蓄えられた財宝は何ひとつ失われることなく残されているということなのである。

スルタン・イスカンダル・ムダはしばしば、わたしに怖い物はない、と公言した。もち

ろん神と、そしてトルコのカリフだけは別にして、という注釈が付いた。 

 

アチェの王宮はアチェ王の居所である。その中では、あらゆる仕事が女によってなさ

れる。男が勝手に入ることは許されない。王宮内で行われている王の私生活および公生

活も、すべての用が女の手で達せられている。話では、３千人の女が王宮内で生活して
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おり、かの女らはめったに宮殿から外に出ない。なにしろ宮殿内にパサルがあり、必要

な物はたいていそこで買えるのだ。また自分で作った物をそこで売って金を得ることも

できる。 

各部門に長がいて、それぞれが独自に統制されているし、決まりを破る者を裁くため

に裁判所もある。もちろん男の姿があるにはあるのだが、王宮内で働いている男は全員

が宦官であり、総勢５百人ほどいるそうだ。 

王の妻妾は大勢いて、その中の２０人ほどはアチェが征服した国の王女たちだ。最後

に征服した国はペラッで、そこの王妃の美しさは桁外れだったから、アチェ王はそのた

めに病気になったそうだ。 

宮殿にはその他に奴隷が１千５百人いる。奴隷はたいてい外国人であり、王はだれか

に刑罰を与えたり、その者を殺したりするときに奴隷を使う。王宮の警護は女兵士の部

隊が行い、王の気に入らない人間を痛めつけたり殺したりするのは奴隷の役割になって

いる。王宮の奴隷は悪辣残虐な人間として民衆から怖れられている。 

 

アチェの町は城壁に囲まれた都市でなく、そのためにノルマンディの田舎の村のよう

に見える。王宮も金持ちの城のような感じだ。王宮の四周は２キロ足らずの長方形で、

周りは３０フィートの濠に囲まれていて急な斜面と植栽のために通り抜けるのが困難に

なっている。土を盛り上げてあるのは、城壁の代わりにするためだ。盛り土の上は竹が

密生しているため、人間が通り抜けるのは困難で、また内部を見通すのも難しい。内側

からであろうと外側からであろうと、その竹を切ろうとする人間は死罪を覚悟しなけれ

ばならない。 

王の居所に達するまでに四つの大門を通らなければならない。そのうちのひとつは煉

瓦塀で作られ、幅が５０歩ほどあるテラスを支えており、その上にいくつかの建物があ

る。そのテラスは広大なアルナルン alun-alun の上に突き出た形になっていて、ボーリ

ウはそこが武器庫になっているのではないかと推測した。アルナルンは４千人の兵士が
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整列できる広さになっており、ボーリウはそこで一度、３百頭の象を集めて行われた儀

式を見たことがある。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（１４）」（２０２０年０８月２３日） 

だがスルタン・イスカンダル・ムダの軍勢は４万人にのぼるのである。この王はその

兵力をいとも容易に動員することができる。だが兵士は銃を持たない。王は銃・大砲・

火薬を王宮警護兵だけに使わせているからだ。ある情報によれば王は５千門の大砲を持

っているという話だが、ボーリウはせいぜい１千２百門で、すべて青銅製だろうと考え

ている。火縄銃は大量に持っているものの、銃身が短く、また大雑把な出来のものばか

りだ。この軍勢がよりをかけて誇っているものは９百頭の象だ。しかし、象が兵力を強

化するというアチェ人の観念がボーリウにはよく理解できなかった。 

王はそれらの象にすべて名前を付け、もっとも勇敢で利口な象を民に認識させるため

に、その象が街中に出る時には権威を示す傘を使わせるそうだ。また王はしばしば、疾

走する象の背に立ち、一本の杖で象を巧みに操縦する姿を民衆に示すのを好む。 

王の心が愉悦に満たされると、王は美しく着飾った姿で二日間狩りに出る。王宮の厩

には２百頭近い駿馬がいて、すべての馬に豪華な鞍が置かれている。 

 

アチェ王の軍備は海上にも行き届いている。２百隻近い大型軍船を常備している国

は、この近隣には他にひとつもない。その三分の一はキリスト教国で作られる軍船より

も大型だ。船型はアジア型で、ヨーロッパ式設計のものは一隻もない。それらの軍船は

６百から８百人の兵士を乗せることができる。 

王が出陣するときは、すべての軍事力が動員される。すべての民が王の一声で、三カ

月分の食料を自前で用意して集まって来る。かれらは王国所有の武器を借りて使い、い
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くさが終わればそれを国庫に返さなければならない。だから、だれが何を借りたのかと

いうことがすべて記録されるのである。 

動員された男たちの妻や子供、あるいはまだ生きていれば親たちも、は兵士の戦場で

の働きに関係付けられる。もしも兵士が戦闘を避けたり、あるいは脱走などしたなら、

その者の家族は残虐な処罰を受けて死ぬ。 

三カ月でいくさの決着が付かなかったときに限って、王は銃・大砲・火薬と米を軍勢

のために送り出す。戦死した民に男児がなければ、王はその一家を王宮に迎え入れる。

もし娘があれば、生き残った民に嫁がせる。娘がそれを望まなければ、王宮に迎え入れ

る。だから王宮にいる女の数が膨大なのだ。父親は一家の遺産を男児にだけ相続する。

男児がいなければ、すべてが王のものになる。人間ばかりか、家から家具に至るまで。 

王はまた、死刑に処した者の遺産をすべて没収する。外国人が領土内で死んだとき

も、その遺産はすべて王の物になる。外国人の遺言書は領土内で無効なのだから。外国

人が病気になったら、それを聞きつけた役人がやってきてまず家を没収する。そして死

去したなら、その者の財産の一切合切を全部王宮に運び込むのである。没した外国人の

使用人・友人・奴隷は、死者の黄金・お金・宝石類がどこにしまわれているのかについ

て尋問される。ただしアチェに商館を設けたイギリス人とオランダ人は例外待遇になっ

ている。 

 

さて肝心のコショウの買付については、民衆から直接コショウを買う許可を求めるフ

ランス人に対して王宮側は、ストックしているコショウが売り切れるまで許可を出さな

い態度に出た。民衆の価格はバハル当たり３２レアルだが、王宮側は６４レアルを崩さ

ない。オランダ人とイギリス人は４８レアルを提示したものの、折り合いがつかない。 

しかし市場では、民衆のコショウが少しずつ流れており、イギリス人がそれを手に入

れている。イギリス人はスラッ Suratの商船に商品を売って黄金を手に入れているた

め、その黄金で市場のコショウを手に入れるという有利な立場に立っている。[ 続く ] 
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「ヌサンタラのフランス人（１５）」（２０２０年０８月２４日） 

１６２１年５月４日、ボーリウは王に押し付けられて、仕方なくその価格で買うこと

にした。コショウの重さが計量されて、２１バハルをフランス人用に出してきた。とこ

ろがなんと、税関長が７％の関税を払えと言ったのである。「王は税金を払えと言って

いるのか」と港湾長に尋ねると、港湾長は「言っていない」と答えた。市場の倍額で買

わされ、さらに税金をむしられるのが最初から分かっていれば、王の押し付けを呑むは

ずはなかったのに。 

 

税関の役人ひとりひとりも支払いを要求する。かれらは給料をもらっておらず、その

仕事で稼いでいるからだ。おまけに、その稼ぎから王に貢がなければならない。これで

バハル当たり金貨一枚が余分の出費になってしまった。 

コショウを調べたら濡れている。ボーリウはコショウを用意した男に言った。これは

詐欺だ。おまえの王は交易で詐欺を働く者を許さない。おまえは手足を切られることに

なる。 

男は顔色を変えて言い訳した。これは置き場所が悪くて雨が漏ったために濡れたの

だ。たいへん申し訳ないと言い、ボーリウが更に責めると男は自分のコショウ２３５バ

ハルを市場価格でボーリウに売った。ボーリウは救われた思いだった。 

イギリス人もオランダ人も、王に押し付けられたコショウ３００バハルを買わされ、

おまけに税関で追加出費を吹っ掛けられて往生していた。税関はフランス人に与えたの

よりもっと過酷な条件をかれらに出していた。 
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ボーリウ船団の乗組員は大勢が病気にかかり、１４人が死亡していた。生き残ってい

る者は病人を含めて６５人しかいない。操船に必要な人数にするために、かれはアチェ

で奴隷にされているキリスト教徒をその主人から金で買った。かれらはゴア・コチン・

マラッカから来たヨーロッパ人だ。 

７月２１日、王はフランス国王宛の手紙を大層な行列と共に送り届けて来た。だがそ

れは、税関の役人どもに「王への贈り物」をフランス人からむしり取る機会を与えるだ

けのものでしかなかったのである。 

ところがルイ十三世宛のその手紙には、大王としての称号献辞が見られない。１６０

２年のエリザベス女王からアチェ王への手紙には、女王の大王としての称号献辞が記さ

れていて、これではルイ十三世は大王の膝下にある小王でしかなくなってしまう。ボー

リウはアチェ王にフランス国王の地位を説明するために、また王宮に伺うことになっ

た。 

アチェを後にした船はクダッ Kedahで積荷を増やそうとしたが失敗に終わり、ふたた

びティクに向かった。こうして何とか満足できる積荷を載せた遠征団はスマトラを去っ

て帰国の途に着いた。９カ月の航海の後に１６２２年１２月１日、一隻だけがオンフル

ール港に帰還したのである。 

 

フランス王国は１６６４年になってやっと、ルイ十四世の政府が東インド会社を作っ

た。そしてイギリスとオランダの東インド会社の向こうを張るために、オルムズや中国

の主要港に商館を開いた。だが東インド会社の商船は三隻しかなく、軍事力はライェ

La Haye提督指揮下の６隻の軍船でロシュフォール Rochefortを基地にし、大砲総数２

３８門、兵員２千１百人が商船の警護に当たった。しかしながらこの海上部隊はコロマ

ンデル沖海戦で粉砕されてしまう。 

１６７０年、フランス東インド会社の遠征団は商船ヴォントゥ―ル Vontour号でバン

テンに向かった。団長はフランソワ・キャロン Francois Caronだ。キャロンはスラッ
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で東インド会社所属でない二隻のフランス船を誘い、三隻の船団を組んで１６７１年７

月６日にバンテンに到着した。持ち込まれた商品は小麦粉２百トン、布２千バール、ベ

チバー根百ピクル、アヘン百ピクルだった。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（１６）」（２０２０年０８月２５日） 

キャロンのその行為はフランスの威勢を見せつけんがための振舞いと解釈された。そ

の時バンテンにいたイギリス人は次のように書き残している。「キャロン氏はたいへん

な華麗さをもって、ここにやって来た。２０人の警護兵と一団のラッパ鼓隊ばかりか、

ご本人は盛装した騎馬隊を引き連れていたのだから。」 

後にポンディシェリ Pondicheryを建設するフランソワ・マルトン Francois Martin

は皮肉な口調で、「本当は一隻でやってくれば十分だったのだ。キャロンはバタヴィア

の表門で新しい強大な勢力の出現を演出したかったのだろう。」と述べている。 

 

キャロンはまずバンテンの港湾長カイツーKaytsu の出迎えを受け、船で川をさかの

ぼって王宮に向かった。カイツーはムスリム華人だ。王宮では、バンテンの統治者スル

タン・アグン・ティルタヤサ Sultan Ageng Tirtayasa への挨拶と贈り物で終わった。 

フランス人は上陸してバンテンのプチナン Pecinan（華人地区）に居所を構えた。７

月１６日、バンテン王は５０人の近衛兵を従えてフランス人の居所を訪れた。キャロン

は百人の水夫を整列させて王を迎える。キャロンはバンテンにフランス商館を開く許可

を願い出た。王はキャロンに尋ねた。フランス人の商業会社の目的は何なのか？船団の

目的地はどこなのか？何を買い付けたいのか？持参した現金はどれほどあるのか？ 
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翌日からフランス人の商活動に熱が入った。小麦粉はバタヴィア在住のフランス人フ

レイバーガーvrijburger（ＶＯＣの拘束を受けない自由市民）が買った。バンテンでは

アヘンの流通が固く禁じられていたため、かれらはアヘンをどうすればよいのかを思案

した。 

キャロンはダマル樹脂、スラッ製大型机ふたつ、大型鏡ひとつ、銃１ダース、ワイン

などの王への贈り物をたくさん持って、王宮を訪れた。そしてフランス人もイギリス人

と同様の待遇と特権を与えられることが約束された。王はフランス人に５軒の小さい家

屋を与えた。もちろんプチナンの中だ。 

キャロンは８月末にヴォントゥ―ル号ともう一隻を率いてバンテンを後にし、スラッ

に移った。船はバタヴィアの華人から買った砂糖が満載された。バンテンの砂糖はイギ

リス人が買い占めたために、バタヴィアまで買いに行かざるを得なかったのだ。残った

もう一隻はコショウが満載されるのを待ってバンテン港にとどまっている。 

フランス商館はランプン産コショウ２千５百バハルを買付て船に積み、船は１０月３

１日にバンテンを出港した。フランス遠征団のお偉方たちもほとんどが去って行った。

商館に残ったのはジョン・バティスト・ギロン Jean-Baptiste Guilhen を筆頭に、もう

ふたりの幹部、そしてふたりの商館員と８人ほどの警備兵だけだった。 

フランス人は粉コショウを作るための風車を建設し、その新テクノロジーが大評判を

巻き起こした。しかしその一方で、オランダとフランスの戦争が始まるだろうという予

想がバンテンに広がって行った。ＶＯＣはバンテン王がフランス人を使ってバタヴィア

に歯向かってくることを想定していたのだから。 

１６７２年３月２９日、フランスとイギリスは、同盟してオランダと戦うことを決め

た。その結果、フランス人はインドとセイロンでオランダと戦争している。そのとき、

トリンコマリーTrincomalee とマイラプール Meilapur の沖で行われた海戦でライェ提

督指揮下の船隊はレイクロフ・ファン・フンス Rijckloff van Goensの指揮するオラン

ダ船隊に敗れ、大勢のフランス人が捕虜になり、捕虜はバタヴィアに運ばれた。捕虜は



ヌサンタラのフランス人 

72 

バタヴィア港の埠頭で監禁され、またバタヴィア市内に前から居住していたフランス人

もスパイ容疑で全員が捕らえられた。 

華人が寺院を建てて宗教祭祀を行っていることを知ったフランス人は、カトリックの

礼拝所を商館内に作って宗教祭祀を行う許可を王からもらい、ポルトガル人神父アント

ニオ・ドゥ・ジェズ・フェルナンデス Antonio de Jesu Fernandes をその仕事に就かせ

た。この神父はバンテンがオランダに占領されたときにバンテンを退去している。[ 続

く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（１７）」（２０２０年０８月２６日） 

１６７２年４月３０日、スラッからヴォントゥ―ル号が鉄棒１千本を運んできて、港

湾長カイツーに売った。その船で新フランス商館長ヴィリセル Viricel もやってきた。

新商館長はギロン以外の幹部ふたりを業務に不熱心であるという理由で左遷し、ギロン

を副商館長に任命した。 

６月末に別のフランス船がバンテンに入港し、荷を得て１０月に出港した。そのころ

ＶＯＣは８～９隻の船をバンテン沖に配備して海上封鎖を行っており、トンキンと台湾

から来たイギリス船３隻が拿捕されている。フランス船は一旦は無事にバンテンから遠

くまで離れたものの、船長が病死してしまったためにバンテン港に戻って来た。その行

為はＶＯＣの鹵獲船を増やすだけのことでしかなかった。 

ヴォントゥ―ル号も同じころにバンテンにやってきて、コショウを積み込み、またバ

タヴィアの華人商人から日本産の銅を買ってバンテンを去った。ヴォントゥ―ル号はＶ

ＯＣの海上封鎖を巧みにくぐり抜けている。 
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そんな事態をバンテン王宮が黙って見ているはずがない。ＶＯＣのバンテン封鎖は交

戦国イギリス・フランスへの単なる敵対行動ではないのである。それは独立王国バンテ

ンに通商目的にやってくる船に対する明らさまな妨害行為であり、ＶＯＣがバンテンの

国力を殺ぐことを副産物にしようとしているのは疑いないことだったのだから。イギリ

ス・フランス以外の船であろうと、ＶＯＣの武装船に捕まるとバンテンをやめてバタヴ

ィアへ行くように強制された。 

バンテン王国は１１月から持ち船の武装強化を開始し、１２月に入ると海岸線に２キ

ロに渡って設けられている石造りの防壁の改修工事にとりかかった。サンゴ岩が焼かれ

て石灰が作られ、それで石をつなぎ合わせるのである。大砲の台座にするため、華人木

工屋に木製荷車が何百台も発注された。イギリス人はスルタンに大砲２７門と火薬を寄

贈した。戦争に従事させるため、身体強健な者の徴兵検査が行われ、同時に戦費を支え

るために社会に新税が課された。バンテン在住のＶＯＣ代表者は閉門蟄居が命じられ、

百人の兵士による厳重な監視下に置かれた。 

そのころ、バタヴィアでは抑留されていたフランス人兵士らが少人数のグループで少

しずつ解放され始めた。まとめて解放すれば反乱を起こすおそれがあるためだ。だがＶ

ＯＣの本音は多分、無料で食べ物を捕虜に供与する費用を惜しんでのことだったのでは

あるまいか。 

かれらは続々とバンテンにやってきたし、またＶＯＣに雇用されていたフランス人も

ＶＯＣを脱走してバンテンに来た。オランダ側に就いて同胞に銃口を向けるようなこと

をしたくなかったのだろう。 

そんなこんなで、１６７４年２月のフランス商館居住者は５０人に達し、更にその年

１０月には１１８人を数えた。その間、事実上ギロンがフランス商館責任者として采配

を振るっている。 
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だが１６７４年７月末にＶＯＣがバンテンの海上封鎖を解除したことで、大戦争勃発

の危機は回避された。その裏側にはイギリスで議会の突き上げに押された国王チャール

ズ二世がイギリス＝オランダ間の和平条約に調印していた事実があったからだ。だがイ

ギリスが手を引いたからと言って、ＶＯＣのフランス人に対する態度も軟化したという

わけではない。フランス人に対して、更にはバンテン王国に対して、ＶＯＣの圧力は強

まりこそすれ、扱いにたいした変化は見られなかった。バンテンに大量に溜まったフラ

ンス人はイギリス船でバンテンから運び出されて行った。 

１６７８年９月１７日にオランダのネイメーヘンで和平条約が結ばれたが、バタヴィ

アのＶＯＣがフランス人への圧力を緩めたのは１６７９年６月であり、和平条約の公表

は８月１日にやっとなされた。実際に和平条約がヨーロッパで結ばれても、ほとんど一

年間ＶＯＣはそれを無視したということだ。バンテンのフランス商館はようやく普通の

商活動ができるようになった。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（１８）」（２０２０年０８月２７日） 

バタヴィアのフレイバーガーで、バンテンに逃れて来ていたエチエンヌ・ジュアンニ

Etienne Jouanniがジャワでの取引を再開させる意向をギロンに語り、ギロンは始末に

困っていたアヘンをジュアンニに預けることにした。ジュアンニはそれをジュパラで売

り払う計画を立てた。 

ところがその道中でジュアンニの隊商は、マカッサルからマタラム王国を荒らしに来

ていたブギス人戦闘部隊の攻撃を受けて荷物はすべて略奪されたのである。その損害は

フランス商館の損失を肥大させたことから、フランスの本社におけるギロンの評価は悪

化した。 
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１９７９年１２月末、フランス船到来を前にしてギロンは大量のコショウ、種々の布

類、龍涎香などを仕入れた。最初にやって来たフランス船はトンキン号で、バンテン経

由トンキンを目的地にしていた。他にもヴォントゥ―ル号を含めて二隻がばらばらとバ

ンテン港に到着した。それらの船は陶器・白檀・ミョウバン・銅そして錫と鉛などを積

んで来た。ヴォントゥ―ル号の目的地はシアム Siamであり、シアムにフランス商館を

開設する使命を帯びていた。運よくその目的は達せられ、シアムの使節がフランスを訪

れることになった。 

フランス国王夫妻と宮廷そして政府の要人たちのための大量の贈り物を積んだヴォン

トゥ―ル号がバンテンに戻って来た。贈り物の中には雌雄一対の若い象まで入っていた

のだ。だがヴォントゥ―ル号はそんな大量の人と荷物を積んでインド洋を渡るには小さ

すぎたのである。使節一行はフランスに戻るもっと大型の船がバンテン港を出るまで、

待たされた。 

ギロンはその高貴な一行を処遇するために、またまた心労と疲労を重ねることになっ

た。一行は９月に大型船でバンテンを去った。 

 

ギロンは病気にかかって業務を休まざるを得なくなった。ギロンの心は故郷フランス

への帰心矢のごとしだったものの、また思わぬ事態の変化によって、かれの帰国は混乱

の渦に巻き込まれてしまう。 

王位を息子に譲ったスルタン・アグン・ティルタヤサと新王スルタン・ハジの間で抗

争が始まったのだ。前王は譲位相手を間違えたと思ったのだろう、新王を退位させて別

の息子を新スルタンにしようとしたが、既に新王として即位したスルタン・ハジは王国

の主として父親が強いる退位に応じようとしなかった。 

抗争は武力闘争に発展して、バンテン市内も戦火にさらされてしまう。バンテン王国

を牛耳ろうとしていたＶＯＣがこのチャンスを放っておくはずもない。ＶＯＣがスルタ
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ン・ハジをそそのかしたという話もあるくらいで、父親の側に着いた兄弟一族対スルタ

ン・ハジ＋ＶＯＣ連合軍という戦争への道を、事態は歩んで行ったのである。 

１５万人の住民を擁していたバンテンの町から、住民の姿が消えた。家屋は燃やさ

れ、兵隊か、さもなければ命知らずの男たちによって残されていた財貨が略奪された。

バンテンにいた外国人商人の中には、バタヴィアに難を避けた者も少なくない。だがフ

ランス商館を預かるギロンにそんなことはできなかった。バタヴィアにフランス商館を

置かせるようなＶＯＣであれば、バタヴィアの発展など夢物語だ。 

町中にある商館は略奪者にとって絶好のターゲットになる。ギロンは海上の方が安全

だろうと考えて、バンテン港に停泊中の船に頼んで商館の財産を預けた。ところが停泊

中の外国船にまで略奪の手が伸びて行ったのである。こうしてバンテンのフランス商館

はあらゆるものを失い、バンテンにおける短い歴史を閉じた。 

戦火の下を生き永らえたギロン自身も、１６８２年５月２７日にバンテンを去ってバ

タヴィアに移った。ＶＯＣの操り人形になったスルタン・ハジが出した全外国人の追放

命令がギロンのバンテンにおける１４年間の歴史さえ奪ってしまったのだ。スラッから

バタヴィアにフランス人を迎えに来たヴォントゥ―ル号に乗って、ギロンは東インドを

去った。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（１９）」（２０２０年０８月２８日） 

フランスに戻ったギロンは、それでも東インド会社から与えられるであろう表彰と報

酬に一縷の望みを託していた。ところがパリの本社でギロンが受けた待遇はかれのあら

ゆる希望を打ち砕いてしまったのである。 

会社役員会はギロンを尋問した。そして全財産を商館に保管してそれを守るための努

力を払おうとせず、財産すべてを外国船に預け、おまけにポルトガル船に預けたために
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商館の全財産が失われたのだとギロンの処置を非難した。ギロンは会社に対して全損害

の弁償を命じられ、１４年間のバンテンにおける汗と涙と血の代償は一瞬にして消え失

せてしまった。 

 

まだヨーロッパの知識になっていない土地をこの脚で訪れ、その地に暮らすひとびと

の営みをこの目で見たいという知性の欲求に駆られて、軍船を降りたフランス海軍少尉

が密かな放浪の旅に出た。言うまでもなく、それは脱走行為に該当する。 

１７４０年トゥールーズ Toulouseに生まれたピエール・マリー・フランソワ・ド

ゥ・パジェ Pierre-Marie Francois de Pages は１７歳でフランス王国海軍に入隊し、

剣と弾丸の中を何度もかいくぐった経験を持ち、２６歳で少尉に昇進した。 

パジェの乗った軍船ラデデニューズがサントドミンゴに停泊中、かれは船を降りて無

断で旅に出た。１７６７年６月のことだ。最初かれはアメリカ大陸のルイジアナに向か

った。 

次いでヌーヴェルオレオン Nouvelle-Orleans を経て西に向かい、テキサスのレッド

リバーをも渡った。その間かれはアメリカインディアン・クレオール・スペイン人らと

生活を共にし、ひとびとの暮らしを観察した。メキシコに入ったのは１７６８年２月２

８日だった。かれはヌーヴェルオレオン以来３千２百キロを踏破したことになる。 

 

３月２４日にアカプルコに達すると、太平洋を横断する船を探した。船は４月２日に

出港した。百人を超える乗客が乗った船は６月１０日にグアム島に着いた。グアム島は

当時幹線航路から外れた島であり、その船は８年ぶりにこの島を訪れた珍しい船だった

ようだ。船は更にフィリピンを目指し、パジェはサマール島で降りてから６月１５日に

マニラに入った。 

７カ月間のマニラ滞在中、かれは原住民と共に暮らすことを望み、その生活を観察し

た。かれはこう書いている。 
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ここでは男も女も半裸で暮らしている。かれらの茶色い肌が天然の衣服のようなもの

なのだろう。家族はたいへん仲が良く、寝る時は全員が同じ部屋で眠る。かれらの顔つ

きは明るく、節度があり、他人に手を貸すことを厭わない。ただ、好奇心があまりにも

強すぎる。暮らしぶりは質素で勤勉であり、礼儀正しく、話す口調も奥床しい。ムスリ

ム海賊の跋扈だけが最大の瑕疵である。 

パジェはほんの数日で原住民の言葉や習慣を理解し、そこでの暮らしにあまり困らな

かったようだ。 

当時のマニラは住民人口８０万人の大国際都市で、東インド人・華人・ムラユ人・シ

アム人・インド人・アルメニア人・ユーラシア混血者・日本人などが入り混じって暮ら

していた。街並みは美しく整然としており、平屋の豪邸の並びにはスペイン人が住み、

別の場所には賑やかな原住民居住地区がある。華人は広東や金門出身者が２万人ほどい

て、カトリック教徒として安全に暮らせるマニラ一帯に移住して来た者たちだ。パジェ

はかれらをトップクラスの商売人と見た。もちろんそこには密輸や闇取引も含まれてい

る。華人は愉快そうなフレンドリー表情で他人を丁重に遇し、どんなことでもすぐに自

分の身体を動かして即座にそれを行う。熱帯に住む人間の怠惰さはかれらにない。 

マニラには毎年、中国のマカオ・広東・金門間を５～６隻の船が往復し、もう一隻は

シアム～インド、更に一隻はバタヴィアに往来している。１７６９年３月７日、パジェ

はバタヴィアに向かう船でマニラを去った。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（２０）」（２０２０年０８月２９日） 

マニラからバタヴィアに向かった船はどこにも寄港せずに４月１５日、バタビア港に

到着した。パジェがバタヴィアで受けた印象はマニラと大違いだった。マニラで接した

原住民の暮らしぶりは明るく陽気で、楽しそうに生きているというのに、バタヴィアの

町は硬く重苦しい空気に包まれていたのである。 
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マニラのスペイン人と違ってオランダ人は原住民と混じり合って生活することができ

ないのだ。オランダ人は虚偽に満ちた、人間性に欠ける極端な統治方法を執り、通商保

全のために硬軟あらゆる手を使い、地元民と頻繁に戦争を行い、バタヴィアの周辺社会

とも緊張状態を続けている。通商に使われるべきエネルギーが抗争で使い果たされたな

ら、オランダＶＯＣは早晩この地から消滅するしかないだろう。 

パジェの観察は決してかれだけのものでなかった。非オランダ人でかれと類似の観察

をした者は何人もいる。 

 

パジェは城壁に囲まれたバタヴィア城市の内外を歩き回った。城市の外を囲む地区を

かれは三つに区分した。ひとつはポルトガル系とインドのマラバルやベンガル系住民の

地区で、道路や家屋はオランダ様式の影響を受けている。もうひとつはたいへん広いエ

リアで、華人街になっている。このエリアはたいへん活発で、また生活技術のレベルが

高い。金持ちの家は別にして一般庶民の家屋はたいへん質素であり、ほんのあり合わせ

で作ったようなものだ。家屋が密集してスラムを形成しているため、道も狭い。住民が

作った物があちこちに置かれている。 

 

三つ目の地区は居住者がまばらな、もっと広大なエリアで、そこに住んでいるのは東

インド島嶼部のプリブミであり、ジャワや他の島々の原住民やインド人商人たちだ。こ

のエリアの家屋や庭園はオランダ人金持ちのものと違わないくらいきれいでよく手入れ

されている。原住民の暮らしはたいへんシンプルで、食事は飯と果物を食べる。衣服も

質素だ。 

オランダ人の家屋は大きく快適で、表にベランダを持ち、庭園は自然が一杯で川が引

かれて小島が浮かんでいる。これまでのやり方に反してパジェは、バタヴィアでだけは

原住民の暮らしに入ろうとせず、ヨーロッパ人の家で暮らした。 
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アジアの女はあまり家から外に出ない。華人はたいてい結婚相手の女性をほとんど知

らないで妻にする。結婚が決まった娘がいる家は窓に花を生けた花瓶を置いている。 

ジャワ人は身体が大柄で、心優しく、顔つきは柔和だ。フィリピンの原住民よりもジ

ャワ人のほうが高貴な様相をしている。ムラユ人は小柄で太っており、目つき顔つきは

あまりフレンドリーでない。 

オランダＶＯＣがこの東インド島嶼部をあらかた支配下に収めているというのに、オ

ランダ人は落ち着いて統治行政を行い、通商に精を出すことをせず、原住民との抗争や

戦争に明け暮れていることをパジェは不可解な思いで眺めた。かれはフィリピンで見た

こととそれを比較する。 

スペイン本国とフィリピンのスペイン人は同一宗教である原住民の民生を保護して、

原住民と一体になったコロニーを作ろうとしている。そのため、スペイン人と原住民の

結婚を庇護こそすれ、阻害したり困難さを与えようとはまったくしない。反対にバタヴ

ィアではオランダ人が優良人種で統治支配者であり、社会の中で劣等人種との間に格式

の差を設けている。その人種差別がマニラの顔とバタヴィアの顔の間に違いを生んでい

る。 

そのパジェの分析はバタヴィアに関する限り、その後の歴史が証明して見せているよ

うだ。１７６９年８月２日、パジェはバタヴィア港からイギリス船に乗ってインドを目

指した。かれの世界一周の旅は１７７１年１２月５日にマルセイユに帰還して終わりを

告げた。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（２１）」（２０２０年０８月３０日） 

パジェより一足先にバタヴィアを訪れたフランス人がいる。それはルイ・アントワ

ン・ドゥ・ブーゲンヴィル Louis-Antoine de Bougainville。かれは元々パリの弁護士
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事務所で弁護士をしていた人間だ。その後、フランス王国軍に入り、ルイ十五世の親衛

隊船長を務め、北米でのイギリスとの戦争に従軍した。 

かれはマゼランの世界周航を真似たいという念願を抱き、純然たる学術を目的とした

世界周航の実現を国王に説いて賛同を得、国家行事として１７６６年１２月に二隻の船

団による世界周航の途に着いた。 

大西洋を縦断してからマゼラン海峡を通過し、４２日目にタヒチ島に到着。そこで十

日過ごしたあと、マルクへは２カ月の航海だった。その途中、頂上が厚い雲に覆われた

５千メートル級の山を擁する山脈が浮かんでいる大きな島の脇を通過した。海岸線は荒

れ地で何も栽培されておらず、果実を育む木も見当たらない。島があると乗組員たちは

その姿を眺めるために船端に集まって来るのだが、なにしろ４５人が壊血病で倒れ、柑

橘類とワインで闘病中だったから、船は静かに進んでいるばかり。その島がパプア島だ

った。 

すると突然、両舷側にアウトリガーを装備した手漕ぎの小舟が出現した。真っ黒い男

がひとりでそれを漕ぎ、男の鼻には黄金のリングがきらめいている。そばに乗っている

数人の男たちは武器として槍を持っている。かれらは少量の水と、かれらの食糧と思わ

れる粉状のものを持って来た。他にも果実や芋類がある。だが残念ながら、それでは少

なすぎるのだ。 

乗組員たちはハンカチ一枚と小さい鏡を一個かれらに代償として与えた。多分かれら

にとっては少しも珍しい物でなかったにちがいない。かれらはゲラゲラと笑い転げてい

た。 

 

８月３１日、セラム島が見えて来たので、二隻はオランダ国旗を掲げた。ところが港

に接近してから、陸上の様子がはっきりとわかった。島の中は戦争状態だったのであ

る。原住民がオランダ商館を焼き討ちしてオランダ人を島から追い出した直後に二隻が
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やって来たということだ。二隻は仕方なくブル島カイエリ湾に船首を向けた。そこには

オランダ商館がある。 

カイエリ湾で錨を下ろすと、ＶＯＣの軍服を着た丸腰の兵士がふたり、小舟でやって

きてかれらの規則を言い立て、来航の目的を尋ねた。ＶＯＣの船舶でない船はアンボン

島の行政長官の許可なくこの地域に来航してはならない。 

建前の演技はそれで終わり、ＶＯＣ兵士はここの商館長宛に航海経路・現在の状況・

航海目的などについて手紙を書けと言う。ブーゲンヴィルの書いた説明書を兵士は持ち

帰った。結局ブーゲンヴィルと幹部数名に上陸許可が下り、商館長の事務所兼邸宅に招

かれた。その邸宅はいささか中華風建築様式で建てられ、小川が走る美しい庭園に囲ま

れており、そこから海岸へ小道が伸びている。邸内では中華服を着た商館長の妻と娘た

ちが中を花などで飾るのに大忙しの態だった。家具類も中華風のものだ。 

商館長はバタヴィア生まれで、かれはアンボンの欧亜混血女性を妻にした。晩餐が供

され、たいへん強いビールが出された。一行はそこに滞在中、鹿の肉を堪能した。しか

しパンはなく、飯で代用せざるを得なかった。この地で作られるパンはサゴの粉を使っ

たものしかできない。 

 

９月７日、一行はカイエリ湾を出帆してバタヴィアに向かった。スラウェシ島沖を航

行し、バタヴィア湾に散らばる１千の島々に達してから港に向かい、バタヴィア城市内

の教会の尖塔が視野に入ったのは９月２８日のこと。 

東風の季節から西風の季節に移り替わる時期が疫病の隆盛期であることを慮って、ブ

ーゲンヴィルはしばらく様子を見るためにエダム島の近くで停泊することにした。 

[ 続く ] 
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「ヌサンタラのフランス人（２２）」（２０２０年０８月３１日） 

バタヴィア湾にはＶＯＣの船が十四隻ほど停泊している。沿岸警備の小船がフランス

船に近寄って来て、オランダ語の文書をいくつか示し、来航の目的を質問した。 

フランス船の目的を知ったファン・デル・ルイス Van der Luys港湾長はＶＯＣ東イ

ンド総督に会うよう勧めた。港湾長がオランダ国旗への敬意を表して礼砲を十五発撃つ

ようブーゲンヴィルに求めたので、ブーゲンヴィルも同じことをフランス国王に対して

行うよう要求した。港湾長はフランス船のためにさまざまな飲料と食材を用意してくれ

た。 

さて、ファン・デル・パラ Van der Parra東インド総督はバタヴィア城市から１２キ

ロほど離れたヴィラで休養中とのことであり、太陽が昇ると暑くなるから、訪問は朝早

ければ早いほどよい、と港湾長は言う。総督はフランス人を歓待してくれた。ＶＯＣ上

級幹部たちもフランス人を公式晩餐に招いてくれた。政務長官、最高裁長官、海軍副司

令官たちだ。フランス人一行は家を一軒借りて住み、バタヴィアで唯一の乗り物である

馬車を使ってその地を見て回った。馬車は二頭立てだった。 

ヤカトラ Jacatra通りにある上級幹部の邸宅は、すばらしい環境の中だ。運河沿いの

広い道路に大きい街路樹が日陰を作って並び、パリの一級道路に匹敵する素晴らしさで

ある。 

 

ＶＯＣ側の歓待は続き、城市内の邸宅や城市外のヴィラで余興にコンサートや演劇鑑

賞まで楽しませてもらった。演劇はオランダ人や華人の芝居だった。オランダ人のヴィ

ラは美しい庭園に囲まれて、中は涼しく心地よい。フランスのヴィラもこれには及ばな
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い。ただ問題は城市内の運河を流れる水が腐っていて臭いことだ。おまけに湿気が強く

てヨーロッパ人の健康には最悪である。 

街並みは整然としている。建物はいつやって来るか分からない地震にそなえて、二階

建てのものまでしか建てることが許されない。しばらく前からＶＯＣは社員の私的な取

引を禁止した。社員の行う取引はすべて会社のためでなければならないのだ。更にＶＯ

Ｃのために働いているすべてのヨーロッパ人は、本国送金をすべて会社を通じて行うよ

う義務付けられた。会社はヨーロッパへの送金に上限金額を定め、そして８％の口銭を

かける。もちろんヨーロッパへ行く人間に、密かに現金を委託することは不可能ではな

い。しかし東インドＶＯＣが流通させている現金は独自のものであり、すぐに分かる。

ヨーロッパで使うことはできず、両替が不可欠になるのだが、両替時に２８％が割り引

かれるから、馬鹿なまねをする者はいない。 

 

ブーゲンヴィルが見たバタヴィアの印象は、パジェの受け止めた印象とほとんど違わ

なかった。バタヴィアほど社会階層が明確に区分されている土地は世界のどこにもない

だろう、とかれは書いている。 

ひとりひとりの人間がそれぞれの社会的ポジションに置かれ、社会的にそれを明瞭に

示すシンボルと社会ビヘイビアを世間に表すことが厳格に行われている。ピラミッド構

造の頂点は総督であり、イードゥルヒールズ edel-heersの称号で呼ばれる。その下が

東インド参議会議員、最高裁判事団、宗教機関トップであり、ＶＯＣ幹部社員、海軍士

官がその下にいて、一般の兵隊たちは最下層だ。軍人がピラミッド構造の上部に置かれ

たことはない。 

その理由は簡単だ。ＶＯＣは会社なのであり、軍隊は会社の下部構造における現場の

武力行動を担う機能しか持たないのだから。おまけに兵隊の大半は非オランダ人なので

ある。 
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東インド参議会は総督宮殿で週二回、議会を開く。参議院は総勢１８人だが、喜望

峰・セイロン・コロマンデル・ジャワ島東部・マカッサル・アンボンなどの地域行政長

官が含まれていて、全員がバタヴィアに住んでいるわけではない。 

ピラミッドの上部にいるひとびとは黄金で装飾された馬車を持ち、路上を通行すると

きはふたりの使用人が馬車の前を走って路上の人間を脇へよけさせ、馬車の露払いをす

るようなことが許されている。路上でかれらの馬車に出会った下層の馬車は、必ず停車

して通行の邪魔にならないようにしている。路上にいる人間は男も女も必ず立ち上がっ

て、黄金の馬車に敬意を表さなければならない。総督だけが黄金で飾られた馬車を６頭

の馬に引かせている。総督の馬車がやってくれば、自分の馬車に乗っている者も全員が

馬車から降りなければならない。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（２３）」（２０２０年０９月０１日） 

バタヴィアで一番人気の役職は港湾長だ。港湾長は外務大臣に似ている。バタヴィア

には港湾長がふたりいて、ひとりはキリスト教徒を扱い、もうひとりはインド人や華人

を担当している。つまりはヨーロッパ人とアジア人が区別されているということだ。こ

のバタヴィアというヨーロッパ人コロニーには華人が１０万人住んでいる。 

ジャワ島にはＶＯＣの直接支配下にない、独立している王国が三つある。マタラム王

国、バンテン王国、チルボン王国がそれだ。行政上は独立していても、統治者はＶＯＣ

に服従している。それらの独立地区にはすべてＶＯＣの出先機関が置かれ、要塞を構え

て軍隊が駐屯している。ＶＯＣは米・砂糖・鉛・アラッなどをＶＯＣの求める量と価格

でそれらの独立地区から買い上げ、アヘンをかれらに売る。これは実に大儲けの商売で

ある。 
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テルナーテ・ティドーレ・アンボン・バンダ・セラムなどからスパイスがバタヴィア

に送られてくる。そしてヨーロッパの需要を満たすに足る量をたくさんの船に積み込ん

でヨーロッパに積み出す。バタヴィアはその中継港なのだ。その年の分の積み出しが終

われば、まだ倉庫に残っているスパイスはすべて焼却される。 

 

各地のオランダ商館を守護する要塞に駐屯している守備隊の戦力は、アンボイナでは

指揮官の大尉とふたりの砲兵士官が兵士１５０人の指揮を執っている。バンダは大尉ふ

たり、少尉ふたり、砲兵士官ひとりで兵員３百名を指揮している。テルナーテの守備隊

は大尉ひとりと砲兵士官ひとりが兵員２５０人を指揮している。マカッサルでも３百人

の兵員を大尉と少尉が各ひとり、砲兵士官がひとり指揮している。 

ブーゲンヴィルはその戦力図をＶＯＣの弱点と見なした。そんな防衛力では、本格的

な攻撃を受けたときにスパイス産地は容易に敵の手に落ちてしまうだろう。ましてや兵

員の多くは外国人傭兵なのであり、しかも不健康な熱帯での不健全な生活で、戦闘もな

いのに多数の兵士が死んでいる。 

そんな脆さにも関わらずＶＯＣがスパイス貿易を独占できているのは、ひとえにヨー

ロッパ諸国の無知が大いなる援軍をＶＯＣに与えているからだ、とかれは感想を述べて

いる。 

 

巨大な島スラウェシとボルネオはＶＯＣに黄金・絹・貴木・ダイアモンドを提供し、

ＶＯＣはインドやヨーロッパ産の鉄や綿その他の商品でそれを手に入れている。 

スパイスに関してＶＯＣは、シナモンはセイロン産をメインにし、ナツメグはアンボ

ン、クローブはバンダで、１２月から収穫期に入る。１月にバタヴィアから船がやって

きて、４～５月にバタヴィアに戻る。 
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スパイス生産は世界の需要をしのぐ量があり、そのためにＶＯＣは定期的に産地の木

を伐採して減らしている。それらのスパイス産地で業務に携わっていた社員が退職する

とき、会社は地図・海図・測量図その他の資料をすべて会社に返却させ、文書は何も持

っていないことを誓約させてはじめて退職させている。 

 

１０日間のバタヴィア滞在でブーゲンヴィルは歓待を愉しんだものの、乗組員がさま

ざまな熱帯病に倒れて死亡する者が続出したため、このヨーロッパ人の墓場を早く退去

しなければ世界周航が果たせなくなると考え、かれは早朝５時に出港した。船隊は１７

６９年３月１６日にサンマロに到着し、１７６６年１２月にノンツ Nantes を出て以来

２年４カ月をかけたフランス人の世界周航が完結した。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（２４）」（２０２０年０９月０２日） 

フランス人文学者もヌサンタラにやってきた。代表格は詩人アルチュール・ランボー

Arthur Rimbaudだろう。ランボーの東インド植民地軍脱走物語は拙作「ニャイ～植民

地の性支配」＜ http://indojoho.ciao.jp/koreg/libnyai.html ＞に述べられているの

で、ご参照ください。 

ランボーの逃走経路について「ニャイ」では、かれはサラティガからスマラン港まで

徒歩で移動し、スマランからバタヴィアへ船で密航してから、オランダ以外の船に乗っ

た可能性が語られているが、かれはもっと危険の少ない方法を選択したそうだ。 

ランボーはスマラン港からブラウン船長が指揮するイギリス船 The Wandering Chief

号にエドウィン・ホームズの偽名で乗船し、９９日後の１８７６年１２月６日にアイル
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ランド南岸のクイーンズタウンで下船した。そしてその年１２月３１日、かれは出生地

シャルレヴィーレにある一族の家に姿を現したのである。 

 

オノレ・ドゥ・バルザック Honore de Balzac はジャワ島への旅を著わした。１８３

２年１１月に出版された「パリからジャワへの旅 Vorage de Paris a Java」には、ジ

ャワの様子が詳しく叙述されている。 

折りしも、ジャワ人画家ラデン・サレがヨーロッパの画壇に登場して大センセーショ

ンを巻き起こしていたころであり、ヨーロッパがアジアに目を向けてアジアに関するさ

まざまな情報知識がブームになりつつあった時代だ。バルザックはこう書いている。 

ヨーロッパ人、中でも詩人にとって、ジャワに匹敵する垂涎の地は他にない。まず第

一に、ジャワ女性はヨーロッパ人に首ったけなのだ。ジャワ人の家庭を形成しているジ

ャワ女性という魅惑的な存在を描くなら、かの女たちはたいへん色白できめ細かな肌を

しており、顔も色白で漆黒の眉毛と茶色の目がアクセントを添えている。髪の毛の美し

さは比類がない。ジャワ女性の濃くて香りのよい髪を一度でも撫でて見れば、ヨーロッ

パ女性が帽子の中に隠しているあの髪への尊重心は霧消してしまうことだろう。ジャワ

女性はたいていが金持ちで、未亡人だ。 

ジャワ女性たちの感情を押し隠したりあるいは心中に恨みを潜ませる能力は、ヨーロ

ッパのどの女性よりもとびぬけている。かの女たちはあなたを丸ごとわが物にすること

を望み、自分の競争相手に対してあなたがちらりとでも一瞥したなら、あなたへの赦し

は決して与えられない。そのような快楽はざらにあることでなく、またたいそう危険な

のだから、その快楽の深さは十分に想像がつこうというものだ。 

その奇跡の島では、すべてが調和し、すべてが生を輝かし、それを呑み込み、そこか

ら戻る者に死をもたらす。ワイン・コーヒー・茶・アヘンは腹にもたらされた衝撃を通
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して直接脳に作用する、われわれの精神の抽象性にのみ和合する重要な四つの刺激剤で

ある。 

あらゆる快楽はひとつになった。ジャワ女性・花・鳥・香料・太陽・空気・全魂をひ

とつひとつの意味に注入する詩。わたしが東インドから戻って以来、それらはわたしの

言葉に溶け込んだ。 

 

ジャワで死ぬ者は幸いなるかな。言うまでもなく、生の問題は存命期間でなくクオリ

ティ、つまり種々の感覚にある。だから、すべての民族が出会い、永遠の廉価な市場、

自ら何層倍もの楽しさを持つ、いつも緑で多様な魅惑の島には、あらゆる種類の伝説の

場所がある。情緒および快楽と危険に満ち溢れているため、われわれの心は共鳴する。

東洋世界に著作家が少ないのはそのせいだ。 

そこでは、他者と交わることができるように、ひとはあまりにもたくさん自分自身の

ことを考えて生きている。もしもその地にあるのが感情だけなら、考え込んでも何の役

にもたたないのだ。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（２５）」（２０２０年０９月０３日） 

バルザックの話は続く。 

わたしがジャワでまだ長くないころ、この土地の不思議な話を聞いた。地上にあるそ

の種の樹木ではそれが唯一のもの、つまりウパス upasの木の話だ。その実はジャワで

行われている慣習の中で、きわめて大きい役割を果たしている。ジャワの伝統によれ

ば、その木は煮えたぎっている火山の中心部に植えられる。その場所で自然は火山にた
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いへん危険な元素を排出させ、それが含んでいる毒素はその木に吸収されて継続的な同

化作用が進行する。どんな科学者の空想的な頭脳も大自然に、その木に、そのたった一

枚の葉にすら及ばないのだ。 

ナイフをウパスの樹皮に力いっぱい突き立てるだけで、ナイフにはその瞬間にシアン

化水素酸の汚染作用が起こる。その有毒な鋼が人間の皮膚にちょっとでも刺されば、被

害者は痙攣や痛み苦しみを少しも示すことなく、即座に崩れ落ちる。人間に死をもたら

すのは鋼を汚染したその樹脂だけではない。その木全体が絶えず猛毒の気体を吐き出し

ているため、ナイフをその木に突き立てたい人間は素早くそれを行って木から離れない

と、突然死体になっている自分を見出すことになる。そうならないように、風上でそれ

を行うのが常識なのだ。吹き抜ける風がその木を通った場合、風は何百メートルも毒素

を運んで行く。風上でナイフを有毒なものにしようとしていたジャワ人も、突然風向き

が変わったら生きては帰れない。 

鳥も動物も、すべての生き物がその危険を知っており、その死の玉座を冒そうとしな

い。木の根幹から枝が生えて周囲に広がり、恐怖の領域を拡大して行く。周辺を通る人

間はますます減少し、木は自己の領土を確保する。周辺に何もない空間に一本の巨木が

鎮座して辺りを睥睨しているのは、あたかも一瞥で不徳の者の生命を失わせる古代アジ

アの王のイメージを彷彿とさせている。 

わたしはその木を見に行った。わたしは可能な限りの用心深さで風下から向かった。

ウパスの木が持つ死の勢力範囲の境界線から木を見たとき、わたしの心は震え上がっ

た。あんなにすさまじく怖ろしい光景をわたしは見たことがない。聖書に出て来る死体

投棄場所や文学者が描く空想の屍に満ちたシーンなど、ものの数ではなかった。 

あたかも死の大王の権勢を示すかのように、大量の白骨がウパスの木の周りをまるで

壮麗な王冠のようにびっしりと取り巻いていたのだ。幹の近くには、白骨がまるで積み

上げられているかのようなものもあった。屍は分解する地虫もいないまま、ただ風化の
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時を待っているばかり。白骨は東インドの強い日差しを受けて、光を反射していた。陽

光はさらにすくみ上がるような怖ろしさを現出している。天を見上げて呪いを発してい

るように見える死体の眼はまるで燃えているように輝き、歯は無念の悔しさをかみしめ

るかのように固く結ばれている。このサーカスの輪に入れ。観衆も、ましてや演者もい

ないこのサーカスに。 

世にも怖ろしい静寂を、白骨の擦れ合う音が破る。こんな光景を世界の他の場所で探

して見るがいい。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（２６）」（２０２０年０９月０４日） 

オノレ・ドゥ・バルザックはジャワへの現実の旅をしたことがないのは、つとに知ら

れていることだ。かれはその時代に集められるだけのジャワに関する情報を集め、椅子

に座って空想の翼を羽ばたかせたのである。 

 

ちなみに upasというジャワ語は毒を意味している。この毒の木 pohon upas の伝説が

はじめて世に登場したのは、１３１８年ごろにローマ法王の命によってアジアを旅した

フランシスコ修道会の修道士オドリコ・ダ・ポルデノーネ Odorico da Pordenone の旅

行記の中だ。 

数人の旅人が休息しようとして、広い場所にある巨木の下にやってきた。ところがほ

んの一分も経たないうちに、ひとりが倒れて死んだ。ほかの旅人たちは蜘蛛の子を散ら

すようにそこから逃げ出したが、ひとり、またひとり、と巨木からあまり離れないうち

に地面に倒れて死んだ。 
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その巨木、ウパスの木の話はヨーロッパ人に格別のセンセーションを感じさせたよう

で、何百年にも渡って再生産され続けた。１７世紀後半にはドイツ人植物学者ルンフィ

ウス George Eberhard Rumphius がＶＯＣ社員時代にマカッサルでウパスの木の幹のサ

ンプルを入手した。かれの歴史的大作「アンボンの植物」にもウパスの木が登場する。 

この木の周囲では空気がひどく汚染されるため、鳥が飛んできて木の枝に止まっただ

けで、その鳥は意識を失い、地面に落ちて死ぬ。 

 

ヨーロッパ社会にウパスの木をもっとも広範に広めたのは、１７８３年のロンドンマ

ガジンにドイツ人ファース John Nichols Foersch が書いた記事だった。かれはジャワ

に住んだことがある。 

囚人は頻繁にウパスの木の樹脂を取って来るよう命じられてその場所に赴く。十人に

その仕事が命じられても、戻って来るのはひとりだけだった。 

イギリス人文学者 Erasmus Darwin が１７９１年に出した詩集 The Botanic Garden に

ウパスの木は、死をもたらす怪物を生み出す聖なる木として描かれている。 

 

本当にジャワにそんな木があるのだろうか？ジャワを征服したトーマス・スタンフォ

ード・ラフルズはアメリカ人自然学者トーマス・ホースフィールド Thomas Horsfield

にウパスの木について調査を命じた。そして明らかになったのは、ウパスの木はその樹

脂が猛毒を持っているだけであり、周囲の空気まで猛毒というのが大げさな話であるこ

とが分かった。ただし樹脂の毒性はすさまじいものであり、ホースフィールドはその事

実に驚いている。 

ニワトリと犬にその毒を試してみたところ、ニワトリは即死し、犬はおよそ８分後に

死んだ。原住民はこの事実を十分に理解していて、敵を殺すためにその樹脂を使ってい
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る。この樹脂の毒に触れたら、ひとは痙攣して死んで行く。原住民はこの毒について熟

知しており、マカッサルやボルネオ、あるいは東部地方の島々の民衆は竹の吹き矢に塗

って敵や獲物を倒す。 

１８１２年のホースフィールドの調査報告には、そのような内容が記されている。こ

のより科学的な観察報告によって、その後の学者たちはヨーロッパに数百年間語り伝え

られてきた伝説が根拠のないものであることを啓蒙し始めた。 

ウパスの木に関するわれわれの知識は、この話を故意にヨーロッパ社会に広めようと

した者たちの怖ろしい虚偽であり、同時に実体のないホラ話を信じようとする、偏見を

抱く者たちの過大な先入観が作り上げたものであると啓蒙者のひとりは述べている。 

インドネシアには、いまだにこのウパスの木が存在している。ジャワでの名称はアン

チャルの木 pohon ancar、学名は Antiaris toxicaria となっている。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（２７）」（２０２０年０９月０５日） 

フランス人と言えば、バタヴィアのレイスウェイク通り Rijswijkstraat を忘れては

なるまい。東インドの諸所を占領支配していた会社（ＶＯＣ）が破産してオランダ王国

がその債権債務を引き継いだとき、東インドはオランダの植民地になった。 

 

その辺りの状況をもっと正確に述べるなら、１６世紀後半に近隣諸国の支配下から脱

した低地七州が作ったネーデルラント連邦共和国 Republiek der Zeven Verenigde 

Nederlandenが１７９５年にフランス革命の影響を受けてバタヴィア共和国 Bataafse 

Republiekに変身した中で起こったことだ。 
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オランダ王国の誕生はフランス帝国皇帝ナポレオン一世が弟のルイ・ボナパルトをバ

タヴィア共和国の王位に就けた１８０６年のホラント王国 het koninkrijk Holland 成

立ととらえることもできるが、現在のオランダ王国 Koninkrijk der Nederlanden の王

朝を継承するオラニエナッソーOranje-Nassau 公家による王国設立は１８１３年にな

る。 

ホラント王国は１８１０年にフランス帝国の領土とされて、オランダの地にあった独

立国は消滅する。すなわち東インドのジャワ島は最初ネーデルラント連邦共和国の中に

作られた会社であるＶＯＣの支配下にあった。ところがＶＯＣは会社活動の衰退によっ

て民間株式会社として破綻をきたしてしまったために、１７９６年にバタヴィア共和国

が国有化した。ジャワ島はこのときに国有会社を通してオランダという国家の所有物に

なったと言える。 

そして１７９９年１２月３１日に会社は解散してしまうが、ＶＯＣに帰属していた資

産はバタヴィア共和国政府の直接管理課に移される。それはルイ・ボナパルトのホラン

ト王国に引き継がれ、更に１８１０年にオランダの地の直接統治者になったフランス帝

国の掌中に最終的に委ねられたというのがその流れになっている。 

 

１８１０年にジャワ島がフランスの植民地になったというのは形式上の話であり、バ

タヴィア共和国誕生以来、ジャワ島は既にフランスの間接支配下に入っていたというの

が実質的な話だろう。 

フランス帝国がジャワ島を敵国イギリスに渡すまいとしてナポレオンにとっての懐刀

であるダンデルスを総督の座に送り込んだ話は拙作「ヴェルテフレーデン」に見られる

通りだ。イギリス軍は１８１１年にジャワ島でフランス＝オランダ軍を打破して降伏さ

せ、ジャワ島をイギリス領にした。 
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１８１５年、イギリスは対ナポレオン戦争の間に奪ったオランダ植民地を新設された

オランダ王国に返還したため、ジャワ島でのイギリス統治時代は幕を閉じることにな

る。２０年間にわたってオランダの統治から離れていたジャワは、あらためてオランダ

植民地時代に入って行ったのである。 

 

レイスウェイク通りはハルモニー社交場が完成した後、モーレンフリート南端からコ

ニングスプレインやタナアバン地区に向かう小道が整備されて作られたようだ。そのこ

ろ、ハルモニー社交場を西端にするレイスウェイク地区は総督宮殿や高級ホテルが立ち

並ぶ新バタヴィアの第一級地区であり、ハルモニー社交場の南側に隣接するいくつかの

商店と住宅地区は当然のようにバタヴィアの第一等地区とされた。その西側を通るレイ

スウェイク通りの向こう側にできた商店街もバタヴィア最高級ショッピング街のステー

タスを与えられた。 

そこでは、パリ最新流行ファッションを取り入れた軍人や市民向けの服の仕立てか

ら、フランスの薫り高い靴やケーキ、更にはピアノまで買うことができた。それらの事

業主の多くはフランス人であり、フランス人はまたレイスウェイク地区近辺のホテルオ

ーナーにもなった。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（２８）」（２０２０年０９月０６日） 

事業が大当たりだったかどうかは別にして、バタヴィアのヨーロッパ人社会で名前の

知られたフランス系一族には、ルロー家 Leroux、パスカル家 Pascal、スフェール家

Seuffert、クレソニエ家 Cressonnier、コメール家 Comert、バスチエール家

Bastiere、ジラドゥ家 Giradeau、ランソン家 Rinchonなどがある。 
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レイスウェイク通り商店街北端の店が当時バタヴィア最高の仕立屋だったオジ・フレ

ール Oger Freresだ。フランス人の兄弟がふたりで１８２３年に開店したこの店は正

装紳士服を仕立てるバタヴィア最高の店で、パリ最新流行を敏感に取り入れて最新ファ

ッションを顧客に提供する技術は並ぶ者がいないと絶賛された。オジ・フレールは百年

以上にわたって同じ場所でそのビジネスを継続した。 

ルロー家は１８５２年にパリスタイルのパンとケーキの店を開いた。ジョン・スフェ

ール Jean Nicolas Justin Seuffert は１８５７年に靴屋を開き、ジョン・コメール

Jean-Baptiste Marie Comert にその事業を売った。バスチエールは仕立屋の一家だっ

た。ニコラス・パスカル Nicholas Pascalはパリファッションの靴店だった。バタヴィ

アで唯一の眼鏡店デュレ Optiek J.Duretは１８６６年から１８８８年までレイスウェ

イク通りの一角を飾った。 

ルイ・クレソニエ Louis Cressonnier はエチエン・ショロン Etienne Chaulan がオー

ナーだったホテルプロヴォンス Hotel Provence を１８６０年に買い取ってホテルデザ

ンド Hotel Des Indes に変えた。バタヴィアでトップクラスのホテルになったデザンド

は、世界各国から東インドを訪れる貴賓たちの宿舎になった。 

 

バタヴィアで一旗あげようとやって来たフランス人の中には、舞台役者や演劇関係者

たちもいた。このひとびとにとっては、バタヴィアのヴェルテフレーデン地区北端でパ

サルバルの南側のブロックに作られたヴェルテフレーデンシアターーSchouwburg 

Weltevredenの存在がきわめて大きい役割を果たした。現在ジャカルタ芸術館 Gedung 

Kesenian Jakartaになっているヴェルテフレーデンシアターは恒久建造物になってか

ら１８２１年に使用が開始されている。 
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このシアターがフランス人演劇関係者らのホームグラウンドになるのは１８３０年以

降だ。かれらの中に、フランス語教室やダンス教室を開設する者が何人も出たし、女優

の中にこの第一等ショッピング地区にブティックを開く者もあった。 

「バタヴィアで一旗」組の中に、フランスの演劇人デプラース Z Berger-Deplaceが

いた。かれはヴェルテフレーデンシアターの演劇界情報を中心にした新聞の発行を思い

つき、フランス語新聞ラロルニェット La Lorgnetteを１８７５年１０月１日から１８

７６年２月２５日まで毎週月曜と金曜に４３回発行した。そのスタートは、折りしもフ

ランスでヒットしたオペラやミュージカルコメディなどをバタヴィアで上演するために

パリから劇団がやって来た時期に当たっている。 

デプラースは最初、その劇団にバタヴィアでのマネージメントをオファーしたが、準

備万端整えて来たのでバタヴィアで新たな人間を雇う必要はないと劇団側はそれに答え

た。かれは仕方なく引き下がったものの、それに代わって新聞発行のアイデアが脳裏に

浮かんできたということらしい。 

新聞には劇評や演題などの案内、あるいは文化関連記事、そして広告が紙面の広い部

分を占めた。１部５０センの値段で販売され、バタヴィアのフランス人やベルギー人、

そして 

フランス語を解する文化愛好ヨーロッパ人たちがそれを買った。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（２９）」（２０２０年０９月０７日） 

ラロルニェットはシアターの中や出入り口、シアター内でフランス人が開いているカ

フェなどで販売され、売れ行きは上々だったようだ。「マスク劇の悲劇」と題する連続
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小説が掲載されていたり、詩の一節やエスプリの利いたフランス人好みのバタヴィア批

評なども読まれ、さらにコミュニティ内で役立つ広告もあったから、内容的にも悪いも

のではなかったにちがいない。 

ところが第３９号まではとんとん拍子に進んで来たというのに、フランスの劇団が直

近で上演した「ロッシーニ音楽とウイリアム・テル」と題する芝居がデプラースの眼に

たいへんな愚作であると映った。かれの演劇批評スピリットはそれを黙って見過ごすこ

とができず、痛烈で辛辣な批評がラロルニェット第４０号に掲載された。 

劇団側の逆鱗に触れたラロルニェットの流通がシアター内で禁止されることになる。

バタヴィア人にとって文化的クオリティの切磋琢磨よりもビジネス上の成功の方がはる

かに重要事項であったことは疑いもない。それはバタヴィア誕生以来、現在のジャカル

タに至るまで連綿と継続している栄枯不滅の鉄則なのである。 

デプラースは第４３号まで発行を続けたものの、売れなくなってしまったラロルニェ

ットは回復のきざしを見せず、デプラースは終に諦めて休刊宣言を出した。しかし復活

の日はやって来なかった。 

ラロルニェットに掲載された宣伝広告の中には、次のようなものが見られた。 

- オジ・フレールではパリの最新ファッションレース製品、シャツ、靴下、女性

靴などが入荷しています。 

- ガンプチェノガン Gang Petjenonganのマダム・デュフォール店は女性服の仕

立てと、シャツ・カラー・ネクタイ・子供服・仕立上がり服・スーツ・スコッ

トランドスカート・シーツ類など豊富な商品を販売しております。 

- パリの著名テーラー、マダム・タバーディは全バタヴィア女性に日用服やパー

ティドレスの仕立てをお任せくださるよう、お願いします。 

- マダム・コードレー店はフランス製の新着女性下着を取り揃えております。 
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- 金箔・絵画・銅加工・絵画と家具修理のＣ．ベイリーで浴室鏡・支え具・透写

紙・大理石・透写用ビロード・皮革などをお求めになれます。 

- 音楽レッスン。ファン・デン・ボシュ防衛線（ブグルブサール Bungur Besar）

の海軍司令部裏の管弦楽団長Ａマルタンはバイオリンと歌のレッスンをお引き

受けします。 

- レイスウェイクの香水店ペクーは女性ヘアデザインの専門家です。 

 

バタヴィア居住者人口の中でヨーロッパ人はヨーロッパ系プラナカンを含めて５％に

満たなかった。人口のマジョリティは東インドのプリブミであり、しかも地元ブタウィ

人よりも外来種族のほうが圧倒的多数を占めた。現代ジャカルタでブタウィ種族がほぼ

消滅しかかっている状況は何百年も前から始まっていたと言うことができるだろう。 

外来種族のムラユ、ブギス、バリ、アンボン人たちはたいていが同一種族コミュニテ

ィを作って居住した。バタヴィア一帯の域内で同種族カンプンは１２カ所に分散した。

一方、非プリブミとしての華人はバタヴィア総人口の２５％に達し、華人コミュニティ

のメインはグロドッ Glodok とパサルスネンを華人カンプンにした。 

インド人コミュニティはパサルバルで絹布を含む布販売の主流を握り、アラブ人コミ

ュニティはプコジャン Pekojanとタナアバンを主テリトリーにした。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（３０）」（２０２０年０９月０８日） 

バタヴィア郊外の私有地はヨーロッパ人とたまに華人がオーナーになり、法外の地と

されて犯罪者に潜伏場所を提供した。私有地オーナーは自己の保安警備のためにジャゴ
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アン jagoanを飼って私兵部隊を持てたが、バタヴィア都市部住民にとってそんなこと

が容易にできるわけがなく、かれらは行政が持つ保安機構に頼るしかなかった。つまり

私有地に潜伏する犯罪者たちにとって、バタヴィア都市部は私有地よりもはるかにおい

しい稼ぎ場所になっていたということだろう。したがって私有地制度はバタヴィア都市

部の治安を悪化させる根本要因のひとつだったと見ることもできる。 

都市部で夜間、不審な人間の往来を取り締まるために、バタヴィア行政はプリブミに

身分証明書を持たせ、また夜間外出には必ず灯りを携帯するよう義務付けた。居住地区

では夜間警備のシステムが一般化し、見回り班はクントガン kentongan を必要に応じて

叩きながら担当地区を見回った。 

バタヴィア行政区域内にせよ郊外部にせよ、健康的で安全性も高いエリアは支配階層

であるヨーロッパ人やプリブミ貴族あるいは金持ち階層が占拠したため、一般のプリブ

ミが住むカンプンには湿地帯や地勢の劣る場所しか残されていなかった。流行病がはび

こったとき、圧倒的な数でプリブミがその被害者になったのは単に人口が多かったため

ではない。１８６４年のマラリアエピデミックで２４０人のヨーロッパ人が死んだと

き、プリブミの死者数は二倍にのぼっていた。 

裕福な家庭では西洋料理とヌサンタラ料理の両方に巧みな料理人がもてはやされ、ヨ

ーロッパ純血の御主人と欧亜混血のその妻、あるいは純プリブミであるニャイの舌を満

足させる能力は料理人の就職先を確保するのに役立った。インドネシア料理とされてい

るレイスターフェル Rijsttafel が創造され、完成されて行ったのはこの１９世紀であ

る。 

 

フランス人シャイエ＝ベル J. Chaillet-Bert は１９０７年にジャワ島を訪れて調査

を行った。フランス人は植民地主義にあまり熱心でなかったために世界覇権競争に取り

残されていたのだが、スペインとポルトガル、イギリスとオランダが取り残した土地に
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遅ればせながら植民地を作り始めたことから、当然ながら植民地経営の諸技術を会得し

なければならなくなった。そのための先達には事欠かない状況だったから、イギリスや

オランダがどんなことをし、それが現地でどんな形を生み出しているのかを学んで参考

にしようと、シャイエ＝ベルはアジアの各地を巡った。 

オランダ政府植民地大臣もフランス一流の知識人が行う観察報告書に期待をかけてい

たためだろう、ジャワ島でのかれの調査旅行はたいした障害に会わずに終始したよう

だ。折りしも日露戦争の結果、日本が世界覇権競争に強者としての姿を示しはじめた時

期でもあり、西欧列強によるアジアの植民地経営にダークホースが出現したことで現地

にどのような影響がおよぶかについて、シャイエ＝ベルは考察を加えている。 

 

シャイエ＝ベルの記録には、ジャワ人のメンタリティがこのように分析されていた。 

ジャワ人の礼儀作法については、それを実見したことのないひとを誤解に導くだろ

う。われわれのデモクラシーはその比較素材にできないのである。それは切り詰めた衣

服や外した仮面、あるいは色あせた洗練さといったわれわれのデモクラシーが持ってい

る問題とは異質の、精神の中にあって性格の基盤をなすものであり、自己の核に浸透

し、魂に入り込んでいるものであるためだ。退屈さ・性急さ・死・不安あるいは欲望で

すら同様に、ジャワの名士は客人の前に決してそれらを示さない。悲哀や歓喜を表出す

るのに、かれはひとりきりになるときをひたすら待つ。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（３１）」（２０２０年０９月０９日） 

オランダ人の到来にもかれらは元来のその性質を維持し、それどころか自己卑下すら

示して来航者を心地よくさせようと温かい姿勢を見せた一方で、自分の意見はしっかり
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と保持した。原住民にとって来航者は大切な対象であるために、かれら生来の習慣にな

っている沈黙で自分の信念を保持するのである。傲慢な言葉や酷薄な振舞いの来航者た

ちはブルジョア的と見なされ、その評価は口伝で広まった。来航者たち自身はそんなこ

とをたいして気にも留めなかっただろうが、時には黄色い顔に浮かべられた微笑みに驚

かされることもあった。それが敗者を包んだ怨恨からの報復だったのである。ヨーロッ

パ人の嘲弄・高慢・侮蔑・粗野な扱いに対するジャワ人の丁重さは、ヨーロッパ人をし

て自らの偽善性に思いを致さずにはおかない。 

ジャワ人は沈黙を選び、自分と一緒にいる人間を好ましい人間に仕立てる。誰しも、

好ましい人間と一緒にいたいものだ。かれらは自分の主人の心をつかむのが巧みだ。ヨ

ーロッパ人はそれを偽善と言い切れるだろうか？偽善とは自分の利益のためになされる

悪行だが、ジャワ人が他人の前で自分の感情を秘匿することは悪行を行っているように

見えない。他人の気持ちを心地よくする意欲や教育はかれらにとって当たり前のことで

あるかのようだ。かれらは本能でそれを行い、自分と一緒にいる人間の心を裸にするの

である。 

卑怯者のモラルに加えて、かれらの最悪の弱点はビューロクラシーへの情熱である。

過去三世紀の貴族性にもっとも誇りを抱く者は一番の金持ちで自分の居所周辺に広大な

土地を有し、富を運営する一族との取引が大好きで、行政面での自分の地位や政府機構

内の職位に少しも満足していないひとびとだ。それを駆るのは民衆の苦難や野望などで

なく、傲慢さなのである。ひとは権力者になったと認められるまで権力を追求する。ひ

とはかつての父親の地位を受け継ぐだけだったり、それより一段上に上昇したくらいで

は満足しない。同等の者たちの前で自己の威厳を低下させるようなことはしないのだ。

そして誰もがそのような思考パターンの中にいる。 
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ジャワ社会では、ひとびとは行政やかれらの宗教から教育を受ける。社会階層は過去

の遺物のままだ。三人の息子たちはそれぞれが異なる道を歩む。長男は最初から行政機

構に入って、将来は父親の役職を継承する。次男はモスクの学校に入って将来はメッカ

巡礼を行い、更に聖職者になるためのイマムの大学に学ぶ。兄たちがそれぞれの道を歩

む一方で、末っ子は育った家庭環境の中でただ結婚し、一家の財産を運営管理する。 

社会に大きい影響をもたらす征服者の精神をかれら三人が持っていないなら、かれら

は自由に振舞い、偏見に満ちた上位階層から賞賛を与えられるだろう。自分の階級から

逸脱したと判断された者には、貴族性の評価が低められる。そうなれば、遠い祖先から

受け継いで来た社会への影響力が失われる。 

この社会は農耕を卑しい仕事と考えている。商業も工業も同類項であり、また学問知

識をも重視しない。文学さえも、やむをえず宗教を受け入れるまでかれらは認識してい

なかったと言える。宗教をかれらは外面的に半身で行っているだけであり、迷信を相変

わらず信じている。かれらがありがたがっているのは政治権力だけなのだ。 

かれらと金銭の話をしてはならない。かれらはそれにまったく関心を払わないのだか

ら。かれら以上に金遣いの荒い人間が世界のどこにいるだろうか。最高の地位にいる者

から末端庶民に至るまで、全員が首まで借金に浸かっている。それは内政に影響を与え

るが、しかしながら・・・・。 

かれらが得るのは金銭なのだろうか？商売で得られるものは何か？華人にとってはそ

うだ。利子は？アラブ人にとってはそうだ。工業からは？ヨーロッパ人にとってはそう

だ。貯金からは？マドゥラ人の中に何人かいるが、そんなことを考える人間がどれほど

いるだろうか。違うのだ。尊敬される金、ありがたい金、それは政府から得られる金で

あり、税から得られる金である。それがかれらの信条なのだ。われわれはそれを変えよ

うと努めているが、遅々としてはかどらない。ジャワの最下層はいまだに役人の影響に

満ちている領域なのである。[ 続く ] 
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「ヌサンタラのフランス人（３２）」（２０２０年０９月１０日） 

宗教者の数はきわめて少なく、ましてやモラルを持つ者においておや。反対に、大部

分が迷信を信じている。歴史と自然が一体と化してかれらを襲ったために、信仰を持た

ない者はいない。ヒンドゥ・ムラユ・中華の伝統によってその三種族が続けざまに形成

された。 

世界でもっとも豊富な空想力と伝説に満ちた三種族だ。かれらの神話がジャワ人に下

って来た。もちろん自然も大きな役割を果たした。獰猛な生き物を擁するジャングルや

火を吐く山々が住民の生命に恐怖を満たし、信じることを容易にした。先祖がワニであ

ることを信じる者。国政指導者たちがトラを尊敬し、部下たちは当然のようにそれに従

う。龍がこの大地を守護している。・・・ 

 

男は優しくて善き夫であるという現象がこの領域での常識であり、妻たちは完璧にイ

スラムの教えに支配されている。しかし仕組みによって定められたものを慣習が壊して

いる。 

同等階層の者同士の婚姻でないケースに出会うことは滅多にない。同じ社会ステータ

スの妻が夫の傍らにはべるのである。東部地方に行けば残酷な男の話に事欠かないのだ

が、ジャワでは部屋の鍵を妻が握る。妻が家庭内を整え、商売し、家計を統括する。妻

が出費を統御し、寄付金を出し、そして不平を言い立てるのである。 

かの女たちの歩く姿を見てみるがいい。閉鎖的なひとりの女の姿。時にはショールで

頭を包み、イタリアの処女たちのような優雅さを示すが顔は隠さない。短いサルンは脚
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と腕と腰を歩きながら垣間見せる。この地方の宗教がイスラムであっても、イスラム国

家の女奴隷とまるで異なるものをあなたはそこで目にするだろう。そこにはキリスト教

の影響が及んでいるようだ。 

 

これから述べるヨーロッパ社会とオランダ植民地生活というのは多分大げさすぎる表

現のように思われる。ヨーロッパと呼んでいる内容のほとんどがオランダ人なのだか

ら。範囲をもっと狭めてみよう。１千人台のドイツ人、２～３百人のイギリス人、フラ

ンス・スイス・ベルギーなどはだいたい同数で、残りは全部オランダ人なのだ。それで

すら、２千５百万人を数えるジャワ島総人口のどれほどと言えようか？ 

オランダ人の存在は三世紀に渡っているが、植民地化はおよそ６０年前に始まったば

かりなのだ。オランダ人のジャワでの活動は昔からＶＯＣの名前で呼ばれていた。公式

な植民地化は１８３０年以降であり、本質的なそれはファン・デン・ボシュ総督の有名

なシステム10が危殆に瀕し、東インドに移住するオランダ人が増加するようになる１８

６０年からである。移住者は最初少なかったが年を追って増加して行き、今や６万人と

なってヌサンタラ全域に場所を得、ジャワ島だけでも５万人を数えている。 

ジャワ島の５万人の中には、植民地官僚や軍人だけでなく、商人や農園主なども含ま

れている。１８９５年の統計調査によれば、行政官僚４，９３４人、公証人・医師・弁

護士など独立プロフェッショナル３７６人、商人・実業家・工業技術者３，３４４人、

農業関係者４，１４３人、その他諸職種１，３４９人、東インド政庁元高官や元役人の

年金生活者３，１０１人。軍人は１万８千人が全国に散らばっている。 

フランスの植民地であるコーチシナと比較すると、あちらはヨーロッパ人が２，４０

０人いて、１，１００人が行政官僚だ。しかもサイゴンというひとつの町に１，７００

人が住んでいる。それは何を意味しているのか？フランス人は植民地で新たな人生を始

 

10 強制栽培制度 



ヌサンタラのフランス人 

106 

めようとしていない。かれらは商業や役人といったそれまでと同じような仕事をし、植

民地に土着してその豊かな自然を踏まえた暮らしをしようとしていないのである。[ 続

く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（３３）」（２０２０年０９月１１日） 

ある島を端から端まで行き当たりばったりに歩いてみると、オランダ人がオーナーに

なっている農園に遭遇する。広大な土地の所有者は遺産としてそれを受け継いでおり、

たいていは会計士・ＶＯＣ・ダンデルス総督・イギリス時代に土地の権利を譲渡された

ものだ。中には政府のコンセッション下にある場合もある。 

数千ヘクタールの土地を所有し、その土地が何千人もの農民から地代をかき集める。

もっとも一般的なのは一年ごとの借地耕作だが、数年間の契約も行政の許可を得て行わ

れる。土地を持っている原住民は、自分の土地を他人に譲渡することができない。かれ

らはその土地でタバコやサトウキビを栽培する。土地持ち、長期借地人、短期借地人の

すべてがたいていその土地に家を建てて住む。 

 

贅を尽くした御殿に住む農園主の日常生活はまるでおとぎ話のようだ。かれらの暮ら

しにまさるものはきっとこの世界のどこにもないだろう。澄んだ水と太陽の光が作り出

す美しい大自然の中で、邸宅からそれほど遠くない農園と、そこからほど近い場所にあ

る工場を監督するのがかれの務めである。そこでの暮らしはかれの健康を最適状態に保

ち、かれの知性は適切に満たされ、かれの創造性も農園と工場経営の中で妥当に発揮さ

れる。 
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かれの一日は早朝から始まる。朝起きると、オランダ人ニョニャが愛情をこめて用意

してくれた素晴らしい味わいのコーヒーを飲む。トアンはあたかもそのすべての味わい

を一杯のコーヒーにこめて、そのカップからすすっているようだ。 

厩舎から引き出された馬にまたがると、農園内の数カ所ある要所を見回るために出か

ける。農園を回ったあと工場に立ち寄り、工場内の様子を観察し、技術者やマンドルと

親しく会話して冗談を言い合い、そのおよそ二時間の日課を終えて帰宅する。 

その間ニョニャは台所で料理人たちに豪勢な朝食を作らせ、トアンが戻る時間を見計

らって大きな食卓に料理を並べさせる。食卓の上には白い蓮の花が飾られ、それが表す

歓びと清楚な白が幸福な一日の始まりを感じさせてくれる。 

フレッシュな生命と快活さを発散する子供たちを目にすることもトアンに歓びをもた

らすものだ。子供たちの肌は貧血症を思わせるものの、血液自体は健全だ。 

 

使用人のひとりが邸宅からほど近い事務所へ行って、手紙を取ってきた。外界の様子

を伝えて来る今日最初の情報だ。特定の日にはヨーロッパからの手紙や新聞、新刊書な

どがもたらされる。読書サークルに入っていれば、多種の刊行物や書物が回覧されてく

る。娯楽としてはもとより、それらは知識を涵養するための重要な源泉になっている。 

朝食を終えると、トアンは再び農園を巡回して早朝に与えた指示が適切になされてい

るかどうかをチェックし、追加の指示を与える。更にもう少し離れた農園に見回りに行

ったり、あるいは新たに開墾している場所の様子を見に行ったりして数時間を過ごす。 

仕事を終えて帰宅する途中、かれは隣人の家に立ち寄って世間話をし、その日の晩餐

に隣人を招く。他にも招きたい知り合いがあれば、家に帰ってから電話する。同じ階層

のひとびとは互いに自宅に招きあって親睦を深めるのである。広い食堂、大きな食卓、

テラスの安楽椅子の脇に置かれた小テーブルにはよく冷えた飲み物。贅を競うようなメ
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インホールには、さまざまな芸術品がセンス良く並べられている。家によってはすべて

偽物という所もあるのだが。 

パーティともなると、どこで葉巻を吸おうがだれも苦情せず、ウイスキーソーダやパ

イッ pait（ジャニパーとビターを混ぜたアルコール飲料）が休みなくグラスに注が

れ、客室には音楽が流れて娘たちがそこに集まる。客人たちが乗って来た馬は表庭につ

ながれて、落ち着きなくいなないている。雲の切れ目から銀色がかった月が現れて、ま

もなく黄金の魔法の光を浴びせるぞと予告している。あたかも、静かな明るい夜は愉し

い夢を見ながら眠れ、と誘うかのように。オランダ人はそのような穏やかさを愛してい

るのだ。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（３４）」（２０２０年０９月１２日） 

かれらは農地の地主兼商人になった。かれらがジャワにやってきたとき、ジャワ人は

みんな農民だった。それがオランダ人の進路に影響を与えた。オランダ国民の中に、都

市生活者であるにもかかわらず農園主の暮らしに憧れる者がたくさんいた。と言うよ

り、農園用地など欲しくないと言う人間はいなかったのだ。 

都市部でも、村落部と同様に広大な土地の上で生活が営まれているものの、あれほど

の贅沢さとは無縁だ。かれらは有り余る豊かさの上で生活しているが、生活そのものは

シンプルで、すべてが計算しつくされている。 

都市部から数時間離れた村落部に住んでいる、とある植民地官僚の昼食メニューをご

紹介しておこう。チキンスープ、白ワインとライムで茹でた貝、飯とフライドチキン、

仔牛とキノコ、ローストビーフ、サヤインゲンとアスパラガス、ジンジャーソース、果
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物、コーヒー。そしてデザートのアイスクリーム。夜も似たようなメニューで、夜には

モーゼルやボルドーのワインまたはシャンパンが出る。 

島の果てから山地に至るまで、どんな遠隔地であっても、男の使用人がまったく感情

を表情に表さないまま、色の塗られた大きなヤシの葉を休まずに動かして風を起こして

いる。女性たちは一様に、ライムの葉を浮かべたフィンガーボールにそっと指を浸し、

濡らした指の腹で唇を拭く。わたしの知っていることは他に何かあっただろうか。 

 

この二十世紀にアジアに住んでいるヨーロッパ人の弱点は次のようなものだろう。ヨ

ーロッパが信じて疑わないことのひとつに、オランダはこの熱帯の地に作った植民地を

維持し続けて行くだろうというものがあるが、それは間違いだ。６万人という十分大量

の人口を擁しているとはいえ、インドの植民地にいるイギリス人は１０万人を超えてい

る。インドシナのフランス人は６千人だ。ジャワ島を巡っているときわたしは、２５年

間ヨーロッパの土を踏んでいないと言うひとびとに何人も会った。かれらはそれを誇っ

ていた。 

わたしがヴェルテフレーデン軍大病院を訪れたとき、アチェから移送されて来た負傷

者たちを大勢目にした。かれらは身体を洗われ、治療を受け、最善の医療技術とたっぷ

りの同情心に包まれ、何ら不自由のない環境に置かれているというのに、かれらの表情

には哀しみの色が浮かんでいた。わたしは案内の医師に尋ねた。「かれらはなぜあんな

に哀しそうにしているんですか？」医師はふたつの言葉を口にした。「故郷の喪失で

す。」 

かれらはヨーロッパへの望郷の思いに焦がされ、しかし心は東インドをもさまよって

いる。かれらは帰国するとき、ジャワにさよならを告げる。そのとき、後悔が心をよぎ

る。オランダへ帰ってから、ジャワで体験したような楽しい暮らしが果たしてできるの

だろうか。オランダで待っているのはどんな暮らしなのだろうか。 
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ヨーロッパ人がジャワで暮らすとき、本人は適応する意志があるのだから問題ない

が、子供たちはどうなる？教育を受ける年齢に達したとき、芸術・高い文化・宗教・理

想・祖国などに欠けている社会の真っただ中に置かれた子供たちの将来は不安に包まれ

る。だから子供たちをオランダに送って高い教育を受けさせ、愛国主義を、ナショナリ

ズムを心に植え付けるのである。東インドでの暮らしの空虚さを埋めるために、子供た

ちはオランダに帰す。子供の教育という名目が親たちを祖国に引き寄せる。 

ジャワに住む植民地主義者や行政官僚は永続性のない客人だ。かれらは滞在期間をで

きるだけ短くしようと心掛ける。巨額の報酬、年金生活のための先掛け、そして帰国。

微笑みあふれる、広範な生活が可能な、容易に成果が得られる東インドを惜しむ気持ち

などさらさらない。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（３５）」（２０２０年０９月１３日） 

ところがほんの数年前までヨーロッパ人がめったに話題にしたことのない日本という

国が、世の関心を集めるようになった。それまで日本人というのは何人かの個人的知り

合いや、曲芸師、娼婦しか見たことがなかったというのに、今やその数は急激に増加し

ている。曲芸師はまだいるにはいるが、娼婦は激増し、商店を開く商人も増加し、経済

面以外の分野にまで不安を拡大させている。 

日清戦争で日本が勝利したことにヨーロッパ中が驚き、他国を征服したことでその極

東の民族が西洋パワーのレベルを突然凌駕したことを認識した。ヨーロッパ人は警戒心

を向け、心は不安に包まれた。 
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ジャワには強力な軍隊がおり、知性豊かな指導者がいて、要塞と軍事基地が散在し、

鉄道線路網が走っている。２万５千人であろうが５万人であろうが、いかなる敵が進攻

してきても、ジャワ島を奪うことはできない。それはわたしひとりの意見ではない。と

はいえ、欧亜混血のリーダーたちが日本を特別な位置に祭り上げる可能性も計算に入れ

なければならない。日本人への監視を強めることは、十分に理由のあることなのだ。し

かしまた、別の要素もある。 

最近日本は通商分野でいくつかの大国と重要な条約を結んだ。日本人はヨーロッパ人

並みの待遇を受けることになった。その条約の結果、日本はヨーロッパ諸国と相互に拘

束し合える立場に立った。こうして日本人が滞在しに来たり、会社を設立しに来ること

を阻む理由がなくなり、日本人に特別の課税をすることも、日本人の活動分野を制限す

ることや大っぴらに監視を行うことすらできなくなった。オランダは日本と条約を結ん

だ国のひとつである。 

日本が台湾を併合したことに関連して、その状況は特別の意味を持つようになった。

台湾が日本領になったために、台湾の中国人が日本国籍を持てるようになった。その中

国人が日本と条約を結んだ国に滞在するとき、かれらは日本人として契約を行うことが

できるのである。相手が原住民でもヨーロッパ人でも同じように。 

台湾に住んでいる一部中国人が、在来の中国人と同じような性格とプロセスとチャン

スを持ってジャワにおけるビジネスを行うとき、中国人に対して行っているような取締

りをかれらには行えなくなり、ヨーロッパ人と同じ取扱いをしなければならなくなる。

ジャワに近い台湾は危険な場所になった。 

 

ジャワに１万７千人、外島部に８千人いるアラブ人は経済分野でも宗教分野でも不運

を嘆いている。経済分野については、いくつかの点を華人と比較することができるだろ

う。農業や商業で成功する者もある。かれらが何も産しない土地に住んでいたとはい
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え、それでも資金の運用はできるのだ。物品を仕入れ、金利を乗せてそれを売るクレジ

ット販売で利益を増やす。時に金利はとてつもなく高かったりする。かれらはヨーロッ

パ人に依存することもあるが、ジャワ人への依存はもっと確実だ。そのどちらの状況に

おいても、宗教が役立つツールになる。かれらアラブ人のほとんどはイエメンから移住

して来た。イエメンはメッカに近く、宗教的な意欲はたいへん強い。かれらは自分を有

利にする教義を前面に押し出して、あらゆる分野に宗教をからめる。 

 

宗教に対するかれらの信仰はあまり純粋なものでないようだが、イスラム社会におい

て宗教は、それが正統であろうが異端であろうが、自分たちが上位に立つためのツール

であるということが熟知されており、それがために敬虔な信徒である姿をかれらは情熱

的に誇示しようとする。経済と商業の分野でそれは大きなチャンスをかれらにもたら

す。 

プリブミはあのような暮らしをしており、教義実践を厳格に、時にはファナティック

に行っている。それは時としてヨーロッパ人支配者に不安をもたらす元凶になってい

る。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（３６）」（２０２０年０９月１４日） 

華人問題はさまざまなアスペクトを抱えている。ヨーロッパ人よりも勤勉・倹約・技

能優秀であらゆる面での競争相手になっているという唯一の欠点を持つかれらを敵視す

るための理由付けに傾くわれわれの偽善性は、もっと広い心で対処するように変えるべ

きだ。われわれがかれらを性質の頑なさ、生命力の旺盛さ、モラル欠如型ライフスタイ
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ルや強要的といった角度から批評するのは、抑圧され恐怖におびえている種族に対して

行われる悲劇だろう。 

華人はたくさんの能力を持っており、東インドでわれわれが見出す様々な状況にすぐ

に自己を適応させる。かれらが就く職業のもっとも一般的なものは職人と商人だ。しか

しカリマンタンでは苦力になり、スマトラでは鉱夫にもなり、そして庭師もすれば土砂

運び人足もし、村落部で建築作業者にもなり、またそのオーナーにもなっている。 

トンキン、香港、上海に住む者の中には、サービス業従事者や家庭プンバントゥにな

ってヨーロッパ人社会の中に身を置く者もいる。かれらは雇用者に対してとても注意深

くまた巧みに仕えるので、かれらのサービスを知った後、他の種族を雇うヨーロッパ人

はいなくなる。 

ところがジャワ島にいる同じ種族の人間はヨーロッパ人に仕えることを拒む。ホテル

の職員やルームボーイになる者はいない。反対にかれらはスタッフ、会計係、監督人な

どになる。オランダ人はかれらを怖れている。政府はかれらに対して警戒している。と

ころが銀行や大会社で華人の掌握する支店を地方部に持たないところは、真の大会社や

大銀行とは言えないのだ。華人たちはそんな場所で、適切な注意を払い、妥当なサービ

スを穏やかに行っている。 

華人が就く仕事の中で、ジャワ人やヨーロッパ人と競合しない分野もある。それは阿

片農園であり、馬交換ポストや貯水槽を持つ農園、ギャンブル性が高く忠実さを求めら

れる職業、家畜屠殺場などだ。われわれはそのような分野における原理を知っている。

コンセッションや入札によって、たいてい政府に一定の税を納めるのがその特徴であ

り、農園主には独占権が与えられる。政府が農園から税を徴収するときはたいへんな苦

労が待ち受けている。そのような方式を執らない場合は国有会社が取って代わったり、

あるいは直接税方式にされる。 
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プリブミ社会と混じり合って生活する巧みさで、華人の右に出る者はいない。プリブ

ミの言葉を話し、分かち合い譲り合って生活し、信頼を受けるのである。かれらは自己

の欲求の充足に向かって精力的に動き、挙句の果てに決まりを破るためにより重い条件

が課される結果を招くのが普通だ。 

 

もっとも嫌気がさすのは、華人大商人たちだ。かれらはたいてい、この地にやって来

て最底辺の仕事からキャリアを開始し、そしてたいがい新興成金になり上がった。 

故国を去ってジャワのどこかの地方に移住し、そこの華人社会に入って同種族の者た

ちと一緒に苦力になったり、見習い奉公をしたりして、移住に要した旅費その他の借金

の返済にあてる。それは１８カ月から２４カ月かかる。その間にかれらは仕事の要領を

覚えてしまう。借金が返済され、見習い奉公が卒業できたら、次は貯蓄に移る。自立す

るための商売の元手を作ろうとして、倹約生活に励む。そして一番売れ行きの良い商品

を華人やヨーロッパ人から仕入れるのである。現金一括払いもあれば、分割払いもあ

る。 

それからは、その商品を担いでいくつかの地方を巡回販売する。重い荷を担ぐ苦労

も、門前払いする消費者も、かれの意欲をくじくものではない。かれは朝から晩まで歩

き回り、微笑みを絶やさず、消費者の心をつかもうと努力し続ける。そうしてもっとも

人気のある巡回商人として、その地方で定評を得るに至る。[ 続く ] 

 

「ヌサンタラのフランス人（３７）」（２０２０年０９月１５日） 

そうなれば、次のステップは自分の店を開くことだ。加えて別の店への商品供給も行

う。そうやって商売仲間を作り、そのうちに仲間の仕入れや販売に影響力を振るうに至

る。ヨーロッパの産品を売って利益を得、プリブミの製品を買って利益を取る。金がう
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なり始めれば、遊ばせておく法はない。かれらは銀行分野や金貸し分野に入って行く。

遠慮もなければ自主規制もなく、へどを吐く職種もなければ軽蔑するべき職業も存在し

ない。大きいビジネスを追求するのは当然のことだが、細かいビジネスを軽視すること

もない。 

ヨーロッパ人は事業が成功して財が蓄えられたなら、その事業から離れる。しかし華

人はとどまる所を知らない。自分の職業で世の通常でない巨額の財を築くために、かれ

は真剣に働く。資産は往々にして不動産の形を取る。都市部にある美麗な大邸宅はたい

てい華人のものだ。ただし外見はそれほど華麗な姿にしない。一見、質素な装いになっ

ているものの、中に入れば贅沢この上ない内容が現れて来る。バタヴィアやスラバヤの

路上で何台もの高級大型車を目にしたなら、そのオーナーはまず華人だと思って間違い

ない。 

 

わたしにとって幸運だったのは各地の行政官僚の手助けを得たことであり、そのため

に言葉の問題が大きい障害をもたらす事態に遭遇しなかったことだ。オランダ政府が各

地の行政官僚に担当地域の地元言語を修得することを命じていたのは、個人生活や職業

生活でかれらが与える諸指示のための便宜といったものをはるかに超えた、政治的な意

味合いを強く持っていたのではあるまいか。つまり政庁は原住民が統治者の言語をマス

ターすることを好まなかったというのがその意味するところだ。あらゆる真理を述べる

ことが常に良いとは限らず、書かれたものがすべて読解されるのが常に良い結果をもた

らすとも限らない。オランダ語の書物・パンフレット・新聞の中に、虐げられている原

住民に読ませるべきでないものは有り余っているのだから。 

オランダ人のやり方はフランス式とまったく異なっている。フランスでブルジョア階

級の子供たちはすべて中等教育を受け、そこでヒューマニズムに触れる。オランダで
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は、その種の子供たちはブルジョア教育の学校で小学校レベルから上級中等レベルまで

学ぶ。 

それはフランスの大臣が提唱した特別教育とよく似ている。言語と科学のふたつの柱

を根底に置いた教育だ。どんな職業であれ、将来部下としての仕事をするだけの生徒た

ちに適切なものであり、もしも知識や能力をもっと拡大して幹部や上級の位置に上ろう

とする生徒たちや、アントレプルヌールとして成功しようとする生徒たちにも、それは

将来の発展性を助けるものになる。 

だが平均的な頭脳の持ち主で、社会や行政の最前線で活躍したい希望を持つ者には適

切でない。実用的知識がかれの思考パターンを形成するがために、適用と調整の能力に

欠けてしまう。行政機構で働く者にとって必要不可欠な哲学を修得するのに困難が生じ

る。政治教育は与えられないのだ。 

 

東インドの官僚候補者は行政官としての知識をほんの少ししか与えられない。そんな

知識だけで行政機構の末端から中級までの役職に就くのである。一方、頂点の座に着く

べきひとびとは政治と行政の十分な知識を持たずには済まない。かれらの役割はただ組

織を統率するだけでなく、もっと広いスケールにおいて命令を下さなければならないの

だ。そんな知識は小学校でも、オランダのブルジョア階級向け実業学校でも教えていな

い。東インド上級官僚向けの教育は技術面の教育だけでなく、実際面におけるものでな

ければならないのである。 

イギリス・フランス・スペインの各国に、かれらが植民地にした土地の原住民に何を

してやったかを尋ねてみなさい。教育を与えようとしたのか、そしてどのような教育

を？この直接的な質問に対して、かれらは直接的な回答をしない理由を常に持ってい

る。かれらは原住民を愛おしみ、監督し、教育したいと思っている。ところがその実行

を阻むいくつかの障害に遭遇するのだ。かれらは宗教のプロパガンダと聖職者たちの世
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俗権利を尊重する。原住民社会からの偏見や憎悪がどうあれ、かれらは征服と平穏を優

先する。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのフランス人（終）」（２０２０年０９月１６日） 

ところがオランダだけはそんな障害から免れている。オランダ人は欲するがままに、

何でも行うことができる。かれらは三百年にわたってジャワを支配してきた。かれらの

財政は長期間繁栄し、今でも満足できる状況にある。オランダ本国は教会の支配を受け

ない。 

イスラムを信仰する原住民は科学に心惑わすことがない。教育を受けた唯一の階層は

オランダ人と徹底的な抗争をしたことのない指導者層であり、争いどころか、かれらは

友好的な姿勢を示す。 

 

ダンデルスはジャワ人への教育構想を抱いた。１８０８年に出された決定書には、ジ

ャワ島の各地方行政長官は青年層に対する社会教育・慣習・法・宗教知識に留意し、必

要な学校を建設し、有能な教員を職に就かせるようにという指示が出されている。しか

しそれは紙に書かれた命令でしかなく、そして紙の上での命令にとどまった。各地方行

政長官はその命令にまったく意を払わず、その命令に拘束されていないように振舞った

のが実態だ。民衆への教育事業を本気で手掛けることがかれらにできただろうか？ 

教員をどこで探せばよいのか？学校運営をどのようにさせればよいのか？１８０８年

の決定書の内容はいまだに紙の上から地面に降りてこない。１８１８年、１８２０年、

１８２７年、１８３０年・・・同じことは何度も繰り返されている。地方行政長官にで

きることはなく、かれらは何もしない。１８４９年にジャワ島にあった政府の学校はわ
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ずか二軒だけで、その主導性で名を知られた行政長官がいた地方でのみ起こったこと

だ。ジュパラとパスルアンである。１８５１年になっても、ジャワ島内の政府の学校は

５軒にしかならなかった。 

それらの学校はどんな様子だったのか？教育内容にはクオリティがなく、生徒たちは

学習意欲を持たず、教員たちは教育指導能力が不十分だった。真の意味における学校と

いうものはひとつもなかったということだ。 

子供たちは行政長官邸に定期的に集められ、教員や知識人父兄、あるいは長官の友人

が子供に本を読み聞かせたり、あるいはアルクルアンの内容を説明したりした。その集

まりは長官の私費で営まれた。長官の私費は、建てた学校の営繕費にも使われた。住民

も学校維持のための会費を負担した。生徒は金を納めなくてよいというのが原則だ。金

持ちの子供は教員にプレゼントをあげた。貧しい子供たちは教員のために手伝い仕事を

した。 

その動きは徐々に進展して、教育現場に広がりが見られるようになる。１８５２年に

は１５校になり、１８６５年には５８校に増えた。国がそれらの学校に補助金を与え、

教員雇用の責任を持つようになる。１８７３年から１８８２年までの間にジャワで１１

１、外島で１３８、合計２４９の新設校がオープンし、１８８４年に政府の学校は５１

２校になった。しかしジャワ島の経済状況の悪化から後退現象が起こり、１８９６年の

学校数は４０７に減少した。 

その４０７の内訳は政府の運営する学校２０５、生徒数３７，１０３、政府から補助

金を受けている学校１１６、生徒数１４，２１２、補助金を受けていない学校８６、生

徒数７１，１７６。東インドの子供たちの何パーセントが教育を受ける機会を得ている

のだろうか？ 
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最後にシャイエ＝ベルは次の文章でこの報告書を締めくくった。オランダ政庁はあら

ゆるものを監視しようとしている。公的通商から私的通商、原住民の商売から植民地行

政に至るまで。ヨーロッパから来た行政官僚たちは瑣末事の中に溺れており、祝福を忘

れたかのような見方で問題を眺める。植民地の地方トップ層は自分の用事を邪魔する監

視を受け入れることができず、また問題解決をややこしくするだけの中央集権を嫌悪し

ている。 

原住民の大半も、政庁がかれらに与えている保護をありがたがらない。いまだに継続

しているファン・デン・ボシュ制度が生み出した高物価がかれらの懐を軽くすることへ

の不満の方を強く握りしめている。 

原住民貴族層も先祖伝来の諸権利が取り上げられたことで不満をかこっているように

見える。地方部の県令たちだけは、かれらの必需品を部下たちが満たしているために今

のところ満足しているようだ。しかしその部下たちが今の県令に成り代わって県の統治

者になろうと考えて動き出している現状から、県令は部下が自分の競争相手に変化しつ

つある状況の進展を不安の眼で眺めるようになっている。現県令たちの仕事がこれまで

のように安楽に行えなくなる不安、そして自分の地位が動揺していく不安・・・・

[ 完 ] 
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「ヌサンタラのスエーデン人」（２０２０年０９月３０日） 

 

１７４３年１２月９日、スエーデン船ヨテボリ Goteborg号がバンテン港に入った。

この船はスエーデン東インド会社 Svenska Ostindiska Companiet SOIC の武装商船だ。 

１７４３年１２月１３日のバタヴィア城日誌 Dahregisterには、バタヴィアのＶＯＣ

総督宛てにバンテンのスルタンが送った三人の使者が報告書を携えてやってきたことが

記録されている。アストラ・プラナ、ドゥタ・ウィナタ、スラヤ・ディナタという三人

の使者はＶＯＣ職員に迎えられ、総督からの返書を持ってバンテンに帰って行った。バ

ンテンはＶＯＣの敵に協力しないという条約をバタヴィアと結んでいるから、やってき

た船が敵国船かどうかをバタヴィアに確認しなければならない。 

イギリスと戦争中のＶＯＣにとって、スエーデンは友好国であるから無下に扱うこと

もできないが、かといってＳＯＩＣはビジネスでの競争相手になるわけで、甘い顔ばか

りするわけにもいかない。ＶＯＣ総督はスルタンにスエーデン船への補給を行うよう命

じた。 

 

１７４３年１２月２２日、ヨテボリ号乗組員ニルス・ストロームとアンダース・クテ

ンのふたりがバタヴィアにやってきた。ふたりはＶＯＣ職員に対してヨテボリ号が求め

ている補給内容について説明した。地元産のアルコール飲料アラッ arak、薪、そして

火薬だ。ＶＯＣはそれらの要請に応じて物資を与えた。火薬は２０袋だった。風待ち状

態に入っているヨテボリ号はその間、乗組員のアラッの需要を満たすのに大わらわだっ

たようだ。 
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ヨテボリ号がジャカルタ湾に投錨したのは１７４４年１月９日のこと。ヨテボリ号は

大型船だったためにバタヴィアのハーフェンカナールに乗り入れることができず、バタ

ヴィア港までは短艇を使わざるを得なかった。 

 

当時バタヴィア住民の中にルーテル派新教徒は少なくなかったが、ルーテル派の神父

はおらず、教会もまだバタヴィア内に作られていなかった。ヨテボリ号にルーテル派の

神父がいることを聞きつけた住民はペッター・ホルマート神父に礼拝の集いを司ること

を求め、了承された。時のＶＯＣ第２７代ファン・イムホフ Gustaaf Willem baron 

van Imhoff総督もルーテル派だったから、話はとんとん拍子に進んだのだろう。 

バタヴィアで初めてのルーテル派の礼拝の集いはバタヴィア城市城壁内南部の高官邸

で催された。現在の国鉄ジャカルタコタ駅に近い辺りだそうだ。ルーテル派教会は１７

４９年にバタヴィア市庁舎前広場 Stadhuisplein 北側の、現在カフェバタヴィアのある

建物群の辺りに設けられたものの、１９世紀に取り壊されてしまった。インドネシアに

おけるルーテル派キリスト教活動の発端にスエーデン船が関与しているのは、まぎれも

ない事実である。 

ヨテボリ号は１７４４年４月２６日、バタヴィア号沖で錨を上げ、広東に向けて出帆

した。千人を超えるバタヴィア在住ルーテル派新教徒は涙を流してペッター・ホルマー

ト神父が去って行くのを岸壁から見送っていた。 
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「ヌサンタラのドイツ人（１）」（２０２０年１０月０１日） 

ヌサンタラに関わったドイツ人は、初期の時代にはたいていＶＯＣとの関連で足跡を

印している。フランス人との大きい違いは多分それだろう。 

ヘッセン Hessen出身のドイツ人ギオーグ・イーバーハルト・ルンプ Georg Eberhard 

RumpfはＶＯＣのアンボン地区ナンバーツーを務めた人物であり、同時にアンボンの植

物カタログ「アンボイナ植物誌」Herbarium Amboinense を遺した植物学の大家だ。か

れは Rumphiusという名前でも知られているが、これはルンプのラテン語式表記であ

り、インドネシアではもっぱらルンピウスという名で呼ばれていて、ルンプの名前は一

般的でない。 

かれはＶＯＣに入社して軍務に就き、１６５３年７月にバタヴィアにやってきた。そ

して１６５４年アンボンに移って技術将校のポジションにあったが、文民職への異動を

申請して二級商務員に移された。１６６２年に一級商務員に昇進している。そのころか

らかれはこのスパイス諸島の動植物に興味を抱いてカタログの作成を開始している。 

１６６６年、ヨーン・マーッサイカーJoan Maetsuycker 第１３代総督はかれを総督

直属のアンボンナンバーツーに指名した。つまりアンボンのＶＯＣ組織内でかれはトッ

プの地位に就いたことをそれは意味している。 

１６６８年、かれのＶＯＣとの雇用契約期限が来たが、かれは自分のライフワークを

投げ捨てて故郷に帰る意志を持たなかった。かれの研究がアンボンの風土病の治療に効

果をもたらす薬用植物発見につながるものであるからには、ＶＯＣにとっても大きな意

味を持つものに相違なく、無理やりそれをやめさせることは社会的な損失につながる。

ＶＯＣはこのドイツ人元社員の継続滞在を認めた。 

１６７４年２月１７日、中華正月祝祭期間が終わりに近づいたころ、激しい地震と巨

大津波がアンボン島とセラム島を襲った。かれの居宅は壁が倒壊し、妻とふたりの娘が
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その下敷きとなって死んだ。その災害の犠牲者は２，３２２人で、巨大津波は高さ８０

メートルに達し、インドネシア史上最大のものとされている。かれはそのときの様子を

アンボイナ植物誌の中に書き残した。 

 

１千２百種の植物を集めたアンボンの植物カタログは２７年の歳月をかけて１６９０

年に完成した。時にルンピウスは６３歳になっていた。かれはそれをバタヴィアのＶＯ

Ｃ本部に送り、ヨハネス・カンパウス Johannes Camphuys 第１５代総督はその複写を作

らせてからＶＯＣ本社に送った。バタヴィアからオランダに送られたのは１６９７年で

あり、複写作りは７年かかったことになる。 

 

ところがＶＯＣ本社はその内容が敵を利することになると考えて、公開を禁止した。

その間に制作者のルンピウスは世を去ってしまう。自分の生涯をかけた作品がＶＯＣ本

社の倉庫の中でただ眠っているだけであることを、かれは知っていたのだろうか？ 

ルンピウスのアンボイナ植物誌が出版されたのは１７４１年だ。この大作の公開はほ

ぼ４４年間の休眠のあとでやっとなされたのである。印刷部数はわずか５百部で、セッ

ト価格１００フルデンで販売された。現在のユーロ価に直すと２万ユーロになる。アム

ステルダムの医者の年収の三分の一だったそうだ。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのドイツ人（２）」（２０２０年１０月０２日） 

ＶＯＣバタヴィア総督にもドイツ人がいる。ファン・イムホフ Gustaaf Willem 

baron van Imhoff第２７代総督がそのひとだ。かれのドイツ語名は Gustav Willhem 



ヌサンタラのスイス人 

124 

Baron von Imhoffで、オランダ国境に近いレア Leerの町で生まれた。Imhoffという名

称は Imhofあるいは Im Hof と綴られたこともある。領主として爵位を与えられていた

ファミリーの出身だったようだ。この一族はヌーレンバーグ Nurenberg を本拠地にして

いた。 

かれは２０歳でオランダのＶＯＣに入社し、東インドで二級商務員の履歴をスタート

させた。翌年には一級商務員、そして上級商務員へと階段を上り、更に港湾監視官、バ

タヴィア参事会特別顧問などを歴任した。３１歳でセイロン行政長官に任命された後、

１７４０年３月、４年間務めたセイロン行政長官の人事異動で業務を後任者に引き継い

だかれは、バタヴィアに戻った。 

セイロン行政長官はバタヴィア総督の直属の部下になり、人事異動権はバタヴィア総

督が持つ。ＶＯＣ管轄地域の本拠地がバタヴィアなのだから、ケープタウンから出島ま

で各現地支部の人事権がすべてバタヴィア総督の手に握られていたのである。 

ファン・イムホフがセイロンからバタヴィアに戻されたのは、現地政策が地元民族寄

りだったために危険視されたという話があり、一方でかれの政策が現地でのかれの人気

を高めたことへの不快感がバタヴィア総督に生じたという説もある。そのときのバタヴ

ィア総督がアドリアン・ファルケニール Adriaan Valckenier だ。 

 

折りしも、アドリアン・ファルケニール第２５代総督の華人対策がきな臭い雰囲気を

高めつつある時期に当たっていた。ファルケニール総督はバタヴィアで増えすぎた華人

の人口調節を行おうとし、南アフリカやセイロンに華人を強制移住させつつあった。と

ころが華人社会で扇動的な噂が流れたのである。 

移住させると言ってＶＯＣの船に乗せられた華人は、沖に出たあと海中に投げ込まれ

てサメの餌食にされているのだという噂話だ。その結果オランダ人に対する華人の反抗
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行動が起こり、５０人ほどのオランダ人が殺害された。１７４０年１０月９日、ファル

ケニール総督はバタヴィア防衛軍に対抗行動を指令した。 

武力鎮圧の姿勢を見せれば反乱者はおとなしくなるという総督の思惑は完全に的が外

れた。華人の武力反抗は一層盛んになり、バタヴィア防衛軍はますます殺りくを繰り返

すことになって、その後の数日間で５千から１万人の華人を主体にするバタヴィア居住

民が殺され、史上に名を遺すバタヴィア華人大虐殺事件（インドネシア語では geger 

pecinan, 華人街騒乱）に発展してしまう。 

バタヴィア防衛軍の銃と剣の下をくぐり抜けた華人反乱者たちは中部ジャワへ逃れて

行く。在ジャワ島華人とＶＯＣ間の戦争の導火線がそのバタヴィアの騒乱だった。華人

兵力はマタラム王国のスナン・パクブウォノ二世に接近してＶＯＣに対する共同戦線を

打ち建て、１７４１年８月にスラカルタのＶＯＣ要塞に対する総攻撃が開始された。Ｖ

ＯＣ本社の重役会がファルケニール総督のこの失政を黙って放置するはずがない。 

 

ファン・イムホフはファルケニール総督の近くにいて、総督が４０年１０月９日にバ

タヴィア防衛軍に下した指令をいさめようとした。すると総督はファン・イムホフを逮

捕させてＶＯＣ本社に送還したのである。 

総督はファン・イムホフの本社重役会に対する影響力を軽視したにちがいない。重役

会の査問にファン・イムホフの答弁がどのような色彩を帯びたかは想像にあまりある。

１７４１年１１月にファルケニールは総督職を解任されてヨハネス・テーデンス第２６

代総督にその座を引き継ぎ、本社に呼び戻された。 

ところがファルケニールがオランダへ向かっていた途中のケープタウンで、本社から

の別の指令がかれを待ち受けていた。バタヴィアでかれに対する裁判を開くというのが

その内容だった。本社重役会への弁明の余地も与えられないまま、かれはバタヴィアへ

回れ右せざるを得なかった。[ 続く ] 



ヌサンタラのスイス人 

126 

 

 

「ヌサンタラのドイツ人（３）」（２０２０年１０月０３日） 

１７４２年８月１２日、バタヴィアに戻ったファルケニールはそのままバタヴィア市

庁舎で牢獄生活に入った。裁判のための取調べが始められたものの、プロセスはだらだ

らと進められて何らの結論も出されずに１０年が経過し、ファルケニールは１７５１年

６月２０日に囚人として５６歳の生涯を閉じた。 

ファン・イムホフはヨハネス・テーデンスの後を継いで第２７代総督の座に就いた。

かれの総督在任期間は１７４３年から１７５０年までであり、ファルケニールの捕囚期

間と並行している。 

 

ファン・イムホフには色めいたエピソードもある。ボゴールのプンチャッ Puncak峠

を越えて南側のチアンジュル Cianjur県に下ってしばらく行くと、チボダス Cibodas植

物園に曲がる道があり、その少し先にチパナス Cipanas宮殿がある。 

チパナス宮殿はインドネシア大統領のための７つの宮殿のひとつであり、建物の歴史

は古い。ちなみにインドネシア大統領のための宮殿とは、次の７つを指している。 

ジャカルタの国家宮殿  Istana Negara 

ジャカルタの独立宮殿  Istana Merdeka 

ボゴールのボゴール宮殿  Istana Bogor 

チパナスのチパナス宮殿  Istana Cipanas 

バリのタンパッシリン宮殿  Istana Tampaksiring 
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ヨグヤカルタのグドゥンアグン宮殿  Istana Gedung Agung 

パプアのグドゥンヌガラ宮殿  Istana Gedung Negara 

チボダス植物園はボゴール植物園長だったヨハネス・エリアス・テイスマン

Johannes Ellias Teijsman が、他所から持って来た植物をボゴール植物園に植える前

にこの地域の気候に順化させる場所として１８５２年に設けたものだ。ボゴール植物園

がボゴール宮殿の庭園として作られたのとは異なり、チボダス植物園とチパナス宮殿は

そのような関係になっていない。 

現在チボダス植物園には桜園があり、この熱帯の高原では桜が毎年１～２月と７～８

月に開花する。桜園が作られたころには、「わざわざ日本まで花見に行くことはない

よ。このチボダスにおいで」という宣伝がなされていて、わたしも花見に行ったことが

ある。 

 

チパナス宮殿建物は最初、バタヴィアの貴顕ファン・ヘイオツ Van Heots が海抜１千

１百メートルの高原にヴィラとして１７４０年に設けたものだった。かれは多分そのグ

デ Gede山麓の地主になっていたのだろう。その土地には三つの天然硫黄温泉があっ

て、それがチパナスという地名の由来になった。 

１７４２年８月にファン・イムホフはその地を訪れてたいそう気に入り、既存の母屋

に建て増しするよう命じた。その建設工事のために、中部ジャワのトゥガル Tegalやバ

ニュマス Banyumasから木工職人が集められて建築が進められた。ファン・イムホフは

工事の進捗状況を見守りながら、高原の温泉に浸かりに来ていたにちがいあるまい。 

ファン・イムホフはこのヴィラを建てる一方で１７４４年にボゴール宮殿も建ててい

るのだから、同時期にふたつのプロジェクトを並行して進めた観がある。 
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ファン・イムホフの主侍医は、鉄分と硫黄分を含んでいる原泉の水と牛乳を混ぜて飲

むようかれに勧めていたそうだから、かれのチパナス参りは複数のメリットをもたらし

ていたにちがいあるまい。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのドイツ人（４）」（２０２０年１０月０４日） 

そこにもうひとつのメリットが加わった。中部ジャワの木工職人たちは自分たちの疲

れを癒すためのマッサージ女を連れて来ていたのだ。総督職に就いたファン・イムホフ

に取り巻きがマッサージを勧めたことは想像に余りある。多分、一番見目の良い女が選

ばれたのだろう。ファン・イムホフ総督はこの女もチパナス参りのメリットの中に加え

てしまった。 

女が妊娠すると、洗礼を受けさせられたようだ。かの女にはヘレナ・ピータース

Helena Pietersという名前が与えられ、ヘレナはファン・イムホフの子供を３人産ん

だ。 

後年のファン・イムホフ総督はチパナスの家に入り浸っていたようだ。かれがそのヴ

ィラで１７５０年１１月１日に没したとき、かれはまだ総督職に就いていた。かれの遺

体はバタヴィアのタナアバンに埋葬された。 

 

その後、このヴィラは歴代の総督が使うようになり、総督たちは温泉浴を愉しんだだ

ろうが、マッサージ女が付いたかどうかはよく分からない。日本軍政期には日本人高官

たちがジャカルタとバンドンを往復する際に一泊する施設として使われた。 
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共和国独立後、スカルノ大統領はオランダ総督の持っていた権利を引き継いだ。必然

的にチパナス宮殿は大統領のための国家資産となり、以来インドネシア共和国大統領の

一族は国費で高原温泉ヴィラを楽しめるようになっている。 

 

東インドに関わったドイツ人貴族の中には、１８４９年に東インド植民地軍司令官に

なったヘルトフ・ベーンハード Hertog Bernhard という人物もいる。この人物につい

ては拙作ヴェルテフレーデンの中で紹介してあるので、そちらをご参照ください。度欲

おぢさんのサイトでどうぞ。 

http://omdoyok.web.fc2.com/Kawan/Kawan-NishiShourou/Kawan-27Weltevreden.pdf 

 

また２０世紀初期に東インドで事業を行ったドイツ人もいる。２０世紀前半の時代と

いうのは、在留ドイツ人の密度において日本を除くアジアの中で蘭領東インドが最大の

国だったのである。 

１８７８年、ノイシュタット Neustadt an der Haardt の実業家の家系に生まれたエ

ミール・ヘルフェリッヒ Emil Helfferichは東南アジアでのビジネスにチャレンジする

ため、１８９９年にヨーロッパを去った。ペナンで一年と少し働いてから、１９０１年

にスマトラ島南部のトゥルッブトゥン Teluk Betung に移った。イギリス領からオラン

ダ領へ足場を変えたことになる。 

細々とした資金でビジネスを続け、やっと事業への確信を得たかれはドイツに戻って

資金集めを行い、それを携えてバタヴィアにやってきた。ヘルフェリッヒカンバニーを

興して念願の自分のビジネスに邁進する。１９０９年、ストレーツ＆スンダシンジケー

トの総取締役になる。１９１５年にはバタヴィアでドイツ語雑誌 Deutsche Wacht の発

刊を開始。 
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かれは独身で一生を過ごしたが、人生の伴侶は得ていた。つまり結婚はせず、子供も

持たなかったが愛情生活はつかんでいたのである。かれの生涯の伴侶はオランダ人将軍

とジャワ人の妻との間に生まれた欧亜混血女性で、１９３９年にかの女が没するまでふ

たりの間に別れは訪れなかった。 

船上でのかの女との出会い。そのころ、ヘルフェリッヒはオランダ語がまだうまくな

かったためにふたりはフランス語で会話した。最初かれはその女性をインドシナに向か

うフランス系のひとと思ったが、「わたしの父を知っているか？」と尋ねられ、言われ

た名前がオランダとドイツ系のものだったことで誤解が明らかになった。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのドイツ人（終）」（２０２０年１０月０５日） 

１９３２年からヒトラーとの関係が始まり、かれはナチスを支える諸組織の役員を務

めるようになる。１９４０年には東アジア協会会長として東京を訪れ、講演を行ってい

る。 

かれの事業の一つ、西ジャワのチコポ Cikopo に設けた茶農園の話は拙作「南の島の

Ｕボート」の中で触れられているので、それをご参照ください。これも度欲おぢさんの

サイトでどうぞ。 

http://omdoyok.web.fc2.com/Kawan/Kawan-NishiShourou/Kawan-33U-boats.pdf 

 

２０世紀前半の時代のドイツ人で忘れてならないのはバリ島のヴァルター・シュピー

ス Walter Spiesだろう。ヴァルターはドイツ人外交官の父とドイツ人貴族の母の間に

１８９５年、モスクワで生まれた。しかし他の情報によると、父は実業家であったり、
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あるいはドイツ人の祖父がロシアに帰化し、父はロシア国籍でドイツの名誉領事だった

というものもある。ドイツ人の項に加えて良いものかどうか迷うところだ。 

モスクワで暮らしていた一家は共産革命によって貧困生活に叩き落とされ、ヴァルタ

ー自身もバシュキール bashkir地方へ流刑された。三年間のバシュキール時代にかれは

底辺層のひとびとと交わり、どん底生活の中で絵画を始める。展覧会のためにドレスデ

ンへ行き、更にアムステルダムに移ったが、バシュキール時代の生活はかれのヨーロッ

パ社会に対する観念を根こそぎ覆してしまっていたのである。かれは自分がヨーロッパ

社会の一員であることを嫌悪し、ヨーロッパの中にいる自分を消滅させることに憧れる

ようになる。 

１９２３年にかれはヨグヤカルタを訪れ、スルタンの依頼でヨーロッパ式管弦楽団の

編成を行った。あるときバリを訪れたかれはそこに自分の存在の場所を見出して、１９

２７年にウブッ Ubudでの暮らしを開始する。 

自然主義者で同時に画家・音楽家・作曲家など多彩な才能を持ったかれは世界に向け

てバリ文化を発信する立場に立つことになり、その関連でマーガレット・ミードやチャ

ーリー・チャップリンらがバリを訪れて休日を楽しむようになった。 

 

１９３７年、かれはカランガスム県イセ Iseh に山小屋を建てて住み、種々の芸術活

動を行ってバリの著名人になる。植民地官憲は危険なドイツ人に対する監視を強め、折

りしも行われた同性愛者取締りに関連して１９３８年にヴァルターを逮捕した。マーガ

レット・ミードをはじめとする世界的著名人たちの人脈が、１９３９年にかれを牢獄か

ら放免した。 

だが第二次大戦の勃発でナチスドイツがオランダを占領したために、東インド植民地

政庁は在留ドイツ人を数千人抑留キャンプに入れた。戦争前には東インドに８千人のド

イツ人がいて、その中に芸術家が１５９人いたという記事もある。 
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日本が東インドに対して軍事行動を開始すると、抑留キャンプのドイツ人はセイロン

島へ移されて行った。１９４２年１月にスマトラ島西海岸のシボルガ Sibolgaを出港し

たＫＰＭの貨客船ファン・イムホフ号はそのプロジェクトの最後をしめくくるための航

海を４７８人のドイツ人を乗せて行った。ヴァルターはその中のひとりだったのであ

る。 

ところが沖合に出たとき、ファン・イムホフ号は日本軍爆撃機に発見されて攻撃を受

け、爆弾が命中したために航行不能になって沈没が始まった。ファン・イムホフ号乗組

員は互いに助け合いながら脱出したが、抑留者ドイツ人は見捨てられた。オランダ人は

かれらに救援の手を差し伸べなかったのだ。ドイツ人は自力で脱出を試み、２百人ほど

が船を離れたものの、最終的にニアス島にたどり着けた者は６６人だけで、他の者は不

帰の客になった。６６人の生還者の中にヴァルター・シュピースはいなかった。[ 完 ] 
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「ヌサンタラのスイス人（１）」（２０２０年１０月１６日） 

 

１８７６年、チューリッヒの北でドイツとの国境にある町ハラウ Hallau でハインリ

ッヒ・ズーベック Heinrich Surbeck は生まれた。１８９５年から１９００年までチュ

ーリッヒテクニカルカレッジで学んだハインリッヒは、化学技術学士号を得たものの肺

の病を患って１９０２年に北スマトラの山岳部に向かった。その時期のかれの足跡はよ

く分からない。だが空気の澄んだ高原地帯で勤労にいそしむ日々を送っている間に、か

れの病は完治してしまったようだ。 

１９０６年、かれはアサハンのグヌンムラユ Gunung Melayuにガンビル gambirの工

場を作った。ガンビルというのはカギカズラ属の植物で、カテキンやタンニンを含んで

おり、葉や枝から湯に浸出させたものを凝固させて作る。 

インドネシアで太古からの習慣になっているシリを噛むときに使われてきたが、化学

技術の発達によって医薬素材としての効能が認識され、胃炎・下痢・傷・やけど・また

口内をきれいにするといった用途に使われている。インドネシアでの工業生産はほとん

どが西スマトラ・リアウ・南スマトラ・ブンクル・西カリマンタンで行われ、国内消費

以外にインドやシンガポールに輸出されている。 

ガンビル工場が稼働を開始するとかれはプマタンシアンタル Pematang Siantar に移

り、発電所、ホテル、そして別の工場をそこに設けた。NV Ijs Fabriek Siantar と命

名されたこの工場では、製氷と飲み物が生産された。かれはさらにパダンシデンプアン

Padang Sidem-puanにも進出して発電所と工場を作った。 
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１９１６年に作られたシアンタル製氷工場で生産された飲み物は炭酸飲料とマルキサ

markisaの果汁で、マルキサは Marquisa Sapの商品名が付けられて国内主要都市から

スイス・オランダ・ベルギーにまで輸出された。 

１９７０年代前半にジャカルタのメスでよく出された飲み物のひとつにメダンのマル

キサシロップがあったのは、ひょっとしたらその知名度によってマルキサとメダンがジ

ャカルタのひとびとの深層意識の中で結び合わされていたせいかもしれない。インドネ

シアのいたるところで旺盛に繁茂するマルキサの樹がメダン特産物であるはずもなく、

古い時代にマルキサの商品化がメダンで行われたことがずっと後まで尾を引いていたの

ではないかという気がわたしにはする。 

あのころ、マルキサはメダン、サラッ salak はバリというのが通り相場になってい

て、メダンやバリに出かけるひとはたいてい通り相場のお土産を頼まれたものだが、今

どきそんな地元特産物の話をしても、地元民の間ですら真に受けるひとはいないだろ

う。 

炭酸飲料の方は Badak のブランドが付けられて北スマトラ地方からジャワ島にまで販

売網が広がり、一世を風靡した。最盛期には月産３万５千クレートがスマトラとジャワ

の販売網に流されている。コカ・コーラが東インドに入って来たのは１９２７年であ

り、バタヴィアで現地生産が開始されたのが１９３２年のことだったから、バダッはた

いした競争相手のない大平原をその名のごとくまっしぐらに突進していたにちがいな

い。 

ズーベックがプマタンシアンタルに工場を作ったのは、氷のための良質の水を得る面

で利点があったことに加えて、周辺エリアまで含めたこの高原地帯にたくさんの農園が

作られており、裕福な階層の生活圏が形成されていたのだから、その旺盛な消費パワー

を当て込んだのも理由のひとつと見られている。[ 続く ] 
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「ヌサンタラのスイス人（２）」（２０２０年１０月１９日） 

バダッ印ソーダ飲料は、ソーダ水に始まってオレンジ・グレープ・サルサパリラ

sarsaparilla味のバリエーションが生産された。地元のプマタンシアンタルやメダン

で、バダッ炭酸飲料の愛好者はいまだにたくさんおり、かれらの間ではサルサパリラが

もっとも好まれ、ひとびとはそれをサルシと短縮して呼んでいる。 

サルサパリラというのは中南米原産の植物で、１９世紀に米国で飲み物に使われて普

及した。ヨグヤカルタの王族貴族たちはこのソーダ飲料をジャワコーラと呼んだそうだ

が、サルサパリラ自体をジャワ人はサパレラ saparella と発音した。ルートビアーroot 

beerにも使われているそうだ。 

ジャカルタではすでに炭酸飲料マーケットから脱落した印象のあるバダッだが、ムア

ラカランのレストランに置かれているのを見たと語る工場関係者もいる。 

日本軍政期に入っても、この製氷工場は従来通りの形で生産を続けた。日本軍から監

視官が派遣されて常駐したものの、工場はそれまで通りの形態が維持された。 

 

共和国独立宣言のあとオランダの復帰が開始されると地元青壮年が反オランダ武力闘

争を起こし、ズーベックはそのターゲットにされて１９４５年に殺された。ズーベック

のふたりの子供はなんとか難を免れて、ヨーロッパに避難することができた。 

その子供のひとり、１９０９年にグヌンムラユで生まれたリディア・ロサ・ズーベッ

ク Lydia Rosa Surbeck がプマタンシアンタルに戻って来たのは１９４７年のことだ。

ズーベック一族が不在の間も工場は操業を継続しており、戻って来たリディアに経営の

手綱が渡された。その後リディアはプマタンシアンタルでオットーというオランダ人と

結婚した。 
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オットーとリディアの夫婦が工場経営に奔走しているとき、共和国政府のオランダ資

本接収の動きが始まる。オットーとリディアは工場経営からすっぱりと身を引き、１９

５９年に大番頭格のエルマン・タンジュン氏に工場経営をゆだねた。夫婦は１９６３年

までインドネシアで暮らしていたが、最終的にスイスに移って新たな生活を始めてい

る。 

エルマンは１９３８年に１７歳でこの工場の平社員として入社した叩き上げの人物で

あり、その後ハインリッヒの側近のひとりにまで伸びあがった。エルマンにとっては、

たとえ経営をゆだねられたとはいえ、工場資産はズーベック一族のものだという考えが

頭から離れなかったに違いあるまい。 

 

バラッ通商会社のオーナーであるユリアヌス・フタバラッ氏と知り合った時、エルマ

ンはユリアヌスに工場売却の話を出してみた。ユリアヌスは興味を示した。エルマンは

密かにオットーから売却に関する指示をもらって交渉を進め、１９６９年に売却がなさ

れたのである。支払いは１９７１年に完済して、工場オーナーはユリアヌスに代わっ

た。 

会社名は PT Pabrik Es Siantar とインドネシア語化されたが、エルマンは１９８７

年まで工場経営の采配を振るった。そのあとはユリアヌスの息子が工場経営を受け継い

でいる。 

会社名が変更された後も、この工場はプマタンシアンタルの産業界を代表するほどの

地位にあった。プマタンシアンタルの町への電力供給も自前の発電所から行われた。町

の映画館は工場に敬意を表して、７つの座席を工場用の貸し切りにし、会社名を書いて

一般客用とは別扱いにした。工場から座席を使うという連絡が入れば上映時間は無視さ

れて、工場関係者がやってくるまで映画は始められなかったという話だ。 
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バダッ炭酸飲料の生産は今日まだ続けられているものの、生産量は最盛期の半分に低

下している。製品バリエーションは炭酸水とサルサパリラだけに絞られた。炭酸飲料業

界はさまざまな逆風を乗り越えるために、針路を模索している状態だ。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのスイス人（終）」（２０２０年１０月２０日） 

プマタンシアンタルのスプラッマン通り Jl WR Supratman には、シアンタルホテルが

今でも営業している。ロビーにはピアノが置かれ、壁には昆虫や植物標本の入った箱が

６個飾られて、ホテル経営者が自然に深い興味を抱いていることをうかがわせている。

ところが、それはただの興味どころではなかったのだ。 

ハインリッヒ・ズーベックが建てたこのホテルに飾られているすべての標本箱は、そ

の創始者が手ずから作ったものだったのである。化学技術の学士号を持つ技術屋の心の

底には大自然に向けられた強い愛情が流れていたにちがいあるまい。 

 

オランダの国立植物標本館 Nationaal Herbarium Nederland の解説によれば、ズーベ

ックは１９１４年からスマトラ東海岸レシデン区のスガイタルアン Sungai Taroean、

アサハン Asahan、アイェルサコル Ayer Sakor、バンカラッ Bangkalak、ウラッブタル

Oelak Boetarなどで動植物の採集活動を開始し、そのあとトバ湖周辺に移ってカバン

ジャヘ Kabanjahe、グヌンリアリア Gunung Ria-ria、テレ Tele、シディカラン

Sidikalang等々で原生の動植物を採集してまわった。しかし日本軍の占領によって、

西洋人のかれが自由に山野を渉猟できる機会は閉ざされてしまう。 

日本軍がやってくるずっと以前に、１９１４年から１７年までの間に作ったシダ類の

標本を携えてかれはチューリッヒに赴き、母校の教授に紹介したものの反応は芳しくな
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く、諦めてしばらく様子を伺っていると、別の教授がやってきて買い上げてくれた。そ

の教授はズーベックの標本を全部買い上げており、それらは今でも大学の植物標本庫に

保管されている。以後、ズーベックの作る標本はチューリッヒ、レイデン Leiden、ボ

ゴールに置かれるようになった。 

しかし１９４１年に作られた標本は日の目を見ることなく消えてしまった、とズーベ

ックの傍らに仕えていたエルマン・タンジュン氏は語る。 

「日本軍が来るので、ズーベックさんは標本の描画を行っていました。標本が壊され

たり無くなったりすることを心配して、画に描いておこうと考えたようです。その仕事

を始めると、部屋の中にこもりっきりになるのです。画ができあがるとわたしを呼んで

感想を求めました。本物そっくりに描かれていましたよ。画は４百枚くらいできていま

した。ところが、その力作がどこにしまわれたのか、探しても見つからないのです。あ

れが残っていれば、たいへん価値のあるものだろうと思われるのに、本当に残念なこと

です。」 

 

ズーベックの娘のリディアが１９４７年にプマタンシアンタルに戻って来たのは、父

親の事業を継ぐことだけが目的ではなかった。この娘は父親のライフワークだった標本

作りをも引き継いだのである。 

オランダ国立植物標本館にはリディアがスマトラ東海岸レシデン区で採集した標本に

はじまり、かの女が機会を見つけては作り続けた作品が保管されている。１９５３年に

はプマタンシアンタル周辺で、１９５４年にはパラパッ Parapatとシマルグン

Simalungunで、１９５５年にはポルセア Porsea、スリブドロッ Seribu Dolok、リマプ

ルッ Lima Puluhなどで採集された標本が作られ、ヨーロッパに送られた。リディアが

制作した標本も、かの女が愛し、尊敬した父親のものと共に、チューリッヒとレイデン

に保管されているのである。[ 完 ]
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「ヌサンタラのイギリス人（１）」（２０２０年１０月２１日） 

ヤン・ピーテルスゾーン・クーン Jan Pieterszoon Coen によるバタヴィア建設の歴

史には最初からイギリス人がからんでいた。元々両者はバンテンに商館を開いてビジネ

スを行っていたが、オランダ人が商館をバンテンからジャヤカルタ Jayakarta に移した

とき、イギリス人もオランダ人の後を追ってジャヤカルタでのビジネスをも取り込もう

とした。イギリス人はバンテンの商館を維持したまま、その拡張を目指したという違い

だ。その時期、両者はすでに武力抗争状態に入っていた。 

当時のジャヤカルタの街はチリウン川（今のカリブサール）とクルクッ Krukut川に

はさまれた洲の上に作られており、オランダ人はチリウン川東岸のジャヤカルタの街の

外に商館建設の許可を得て建築を開始する。その一帯はプチナン Pecinan（華人居住

区）になっていた。 

最初に建てられたのは掛け値なしの商館であり、しかも十分な建築資材が得られなか

ったために見すぼらしい小さいものしかできなかった。それを商館だと言いながら実際

には城 kastilに改築したのがクーンであり、かれのその行動は腹の中でアジアにおけ

るＶＯＣ商業帝国の野望が既に固まっていたことを証明するものだろう。 

 

ジャヤカルタの支配者はオランダ人と抗争状態に入り、後追いでやってきたイギリス

人と同盟を結んでオランダ人に対抗した。そのためにイギリス人はチリウン川西岸のジ

ャヤカルタの街の中に商館建設の許可を得ている。そして川をはさんでカスティルと対

面している、現在のＶＯＣ造船所の跡地にイギリス商館の建設を開始したのである。 

イギリス人も商館と言いながら頑丈な建物を建設して大砲を置いた。戦闘の際の陣地

が意図されていたのは明白だ。だがその陣地が完成する前の１６１８年１２月２３日夜

に、オランダ人はカスティルから船でカリブサールを渡って夜襲をかけ、未完成の建物
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を燃やして灰にした。１６１８年１２月２３～２５日の間、ジャヤカルタの随所で市街

戦が繰り広げられた。しかし圧倒的な兵力差のために、オランダ側はカスティルでの籠

城を余儀なくされる。 

海上でもトーマス・デイル率いるイギリス側の優勢な軍事力のためにオランダＶＯＣ

船隊は叩きのめされて、クーンがマルクに逃走する結果になった。その当時ＶＯＣの本

部はマルクに置かれており、オランダ側の軍事力はマルクに集中していたのである。 

イギリスに反撃するためクーンはマルクから十分な軍船と陸戦部隊を連れてジャヤカ

ルタに戻って来た。そして海上のイギリス軍を打ち払い、陸上でもイギリスとジャヤカ

ルタの連合軍に打撃を与えてオランダの立場を回復させた。そうこうしているうちにバ

ンテン軍がジャヤカルタの治安を掌握して戦争状態は終わりを告げた。ジャヤカルタは

バンテンの属領なのであり、自国内の騒乱を属領だからと放置する支配者はいない。 

こうなればイギリス人はジャヤカルタから引き上げざるを得ない。イギリス人はバン

テンでの商売に専念することにしてジャヤカルタを去った。クーンにとっては思うつぼ

だ。状況が落ち着いたあとＶＯＣ軍はバンテン軍への攻撃を開始し、ジャヤカルタの街

中からすべての原住民を追い払うと町のすべてを焼き払い、そこにアムステルダムに似

せてヨーロッパの街を建設した。 

そこにいたのがクーンでなかったなら、あるいは捲土重来してきたクーンがイギリス

との戦闘に敗れていれば、インドネシアはイギリスの植民地になって今頃はコモンウエ

ルスの一員の道を歩んでいたかもしれない。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのイギリス人（２）」（２０２０年１０月２２日） 
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１６８５年、イギリス人がスマトラ島南部西岸のブンクル Bengkulu に取り付いた。

ＶＯＣは１６６４年にそこに駐在員を置いたのだが、６年後に駐在ポストを閉めた。そ

の地で得られるものは駐在員を置くだけの価値がないと判断したようだ。とはいえ、Ｖ

ＯＣの船は時によってそこに立ち寄っていたから、まったく等閑に付していたわけでも

ない。 

イギリス人はそのチャンスに乗じた。１６８５年にイギリス東インド会社ＥＩＣの船

がやってきて現地の状況を調べ上げると、地元スルタンとの交渉に入る。北からアチェ

が覇権を南に拡大していた時期であり、１６世紀と１７世紀にアチェとブンクル間で戦

争が行われている。 

１６９５年にイギリス側が商館開設・コショウ売買独占・裁判権などを手に入れる内

容の条約が結ばれ、イギリスは支配を内陸部へと広げて行った。イギリス人はブンクル

をベンクーレン Bencoolen と呼んだ。しかし原住民反乱が頻発したため、イギリスは１

７１８年にマルボロ要塞 Fort Marlboroughを建設して防衛力を高めはしたものの、１

７１９年の反乱の結果、ブンクルの将来性に見切りをつけて全イギリス人がそこから退

去した。 

イギリス人がブンクルに戻って来たのは１７２４年で、内容を軟化させた条約をその

年４月にスルタンと再度交わしている。それからちょうど１００年後の１８２４年３月

１７日、イギリスとオランダの間で領有地の交換が行われた。それぞれが支配している

面上にある相手の点を交換して、一面を完ぺきに自分のものにしようというのがその目

的だ。その結果、ブンクルはオランダが手に入れ、オランダはマラッカをイギリスに譲

った。 

 

ナポレオン戦争でヨーロッパが激動に見舞われ、オランダ本国がバタヴィア共和国に

なってフランスにすり寄ったあと、ナポレオンは弟を国王にしてオランダを属国にす
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る。弟の失政でナポレオンがオランダを併合し、そこをフランスの一州に変えたとき、

オランダの海外領土を奪取する公然たる理由をイギリスはつかんだ。海外覇権におくて

のフランスはイギリスに赤子の手をひねられてしまうことになる。ジャワだけでも死守

しようと試みたものの、頼みの綱のダンデルスをフランスに呼び戻してしまってはアリ

の一穴が起こるしかあるまい。 

イギリス東インド会社インド総督のミントー卿は１８０７年に、インド洋のフランス

＝オランダ権益を総なめにすることを計画した。モーリシャス Mauritius からジャヴァ

Javaまで、がかれのスローガンになった。 

サミュエル・オークマティ Samuel Auchmuty 中将指揮下のイギリス東インド会社ジャ

ワ島進攻軍は大型軍船４隻、フリゲート１４隻、スループ７隻、クルーザー８隻、輸送

船５７隻に１万２千人が分乗してカルカッタとマドラスを発進した。この一大軍事行動

は大英帝国がアジアで行った史上最大規模のものだった。もちろん、第二次大戦を除い

てはということだ。第二次大戦までその記録は破られることがなかったのである。 

この大船隊はまずペナンに達してから南下してバンカ島に立ち寄り、更にジャワ海を

ジャカルタ湾へと押し出して行った。イギリス人はバンカ島をセントヨーク St York島

と名付け、ムントッ Muntok の町をミントー卿にちなんでミントと呼んだ。地元民の中

にその町を Mintoと呼ぶひとがいまだにいるそうだ。[ 続く ] 

 

「ヌサンタラのイギリス人（３）」（２０２０年１０月２３日） 

イギリス軍は１８１１年８月４日夜間にバタヴィアから１５キロほど東方のチリンチ

ン Cilincing海岸に上陸を開始し、全軍の上陸が完了したのは８月７日だった。完璧な

無血上陸だ。前衛部隊は既に海岸沿いを旧バタヴィア城市に向かって進軍しており、

続々とダンデルスが見捨てた過去の都に入って行った。ダンデルスによって城壁が撤去
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されてあった旧バタヴィア城市にイギリス軍は難なく進入し、バタヴィア市庁舎

Stadhuysに軍司令部を置いた。 

フランス＝オランダ側は北岸部の住民を安全地帯に移動させており、退避命令に応じ

ない原住民には飲用水を余分に持たせないようにした。敵兵をどうやって苦しめるかは

戦略の基本だろう。 

イギリス軍はたいして間を開けずにヴェルテフレーデンへの攻撃を開始する。モーレ

ンフリート沿いの道を騎馬と歩兵が突進して行った。あちこちで散発的な交戦が始ま

る。するとダンデルスの後を受けたヤンセンス Jan Willem Janssens第３７代総督は、

早々とヴェルテフレーデン防衛部隊をメステルコルネリスに引き上げさせて背水の陣を

固めた。 

南往き街道をメステルコルネリスに向けて進軍するイギリス軍は、街道沿いに設けら

れたフランス＝オランダ軍の砦に悩まされながらもメステルコルネリス要塞に向けて接

近していく。１８１１年８月２６日に要塞が最終的に陥落した後、中部ジャワに逃走し

たフランス＝オランダ軍にはイギリス軍と対等に戦う能力が残っておらず、イギリス軍

が行う掃討戦に敗れて白旗を掲げる結末が相次いだ。イギリス軍に捕らえられたフラン

ス＝オランダ軍兵は６千人にのぼった。 

こうして１８１１年９月１８日にスマラン地方で行われた最後の決戦で敗れたフラン

ス＝オランダ軍はスマラン郊外のトゥンタン Tuntang 村で降伏文書に調印し、イギリス

の勝利が確定した。イギリスはジャワとパレンバンそしてマカッサルの統治権を手に入

れたのである。 

そのジャワの統治権をイギリスは１８１６年８月１５日にオランダに返還し、マレー

半島経営に専念するようになる。ジャワの統治に心血を注いでいたラフルズ第４０代総

督はその返還に反対したが、大英帝国の思惑は違う所にあり、ラフルズの希望と夢は潰

えてしまう。落胆したラフルズは心機一転してシンガポール島の開発に乗り出し、今日
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のシンガポールの礎石を築いた。返還がなされずラフルズの手腕が振るわれ続けていた

ら、ジャワ島は・・・・シンガポールは・・・・・？ 

 

１８１９年、ロンドンミッショナリーソサエティの牧師がジャカルタのコニングスプ

レインの南東でチキニ地区の北端部に土地を買い、質素な教会を建てた。現在トゥグタ

ニ Tugu Taniと呼ばれているモニュメントと道路をはさんでちょうど真向いにその教会

がある。この教会は１８２９年に改装されて豪壮な建物に変わった。アングリカン教会

All Saints Church/Anglican Church と呼ばれているこの教会の墓地にはイギリス軍将

校たちが埋葬されており、１８１１年の戦争の際の戦没者も含まれているという話だ。

[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのイギリス人（４）」（２０２０年１０月２６日） 

帆船による大航海時代に名を遺した船長たちもバタヴィアを訪れた。１７７０年４月

にエンデバー号による航海でオーストラリアの南東海岸部をはじめて発見したヨーロッ

パ人として著名なキャプテンクックはその後オーストラリアから東インドに向かい、バ

タヴィアに寄港した。スリブ群島 Kepulauan Seribu の中のひとつでＶＯＣの造船所と

船舶修理施設が完備されているオンルスト Onrust 島で船の修理を行う間、船長はバタ

ヴィア城市内南部の、今日トコメラ Toko Merah と呼ばれている建物に宿泊した。 

このトコメラは現在の西カリブサール通り Jl Kali Besar Barat 南詰にあるバタヴィ

アチャータードバンクビルからほぼ百メートル北に位置している、表が全面的に赤色で

塗られている建物で、周りが一様に白塗りだから遠くからでもすぐに分かる。トランス
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ジャカルタバスのコリドール１２に乗って西カリブサールバス停で降りれば、トコメラ

はすぐそばだ。 

この建物は１７３０年にファン・イムホフが第２７代総督になる前に建てたものだっ

た。２，４７１平米の土地にかれは豪壮なヴィラを建てた。ファン・イムホフのあと第

２８代のヤコブ・モッスル Jacob Mossel総督(1750?1761), 第２９代のファン・デル・

パッラ Petrus Albertus van der Parra 総督(1761?1775), 第３１代レイニア・デ・ク

ラーク Reinier de Klerk 総督(1777?1780), ニコラス・ハーティン Nicolaas Hartingh

やフォン・ ホーエンドーフ Baron von Hohendorff ら高官たちも本人や家族がそこを居

所にした。 

１７８６年から１８０８年までそこはヒーレンロジメン Heerenlogement として使わ

れた。ＶＯＣにとっての貴賓用宿舎だ。アムステルダム本社のヒーレンが出張して来た

り、諸外国の高貴な人物が訪れたときに使われたと思われる。キャプテンクックが泊ま

ったのはその前だから、多分ファン・デル・パッラ総督の賓客として泊まったのだろ

う。 

その時期、この宿舎には客用の馬車８台、馬１６頭が建物裏に用意されて、客の外出

の用を足した。もちろん、西洋社会においては自動車が発明されるまで馬と馬車が個人

用交通機関だったのだから、宿舎として使われる以前も以後もその建物に厩舎とガレー

ジがあったことは十分に想像される。それに加えて表のカリブサールにはスンダクラパ

地区のバタヴィア港との往復のために小船が６艘用意されていた。主に荷物の運搬に使

われたようだが、ひとも運んだのではあるまいか。 

１７４３年に総督になったファン・イムホフは、海員養成学校 Academie de Marine

をこの建物に開いた。学校は１７５５年まで続いたそうだ。ＶＯＣの船に乗組んで指揮

を執る人材の養成が、バタヴィアおよび東インドの諸都市に住む青少年を対象にして行

われたのである。この学校はその種のものとしてアジア最古だと謳われている。 
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１８０９年から１３年までアントニー・ナケア Anthony Nacareがそこに住み、その

後さまざまなひとの手から手に渡された後、１８５１年になって華人カピタンのウイ・

リオウコン Oey Liauw Kong の手に落ちる。ウイは建物の表を赤塗にしてそこを商店に

したため、世上でトコメラと呼ばれるようになった。だからキャプテンクックの時はま

だトコメラになっていない。 

しかしトコメラという名前の由来を１７４０年１０月の華人街騒乱 Chinezenmoordに

結びつける者がいる。華人を見つけ次第皆殺しにせよという命令を受けたＶＯＣバタヴ

ィア防衛軍が華人居住者の多いバタヴィア城市内西側の南部貧困地区で一大殺戮を行っ

たことから、カリブサールの水が真っ赤に染まった。そのイメージが建物に結び付けら

れたというようなことを匂わせる話になっている。この種の話をわたしは最初、華人が

かれらの被害者意識を泣訴するためのものというように感じていたのだが、最近ではど

うもその反対ではないかという気がしてきている。華人憎悪者が華人に向けた嫌悪感を

裏側に秘めているような気がしてならないのである。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのイギリス人（終）」（２０２０年１０月２７日） 

グヌンサハリ Gunung Sahari という道路名は一日で華人の屍が山になったからだ。ジ

ャティヌガラのラワバンケ Rawa Bangkeという地名は、華人の屍が池を埋めたためにそ

う呼ばれるようになったのだ。アンケ Angkeという地名は漢字「紅渓」の福建語読みで

あり、アンケ川の水面が華人の血で朱染めになったことに由来している。云々・・・・ 
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歴史的な考察を加えればそれらが史的事実から逸脱していることは明白なのだが、そ

れでもそんなことを言うのは、「だからお前たち華人は気を付けな」という意図を裏に

隠しているように思えて仕方ない。 

日本軍政期にはジャワ軍政監部衛生局がこの建物を使ったようだ。 

ところで、トコメラにも妖怪譚がある。二棟から成るこの建物は一階に１６室、２回

に４室、３階に５室と多くの部屋があり、そのどこかの部屋で時折窓から外を見ている

オランダ娘の姿を見ることがあるというのがその話だ。そのオランダ娘は華人大虐殺の

とき、外で繰り広げられている暴虐を見て被害者を助けようとし、オランダ兵に殺され

たのだという説や、この館では昔、オランダ娘を折檻することが行われていて、それで

生命を落とした娘もおり、今でも館内ではふっと娘の忍び泣きする声が聞こえたり、悲

鳴が聞こえたりするという説もある。また館内見学の少女たちの中で、突然憑依現象に

襲われる者がおり、気絶したり、暴れてオランダ語を流暢に喚き散らす者があるという

話もある。もちろん本人にオランダ語の素養などない。 

 

キャプテンクックの他にも、イギリス人船長は何人かトコメラに宿泊している。著名

人物としてはバウンティ号反乱事件で有名になったキャプテンブライがいる。１７８９

年４月２８日にバウンティ号を乗組員に乗っ取られたブライ船長以下１９人は、全長９

メートルのランチに乗せられ、タヒチ島海域で大海の中に放り出された。 

一行はヨーロッパ文明が存在する東インドのティモール島を目標に定めて、大海を小

船で渡る６千７百キロの冒険行を開始したのである。キャプテンクックの薫陶を受けた

ブライ船長は常人の及ばない航海術を駆使し、４７日をかけてその距離を踏破してティ

モール島クパン Kupang に１７８９年６月１４日に到着したのだった。 
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クパンからバタヴィアに到着したブライ船長は日記にこう書いた。「バタヴィアで

は、他の場所に宿泊してはならない外国人の宿舎があり、そこに泊まった。このホテル

はたいへん汚く、ろくにメンテナンスがなされていなかった。」 

バタヴィアにやってきた他の船長たちは、ニューブリテン島を発見したウィリアム・

ダンピア William Dampier が１７００年に、１７６６年にジョン・バイロン John 

Byron、そしてフィリップ・カートレット Philipe Carteret などと多彩な顔触れになっ

ている。 

南太平洋を走る船はバタヴィアが外すことのできない寄港地になっていたようだ。た

とえどれほどコレラやマラリアで生命を落とすリスクが高かったとしても。[ 完 ] 
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「ヌサンタラのロシア人（１）」（２０２０年１１月１６日） 

ロシアの歴史の中にインドネシアが初めて登場したのは１７世紀末のころだ。ピョー

トル大帝の時代に語られていたオストロヴニツァ Ostrovnitsaという地名がヌサンタラ

を示していたことは今や共通の見解になっている。 

ロシアのふたりの世界周航家イヴァン・クルゼンシュテルンとユーリ・リシャンスキ

ーは１８０６年にスンダ海峡を通って東シナ海に抜ける航路を取り、そのときヌサンタ

ラ住民とロシア人の接触が史上初めて起こった。それ以来、ロシアの船は相次いでオラ

ンダ領東インドを訪れてケロシンや工業製品を住民に売り、コーヒー・茶・タバコ・コ

プラ・スパイス・鉛などを住民から買った。 

 

１８７６年、ボゴール植物園の植物誌とスンダ及びジャワの原住民の生活や慣習を記

した５冊の書物が出版された。その著者がロシアの民族学・人類学者ニコライ・ミクル

ホ‐マクライ Nicholai Mikluho-Maklaiである。 

かれは１８７０～８０年代にニューギニア島に入って調査を行った。島の東北部と西

南部を訪れて調査し、ニューギニア島東半分のイギリス領と西半分のオランダ領の両方

で情報と資料を集めた。その島にかれが最初に上陸したおよそ百キロの長さを持つ東北

部の海岸はロシア語版世界地図にミクルホ‐マクライ海岸と書かれている。最初は西洋

諸国の地図にも Maclay Coast が記されていたものの、第一次大戦後オーストラリアが

その海岸の名称を Rui Coast に変えた。パプアニューギニアのひとびとはそのロシア人

学者をいまだに尊敬しており、海岸の名称をミクルホ‐マクライ海岸に戻す議論がとき

どき巻き起こっている。 

 

ニコライ・ミクルホ‐マクライはノヴゴロドのラジュデスヴェンスコイェで１８４６

年に生まれた。父親は鉄道技師で、サンクトピテルブルク⇔モスクワ間の鉄道線路敷設

に関わった。１１歳で父親を失ったニコライは１８６３年にサンクトピテルブルク大学
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の数学物理学部に入ったものの、政治運動に関わったため放校された。かれはロシアを

去ってドイツに向かった。 

ハイデルベルク、ライプツィヒ、イエナの諸大学で哲学・人類学・民族学・動物学を

修得して学士号を得、スペイン・イタリア・イギリスなどを歴訪して各地の学者と交流

してから、調査研究に発心してカナリー諸島・モロッコ・スエズ・紅海を遍歴した。シ

アキンとジッダで奴隷市を目の当たりにしたかれは、そこで感じた人道的な怒りを日記

に書きなぐっている。 

ロシアに戻って調査研究の成果を発表したかれは、次にニューギニア島に向かい、さ

らにマラッカ半島に入ってトレンガヌ・クランタン・パハン・ジョホールを訪れ、奥地

に入ってスマン族とサカイ族を観察した。それからフィリピンを経て南太平洋の島々や

オーストラリアに行き、民族学・人類学・地理学・気象学などさまざまな分野で成果を

残した。 

その中で、かれの興味はパプアニューギニア人にもっとも深く注がれたようだ。滞在

した土地で動植物や地理を観察し、また原住民の生活に密着してさまざまな秘密を解き

明かそうとした。１８７１～７２年、１８７６～７７年、１８８３年と三度もその島を

訪れて滞在し、島の東北部海岸地区と西南部地区のパプアコウィアイ Papua Kowiaiで

調査研究にいそしんだ。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのロシア人（２）」（２０２０年１１月１７日） 

１８７１年の最初の訪問の際、かれはサンクトピテルブルク港からコルヴェット艦ヴ

ィティヤス号に乗ってロシアを離れた。艦は各地に寄港しながら世界周航ルートをたど

り、１８７１年９月１８日にニューギニア島東北部のアストロリャビア湾に停泊した。 
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近郷にあるゴレンドゥ、ボング、ボガティムの村々の住民は、これまで見たこともな

い煙を吐く大きな船がやってきて、色の白い人間が上陸して来るのに驚いた。最初は武

装した８人の原住民がニコライに向かって矢をつがえ、矢先はかれの顔と胸に向けられ

た。ニコライは敵意の全くないことを示しながら親しみを込めて悠然と応対し、徐々に

緊張はほぐれて原住民は矢をおさめた。 

ニコライが最初に知り合った原住民は名前をトゥイと言い、トゥイとその息子はかれ

にとって終生続く友情で固く結ばれることになった。ニコライとトゥイは手をつない

で、そこから一番近い村に向かった。原住民の間で顔を知ってもらうためだ。出会う村

人のひとりひとりにニコライは土産物を与えてあいさつした。 

ひとわたり村人に顔を見知ってもらったかれは、上陸地点に戻った。海岸のボング村

寄りの場所にヴィティヤス号の船員たちがニコライのための家を建てていた。その家

で、かれはスエーデン人の鯨漁師ウルソンとポリネシア人少年のニ人と共に暮らし始め

た。 

陸上での成り行きを確認するために、ヴィティヤス号は数日間停泊した。色の白い人

間が敵対行動をしかけてこないのに安心した原住民は、手土産を携えてヴィティヤス号

に接近し始めた。ヤシの実・バナナの房・熱帯のさまざまな果実・・・。中には豚一頭

をプレゼントした者、あるいは犬を二頭持って来た者もあった。かれらは興味津々と艦

上に上がって来て、好奇心満々に艦内を見て回った。ロシア人士官や船員がかれらを歓

迎したのは言うまでもない。 

 

この大自然の下で生きている未開の人間たちの姿の中に、ニコライというひとりの人

間を作り出している文明なるものの原点をかれは見出したのだろうか。それは人間とし

てのかれ自身の原点に二重写しになるものであったにちがいあるまい。故国から遠く離

れたニューギニアの地でかれはやっとそれに出会ったということなのだろうか。 
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かれはそこでの暮らしの中で原住民との平和共存をはかり、原住民はかれを受け入れ

てさまざまな祝祭や慣習行事に招いてくれた。原住民の暮らしを細かに知るうえで、そ

れが大きなメリットになった。さまざまな種族の言葉にも、かれは精通するようになっ

た。 

かれはまた、文明社会が持っている多様な知識を原住民に指導し、病人や怪我人にで

きるかぎりの治療を施し、釘の使い方や釣り針で魚を捕ることを教えた。原住民が釣り

針で捕った魚をかれの家にしばしば持って来た。かれは日誌に書いている。「毎日、同

じようなことを繰り返している。朝は動物学者になり、病人が出れば医者になり、薬剤

師になり、料理人になり、洗濯人になる。要はマスター何でも屋だ。」 

そんな何でも屋はイラストも描いた。原住民の肖像、石斧や鍬などの道具類、崇拝す

る神像、そして原始のまま息づいている風景。 

 

ニューギニア人が昔は金属の製法を知っていた時代があり、一時期は文明の発展階段

の上位に立っていたことがあるという仮説をかれは立てている。しかしその英雄的時代

は終わり、かれらは自然の中で生きることに方針を変えた。 

耕作や漁労で食糧を得、慣習を単純なものにし、人間同士が愛し合い、いたわり合っ

て平和に暮らす道を選択した。ニコライはこう書いている。「わたしは原住民たちの礼

儀正しさと穏やかな人間関係に感嘆する。妻子に対する親睦感情はたいへん大きいもの

だ。家族の間でいがみ合いや喧嘩が起こったことをわたしは見たことがないし、また、

村の中で盗みや殺人が起こったことなど聞いたこともない。生活共同体の中にはボスが

おらず、そして貧富の差もない。だから嫉妬も憎しみも存在しえないのだ。 

現地の娘たちの倫理性もヨーロッパの娘たちに十分匹敵するものだ。偽善の中で教育

され、人為的な偽善に満ちているヨーロッパの娘たちの倫理性がここの娘たち以上のも

のであるとは言い難い。」 

[ 続く ] 
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「ヌサンタラのロシア人（３）」（２０２０年１１月１８日） 

ニコライの消息が絶えて月日を重ねたことから、イギリスのマスメディアがニコライ

死亡の憶測を流した。それに驚いたロシア人が、事の真偽をたださんとしてイズムルッ

ド号を派遣した。 

船がアストロリャビア湾に到達したとき、ニコライの家は何事もなかったかのように

建っており、そして原住民がいて、その間にいるニコライが手を振っているのが見え

た。そのとき、船内に「ウラー」の大合唱が湧きおこった。 

 

ニコライがその地を去ることを伝え聞いた周辺の村々から、引き留めようとする意向

を携えた原住民がひっきりなしにやってきて、嘆願し、口説いた。再会を約束してニコ

ライは船上の人となった。 

船はかれをマルクのティドーレとテルナーテに運んだ。そのあと、船はさらにフィリ

ピンのマニラに寄港し、ニコライは山中に住むネグリート族の生活を観察した。小柄な

ネグリート族がニューギニア原住民とよく似た性質を持ち、類似の生活習慣を営んでい

ることが明らかにされた。 

その後、船はジャワ島のバタヴィアに入り、ニコライはバイテンゾルフの植物園を見

学したが、そのとき東インド総督がかれにバイテンゾルフ宮殿に滞在するよう勧め、宮

殿敷地内のパヴィリオンをかれに提供した。 

 

１８８３年にニコライが三度目のアストロリャビア湾上陸を実現させたとき、原住民

は男だけでなく女も子供を連れて海岸へやってきて、歓喜にあふれたお祭り気分を湧き

立たせた。ひとびとはかれの住む家を建て、周辺の土地をきれいにし、船から下ろされ
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るかれの必要品を大喜びで家に運び込んだ。そのとき、かれはこれまでに増して大きな

意味を持つ研究成果を得ることができた。 

 

１８８４年２月、かれはまたニューギニア島を訪れたが、そのときは南西部のパプア

コウィアイが訪問先だった。しかし健康状態が悪化したために、かれはそこを引き上げ

てバイテンゾルフに向かい療養に専念することを余儀なくされた。 

バイテンゾルフ宮殿のパヴィリオンのひとつがかれに提供され、総督の客人としてそ

こに逗留したが、そのときに総督の娘のひとりとの恋愛譚が噂された。そういう記事が

ロシア人の署名入りでコンパス紙に掲載されている一方、同紙の別の記事によれば、ニ

コライが生涯の伴侶を得たのはオーストラリアに滞在中のことで、学者仲間のジョン・

ロバートソンの娘マルガリータと１８８４年２月２７日にオーストラリアで結婚したと

いう内容が記されている。オーストラリアからロシアへの帰途にバイテンゾルフに立ち

寄ったとしても、新妻を連れたかれに上のような話が起こるとは考えにくい気がする。 

帰国後、この夫婦はサンクトピテルブルクに居を構えて、男児を二人育て、ニューギ

ニア原住民のように仲睦まじい家庭を築いたとその記事には記されている。 

 

ニコライはまたニューギニア島東半分を領有しているイギリスの現地統治官に手紙を

書き、アメリカ人の探検計画を批判し、またドイツの南太平洋における行動を人道主義

の観点から非難した。イギリスおよびオランダの現地統治官に対して、古来から続けら

れて来た原住民の生活慣習に干渉する原住民政策への強い批判をもかれは行っている。 

かれは１８８８年４月１４日に病気で世を去ったが、１８８６年に帰国してから没す

るまで、かれはロシアの著名な学者のひとりとしてマスメディアに取り上げられるスタ

ーになっていた。かれの労作である学術諸論文を集めたものは１９２３年から発行され

るようになった。[ 続く ] 
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「ヌサンタラのロシア人（４）」（２０２０年１１月１９日） 

ニコライが調査研究を行った地域の諸村は先祖代々語り伝えられてきたタモルス Tamo 

Rus (tamu Rusia)の話を集合記憶として保持し続けており、ニコライが連れて来た一対

の牛が子孫繁栄して牛の群れになっていたり、またかれが教えたトウモロコシ栽培も原

住民の食糧確保の一助として維持されている。 

その諸村で使われている地域語の中にロシア語源と思われる単語すら見つかってい

る。西瓜は abrus、トウモロコシは gugurusa、牡牛は byikaといったものだ。またマク

ライという名が学名に付けられた果樹植物もある。 

 

ロシア帝国の高位にあるひとびとも、バタヴィアを訪れている。バタヴィアは第二次

大戦勃発まで、東南アジア有数の文明化した大都市だったのであり、東南アジアの重要

な寄港地のひとつになっていた。 

１８９０年、まだ皇太子だったロシア帝国最後の皇帝ニコライ二世が極東訪問航海の

途中でバタヴィアに立ち寄っている。１９１１年にはボリス・ヴラジミロヴィチ大公が

シアム王の宮殿における戴冠式に列席したあと、バンコクからの帰国の航海でバタヴィ

アに立ち寄っている。 

１８９４年、ロシアはオランダ領東インドとの貿易拡大を望んで、バタヴィアに領事

館を設けた。初代の駐バタヴィア・ロシア帝国領事として赴任したのはモデスト・バク

ーニン Modest Bakunin であり、かれは有名な無政府主義者ミハイル・バクーニン

Mikhail Bakuninの叔父に当たる。バタヴィア領事は１８９９年に帰国したが、その後

任者はやってこなかったらしい。かれは１９０２年に「Tropical Holland～ジャワ島の

５年間」と題するモノグラフを出版した。多分それが系統的にヌサンタラの住民とその

生活や習慣、地理や自然などをロシアに紹介した事始めだったようで、ロシアにおける
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インドネシア学の礎石となった。その中にはおよそ５百語のムラユ単語がロシア語の定

義を添えて記されている。またパントゥンに関する解説も詳しい。 

１９１７年、ロシアにボルシェビキ革命が起こってロシア帝国は崩壊し、共産ロシア

が誕生する。インドネシアは第二次大戦を経て独立宣言を行い、オランダ領東インドか

ら脱皮した。第二次大戦後、米ソ二大陣営の対立構造が激化し、同時に起こったアジ

ア・アフリカの民族主義と反植民地主義の動きに関連して、ソ連はそれをバックアップ

する立場に回った。 

１９３０年にモスクワ東洋学院の学者アレクサンドル・フーベル Alexander Huberは

オランダ領東インドの社会経済概説に関する２７９ページの論文を書き、オランダ領東

インドと呼ばずにインドネシアと記した。地理学上の学術名称が政治的な領土に対して

はじめて使われたのが、このロシア語の論文だったと言われている。 

１９４９年８～１２月のオランダとインドネシアのハーグ円卓会議のあと、１９５０

年１月２６日にソ連はいち早くインドネシアの独立国家承認を行った。１９５０年９月

２８日のインドネシアの国連加盟にもソ連は早くからそれを支持する立場を表明してい

る。 

その年の２月３日にソ連はインドネシアに対して外交関係を結ぶことを求めて来た。

インドネシア共産党とイスラム系勢力との間で、その賛否をめぐって国会は大揺れに揺

れた。 

最終的に１９５４年、インドネシアとソ連はそれぞれの首都に大使館を開設すること

に合意した。駐モスクワインドネシア共和国初代大使はスバンドリオ、駐ジャカルタソ

連初代大使はズコヴ DA Zhukov が任じられた。 

それから１９６５年までのオルラレジームでは、インドネシアとソ連の蜜月時代が続

いた。ソ連はインドネシアに対して軍事援助経済援助を惜しげもなく注ぎ込んだ。おか

げでインドネシアの軍事力は大きく進展し、中国に次ぐアジア第二の軍事大国になっ

た。 
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スカルノ大統領は１９５６年以来四回もソ連を訪問した。スカルノが北京とモスクワ

を訪問して社会主義陣営への接近をあからさまに示した時、米国外交筋はインドネシア

を強く批判し、スカルノを共産主義者呼ばわりした。スカルノはそれに関してこう語っ

ている。「全能の偉大なる神が作ったこのわたしという人間を、かれらはコテコテの共

産主義者だと言うんだから・・・」 

[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのロシア人（５）」（２０２０年１１月２０日） 

スカルノはパンナム機に乗ってモスクワを訪問した。空港で飛行機が停まり、スカル

ノがタラップを降りる時、パンナムの青い制服を着た金髪の美人スチュワーデスがタラ

ップの両側に整列した。すると地上で１５０人の楽隊と合唱団がインドネシアラヤの演

奏と合唱を始めたではないか。感動で涙がこぼれたとスカルノはそのときのことを追想

している。完全独立をやっとのことで達成した一新興国にここまで手厚いことをしてく

れるのかという感慨にかれは襲われたのだろう。ソ連の心情作戦はたいへんに効果的だ

ったようだ。 

大統領訪問の前準備で先にモスクワを訪れていたナスティオン国軍総司令官国防統括

大臣はそのときフルシチョフ首相と共に大統領を迎えるために空港で待っていた。首相

がナスティオンに皮肉を言った。「将軍、インドネシアの娘たちはみんなきれいですな

あ。」将軍は切り返した。「首相がインドネシアにお越しになれば、もっと美しい黒髪

の娘たちをたくさんご覧になれますよ。」 

 

スカルノの最初のソ連訪問時に、レニングラードでかれは中央アジア風の青いドーム

を持つこぎれいな建物を目にした。好奇心に駆られて、かれはそこに立ち寄るよう運転
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手に命じた。着いてみると、そこはただの倉庫だった。かれはその辺りにいるひとびと

に尋ねた。これは一体何なのかと。 

昔これは美しいモスクだったのだが、共産主義がこの国を支配するようになって、す

べての宗教施設は閉鎖を命じられたため、この建物もモスクとして使われなくなったの

だ、というのがスカルノの得た裏話だった。 

レニングラードからモスクワに戻って来たスカルノに、フルシチョフ首相が訪ねた。

「レニングラードはいかがでしたか？あの美しい町をお楽しみいただけましたか？」 

スカルノは答えた。「あなたのおっしゃるその町をわたしはろくに見なかったし、楽

しくもなかったですよ。」 

「そんな馬鹿な。世界的にも美しいと言われているあの町に閣下は何日か滞在された

でしょうに。」 

「いや、問題はね、わたしはモスクを探したのに、モスクが見つからなかったという

ことです。」 

スカルノが帰国してからフルシチョフはレニングラードで何があったのかを調べさ

せ、そして青いドームの建物を宗教施設として再開させるように命じた。レニングラー

ドのムスリムは驚き、その措置の陰にスカルノの名前があったことを知ってスカルノを

尊敬するようになった。そういう話が伝えられている。 

１９５７年に７人のインドネシア人学生が国費留学生として迎えられたのをきっかけ

にして、多数のインドネシア人留学生がソ連のあちこちの大学に迎えられた。その数は

通算して５千人を超えている。ソ連は西欧の植民地から独立した新興国家への援助の一

環として各国から青年の留学を受け入れる方針を取った。その中でインドネシア人留学

生は最多数に上ったのである。ソ連在留のインドネシア人留学生が２千人いた時期もあ

る。１９６０年代のインドネシアの都市部では、ソ連への留学が社会現象になってい

た。 
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そのインドネシアとソ連の蜜月時代に作られた施設のひとつがジャカルタのスナヤン

スポーツコンプレックス Gelora Bung Karnoであり、そのメインスタジアム Istora

だ。スナヤンスポーツコンプレックスはインドネシアが１９６２年８月に第４回アジア

競技大会を主催するときに建設された。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのロシア人（６）」（２０２０年１１月２３日） 

その建設のためにスカルノはソ連に資金と技術の支援を要請し、ソ連はそれを受けて

１，２５０万米ドルの資金と建築技術者派遣の協力をインドネシアに与えた。スカルノ

はソ連のルジュニキ Luzhniki スタジアムのデザインをたいそう気に入り、スナヤンに

も同じものをと望んだことから、あたかもロシア人がルジュニキとスナヤンに双子のス

タジアムを作るような結果になった。 

ソ連の援助で作られた施設はもっとたくさんある。東ジャカルタのプルサハバタン病

院 RS Persahabatan、チルゴン Cilegonの製鉄所（現在のクラカタウ製鉄所）、チラチ

ャップ Ci-lacapの肥料工場、そして郵便局、電話局、銀行なども作られた。また、ア

ンボンのパティムラ大学への地理学と海洋学の専門家派遣も行われている。 

 

中部カリマンタンのパランカラヤ Palangkaraya⇔タンキリン Tangkiling 間の道路を地

元のひとびとはロシア道路 Jalan Rusiaと呼んでいる。全長３４キロ、幅６メートルの

直線道路はロシアの援助で作られたものだ。 

なぜこんな場所に外国の援助で一級道路を作ろうとしたのか？それはスカルノ大統領

が抱いた首都移転構想に沿ったものだったのである。スカルノは植民地支配者の歴史が

刻み込まれているジャカルタを捨てて、新興国家にふさわしい新しい首都を作る夢を抱

いた。そして、その当時森林原野でしかなかったパランカラヤに新しい首都を設けるこ
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とにし、新首都とサンピッ Sampit、そして更にパンカランブン Pangkalan Bun までの

１７５キロを結ぶ一級道路建設の支援をソ連に求めたのである。 

 

１９５７年７月１７日、ダヤッ族居留地パハンドゥッ Pahandutの森の木にスカルノは

斧を振るった。それが新首都建設の鍬入れ式だった。大人が両腕で抱えてもまだ届かな

いくらい太い巨木が林立していたそうだ。 

町の構造はカハヤン Kahayan 川を北端にして、行政地区・商業地区・住宅地区が分離

され、南東にあるバンジャルマシンと南西にあるサンピッ間の交通を陸路と水路の二本

立てでつなぐ構想になっていた。 

神聖・高貴・偉大なる場所という意味を持つパランカラヤと名付けられた未来の首都

はこうして建設が開始されたのである。一方、ソ連に要請した道路建設も１９６２年に

準備が整って開始された。十数人のロシア人技師がやってきて、現場で工事の指揮を取

った。ダヤッ人数十人、そしてこの工事のためにジャワからやってきた百人を超えるジ

ャワ人が、ロシア人技師の指図に沿って作業を行った。 

公共事業省道路建設専門家は、そのときたいへん丁寧な仕事がなされた、と語ってい

る。ロシアとは地質のまるで異なった泥炭土に覆われている中部カリマンタンに最高の

道路を作るため、技師たちは泥炭土の層をすべて取り去る方法を採ったのだ。どんなに

深かろうと、道路幅の分だけ泥炭土はすべて除去されて、そこに硬い基盤を底にした水

路が出現した。その水路は石・砂・高密度の土で埋められた。１９６２年１２月１７日

にそれが終わると、排水設備・土固め・アスファルト舗装の工事が続けられた。たいへ

んな手間と時間を費やす作業だったが、その効果は５０年以上が経過したいま、だれも

が明白に感じることのできるものになっている。 

このロシア道路は現在、カリマンタンの海岸部を端から端までつなぐトランスカリマ

ンタン道路の一部になっている。トランスカリマンタンは至る所で穴が開いたり、褶曲
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したりしているのだが、ロシア道路の３４キロ区間だけは何の瑕疵もない、継続的に高

速走行が楽しめる道路になっているのである。 

他の区間はたいていインドネシア人が建設したものだ。即席が大好きで、早く結果が

出ることを尊ぶ民族性は、即席に完成し、そして即席に壊れて行く道路を国中に作って

いる。壊れた道路を補修するのに予算が支出され、毎年同じことが繰り返されて、業者

は受注の絶えることがない。 

公共事業省専門家は、ロシア人のやり方はインドネシア方式の３倍のコストがかかる

と言う。しかしそのやり方で作られた道路はインドネシアの一般的な道路よりも５倍長

持ちするのだそうだ。[ 続く ] 

 

 

「ヌサンタラのロシア人（終）」（２０２０年１１月２４日） 

その素晴らしいロシア道路は当初計画の二割しか作られないまま終わってしまった。

１９６５年のＧ３０Ｓ政変がその結果を招いたのである。それは同時に、スカルノの夢

だった首都移転をも粉砕してしまった。 

Ｇ３０Ｓ事件の知らせがロシア人技師たちに届くと、かれら全員がすぐさまインドネ

シアを離れた。その工事に関わっていたインドネシア人たちも、即座にソ連のプロジェ

クトとは無関係であるという風を装った。工事現場は一転して無人の境に変わってしま

った。たとえ一介の労務者でしかなかったとしても、中国やソ連のプロジェクトに関わ

っていたと赤狩りの連中に騒がれたら何をされるか分かったものではないし、オルバ行

政に政治犯の烙印を捺されるのも怖ろしい。 

その後遺症はいまだに続いていて、２００９年にコンパス紙がトランスカリマンタン

特集を組んでロシア道路の取材を行った時も、建設に携わった体験者を探したがほんの

わずかなひとにしたインタビューができなかった。 
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フルシチョフ首相は１９６１年にインドネシアを一度訪れている。１９６２年の西イ

リアン解放戦争では、インドネシア国軍はソ連のバックアップを受けてオランダとの戦

争を繰り広げ、米国の調停によって西イリアンをインドネシアの領土に編入した。 

西イリアン解放戦争の勝利を記念して、スカルノ大統領はモナス広場南東の、メンテ

ン地区北部とスネン地区を結ぶ道路西詰の緑地帯に記念碑を建てさせた。銃を持ち、ジ

ャワの農夫がかぶるチャピン caping（編み笠）をかぶって立っているひとりの男とそ

れに食べ物を渡しているカインクバヤ姿の女性の像はロシア人彫刻家のデザインと制作

によるものだ。 

二人のロシア人彫刻家は構想を練る中で、インドネシアで耳にした出征する息子に祝

福を与える母親の話に感銘し、そのデザインを採用した。この像はソ連政府がインドネ

シアにプレゼントし、１９６３年にスカルノの希望通り現在の場所に設置された。公式

名称は英雄の像 Patung Pahlawan となっているが、農夫のイメージが強いことから農夫

の記念碑 tugu taniと呼ばれることも少なくない。 

 

１９６５年のＧ３０Ｓ政変でインドネシアとソ連の蜜月関係は終焉した。ロシアや東

欧にいたインドネシア人学生や社会人に新政権は即時帰国を命じたが、さまざまな事情

でそれに従わなかった者もあった。赤狩りで行われた大殺りくの噂に帰国を怖れた者も

いた。従わなかった者たちは国籍を喪失し、政治亡命者になった。かれらの運命はイン

ドネシア語のさまざまな小説の中に描かれている。赤狩りにおけるジェノサイドや故国

喪失の被害者の話は、この民族が担わなければならない伝説となるだろう。 

１９８９年になって、スハルト大統領はソ連を訪問して国交を回復させた。１９９１

年１２月のソ連崩壊の三日後に、インドネシア共和国はソ連の後継者たるロシア連邦共

和国を公式承認している。こうして両国は互いにイデオロギーを抜きにした国交を展開

するようになった。 
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２００７年９月５日にはヴラジミル・プーチン Vladimir Putin大統領が二日間のイン

ドネシア公式訪問を行い、フルシチョフ首相以来、実に半世紀近い空白期間を経てロシ

アの要人の公式訪問が実現された。インドネシア側もスハルト大統領のあと、レフォル

マシレジームに入ってメガワティ、ＳＢＹ，ジョコウィ、と歴代の大統領がロシアを公

式訪問している。[ 完 ] 
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